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十 数 年 前 歌 米 に 遊ん だ 時 , 特に 著者 を 感動 せしめ た 事 の 一 は 
到 る 虚 タ イプ ライ ター の 使用 が 盛 で あつ て , 且 其 便 倫 の 大 な る 
事 で あつ た 。 工 場 富 宗 共 他 の 用 向 で 諸 會 征 の 支配 人 と か 重役 な 
どか ら 紹 介 雇 を 用 い 受 くる 時 な ど , 一 士 軍 談 の 導 に ステ ノ フグ ラ 
ファ ー (タイ ビス ト で 同時 に 速記 出来 る も の) は 腰 に 下げ た 紙 
片 ょ 筆 と を 以 て 直 に 口 接 さ れる まい を 連 記 し , 数 分 判 の 後に は 
小 奇 放 に 印 宇 し た 手紙 を コッ ピー( 控 え ) 及 び 宛名 まで 印字 し た 
圭 筒 と 共に 持つ て 來 る 。 支配 人 や 重役 は 唯 こ と これ に 寺 名 を すれ ば 
よい の で ある 。 すべて に 要する 時 別 は 恐らく は 日 本 人 が 谷 狭 を 
取り 中 し て 墨 を する だ け の 時 間 に 匹 敵 す る 位 の も の で あろ う 。 

私 は 又 米 園 フィラ デル フィ ア に 於 て テー バー 製造 會 征 と 云う 
テー ラー 式 科 台 的 符 理 法 を 杜 錠 的 に 宮 施 し て 居る 一 機 和合 生 を 
見 加 し た 。 この 信 征 で は 記 枯 や 信 票 の 整理 に 数 百 種 の 品物 を 分 
0 記載 する に , 皆 品 名 の 頭字 を 申し て 之 を 記 朋 と し て 用 いて 居 
る 。 其 簡 | に し て 便 な る 事 は 到底 信 囲 で は 兄 る 事 が 出来 たい 所 で 
ある 。 和 業 従事 する 人 で 少し く 注 意 深 の い 人 は 西洋 の 大 會 年 か 
ら 夫 る 手紙 に は , 皆 其 生 信 人 の 名 前 の 頭字 に ょ つて 直 に 書類 の 
| 分類 整 理 が 出来 る よう に な つて 居る 事 を 気 地 く で あろ う 。 
| 較 生玉 良 問題 に 私 が 留意 し か か つた の は , と れ 等 の 感動 が 動 
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機 と な つた の で ある 。 我 日 本 人 は 才能 (に 於 て 強 ち 西洋 人 に 及ぼ 
ざる 事 が 未 い と は 考え な い 。 否 私 は 日 本 人 の 薦 力 は 優 に 彼 和 
匹 英 し 得る と 信ずる も の で ある 。 然し 生 ら 骸 格 の 條 弱 な 事 に 至 
つて は , 如何 に ひい き 目 に 見 て も , 之 を 否定 する と と は 出來 な 
い 。 男 も 女 も 生 均 し て 日 本 人 は 西洋 人 より も 三 皿 寸 は 丈 も 低く , 
骸 重 も ゃ 小 で , 攻 命 も 短く ある 。 従 て すべ て の 競争 に 最後 は 柄 カ 
根気 の 器 に 於 て 日 本 人 は 敗 を 取る 。 之 は 世界 オリンピック 競技 
の 成績 に 徴 す る まで も な く 明 な 事 費 で ある 。 政 者 と 云わ ず 鞭 術 
家 と 云わ ず 世 界 的 の 一 流 大 家 の 我 國 に 出 で な い の ゃ も , 宙 は と の 
内 格 の 問題 が ー つ の 因 を な し て 居る 事 と 考え を ら る い の で ある 。 

骸 格 の 劣 弱 な る 原因 は 素 よ り 人 種 の 相違 より 來 る 根本 的 の 開 
係 も あり , 食物 の 問題 も あり , 日 常 生活 の 様式 等 の 問題 も ああ つ 
て 簡 田 に は 論ずる 事 は 出来 な い の で ある が , 基 最 大 原 困 の 一 と 
し て 教育 の 過重 を 加 げ ね ば な ら め ぬ 。 数 育 の 過重 と 球 う て も ゃ 請 

主義 の 害 も あり , 試験 制度 や 割 一 主義 の 区 害 も あり , 一 を 之 を 
論ずる は 此 の 書 の 範 園 に 属し な いか ら こ と れ を 他 日 に 譲る 事 と す 
る が , 著者 は その 中 の 最 重要 な る 素因 の 一 は 団 字 問 題 に 在 る と 
断定 する に 憧 ら ぬ の で ある 。 見 よ 甘 常 小 了 校 六 年 間 の 全 笠 程 を 
通じ て , 國語 科 の 名 の 下 に 含ま る る 書 方 , 証 方 , 組 方 の 投 業 時 
聞 は , 全 授 業 時 間 の 約 年 に 寺 し て 居る で は な いか 。 児童 が 國語 
の 篇 め に 如何 に 精力 を 費 し て 居る か は , 之 を 以 て も 其 一 班 を 知 


き 


る 事 が 出来 る の で ある 。 和 の 如き 医 語 攻 育 の 重荷 は 何 の 信 め に 
拉 る か と 云う に , 要する に 國 字 の 不 完全 と 云う 事 に 角 着 する の 
で ある 。 “ 

私 は 我 民 族 の 骸 格 の 西 洋 人 に 比 し て 基 だ し く 劣 る を 愛 う る 。 
面 し て 之 が 改善 の 第 一 着手 と し て , 先ず 國 字 を 改良 し て 可憐 な 
る 我 同胞 子 近 の 重荷 を 軽減 し , 精 朱 に 充ち た 活 溢 そ 地 の 子 弟 を 
造り た いと 思う の で ある 。 
)、 國 字 の 重荷 は 内 に 青年 , 見聞 に 伏 つ て の み 負 わる い \ い のみ で は 
な い 。 下 者 と 坪 わ 二 買 業 家 と 去 わ ま 人 々 個々 に 一 様 に 碁 だ し き 
昌 を 及ぼ し て 居る 。 國民 の 多数 は 國 字 の 不 完全 の 含め 書物 が 
頭 め ぬ 。 新聞紙 さ を も 証 み 得 な い 。 従 て 我 國 字 は 國民 の 文化 を 
進め る 上 に 基 だ し き 障 旭 を な し て 居る 。 仁 事 の 能 牽 は 基 だ 低く 
ある 。 若 し 現状 の まい で 経過 し て 行く な ら ば , 我 國 の 文化 は 西 
洋 諾 國 K 盆 後 る ぃ い のみ で , 大 和民 族 は 永久 西洋 文明 の 人 後 望 を 左 
し て 行く kc 過 ぎ な いで あろ う 。 前 に 走る も の に 追い 及ば ん と せ 
ば , 追 ク 者 は 追わ る いも の より ゃ 速 に 走ら な けれ ば な ら ぬ 。 此 
意味 に 共 て 我 等 は 不 完全 な る 國 字 の 重荷 を 下 し て 出来 る だ け 身 
軽 の 禄 尊 を し て , 能率 を 彼 等 より も 一 居 高 くせ な けれ ば な ら め ぬ 。 
人 に 國 字 の 問題 は 若き も 才 い た る も 人 々 個々 一 生 に 関 わり , 更 
- 林 百 千年 の 子 孫 まで に も 拘る 重大 問 亮 で ある 。 

見 よ 涯 字 の み を 國 字 と する 隣 邦 人 は 電信 に すら 其 冊 字 を 鷹 用 


ュ 
する の 自由 を 有 し な いで , 彼 等 は 知ら ぬ 間 に 世界 の 文明 に 取り 
静 さ れ て 行く 。 幸 に し て 我 國 C は カナ 文字 が あつ て 國語 の 昔 を 
辻 し 出す に 何等 の 不便 を 感じ な か つた 。 秒 挫 之 を 國 字 と し て 改 
定義 達せ し むる 時 は 愉 も 英 米 人 が ロー マ 字 を その 國語 に 用 うる 
と 織 ら ざる 利益 を 有する 野 に 於 て , や が て 我 國 字 問題 の 解決 と 
な る の で あつ て , 我 子孫 は 召 人 が 営 て 菅 め 来 つた 北 多 の 困 苦 を 
脱 る い 事 が 出来 る で あろ う ょ 考え る 。 

漢字 磨 止 論 は 従来 展 唱 道 せ られ , 漢字 に 代 う る に ロー マ 宇 丸 
. は カナ を 以 て すべ し と の 説 も 大 分 に を つて , 資 際 之 を 普及 せん 
と 努力 し た 政 者 も 少く は 無 か つ を た 。 然 し な が ら と の 間 題 は 未だ 
解決 の 緒 に 計 て 居 ら な い 。 し か も と の 解決 は 我 民 族 の 運命 を 圧 
圧 す べ き 重 大 問題 で あつ て , 一 日 を 縦 う すべ か ら ざ る 緊急 事 で 
ある 。 

著者 は 身 宮 楽 に 従事 し て 居り な が ら 敢 て 自ら を は か ら ず , 本 
問題 の 研究 に 多少 の 力 を 致し て 居る の は , 一 片 迫 國 愛 民 の 心 か 
ら で あ る 。 若 し 本 書 の 如き が 世 人 K 國 字 問 題 を 眞 面目 に 研究 す 
る の を 奥 え , 又 本 問題 の 解決 に 下 す る 論 料 の 一 端 と も な る と 
と が あら ば , 誠に 著者 の 本 懐 で ある 。 

本 書 は 國 字 改良 営 面 の 諸 問 題 並 に 國 字 改良 に 開 す る 諸家 の 案 
を 記 逃 し , 之 肝 す る 公 牌 な る 批 制 を 篇 し , 著者 の 私 見 を 惹 
べ て 本 問題 の 解 趣 を 明 jC し よう と 試み た も る の で ある が , 本 來 娘 
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筆 に 畠 で あつ て 意 を 華 さ ざる 所 多く , 旦 俗 務 多忙 の 際 案 を 練る 
の 忠 な く , 叙 逃 に 重複 久 は 前 後 不同 の 嬢 が 多い の で ある が , 著 
者 は 本 書 の 語 者 に 出来 得る 限り 國 字 問題 の 賀 情 を 考慮 し て 貰い 
た い 希 望 に 出 殺 し て 居る の で ある か ら , 幸 に と れ を 詠 と せら れ 
むと と を 宮 う 。 有 所 論 の 芝 を 得 ざ る も の が あら ぱ ば , 識者 の 赴 正 を 
切 に 仁 密 する 次 第 で ある 。 
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國 字 改良 問題 並 に 基 虫 夫 


第 一 章 國 字 の 般 達 文章 骸 の 毅 乱 


言語 は 動物 の 感情 や 思想 の 府 に 現 わ さ れ た も の で ある か ら , 
高等 な る 動物 の ある 所 に は 必 二 言語 が ある 。 面 し て 人 類 に いた 
つて は 其 生 達 の 極致 に 達し 複雑 後 妙 , 自由 自在 で ある 。 蘭 て 言 
語 を 以 て 人 類 の 狼 占 と さ を ぇ 感ずる 者 も ある 。 人 類 問 に 行わ る る 
言語 は 人 類 の 生 生 と 共に 起 つ た も の で あつ て , 如何 な る 野 灯 人 
と 貴 も , その 固有 の 言語 の 無い も の は な い 。 一 定 の 地域 に 住 す 
る も の は 夫 ぇ 共通 せる 固有 の 言語 を 用 い , 人 類 が 一 國 を 形成 す 
る kc 至 つて 所 調 そ の 國語 な る も の が 出 挫 た の で ある 。 


用 うる 一 定 の 生 益 を 有する 記 隔 で ある 。 若 し 記 中 が 一 定 の 策 愉 
を 有 し な いか , 又は 夏生 琶 が 他 に 通用 し な い 時 は 一 の 記 品 た る 
IE 正 まる 。 例 えば co を 書い て , と れ を 魚 ( う を) と 球 う 晋 を 以 て 
示さ る \ な ら ば とこ とれ は 文字 で ある が , 然 ら ざる 時 は 之 は 魚 を 示 
す ー の 記 鐘 lc 過ぎ な い 。 西洋 語 図 に 一 般 に 用 いら れ て 居る 7? 文 


2 
は 1! の 如き は , 夫々 一 定 の 意義 を 有 し て 居る けれ ど も ゃ , 一 定 の 
華 茸 を 有 し な いか ら 記 現 で ある 。 

人 文 の 策 達 の 初期 に 行わ れ た 象形 文字 は 元 來 一 種 の 記 款 と し 
て 用 いら れ た KC 過ぎ な い が , 之 が 反 導 慣 用 せら る ぃ に 徒 つ て , 
遂に 一 定 の 記 跳 は 一 定 の 王 理 を 有する に 至 つた も の と 想像 せら 

い 。 彼 の エジプト や アツ シリ サリ ア 等 の 象形 文字 は 公 ち と れ で あ 
る 。 銀 形 文字 に 次 で 達 し た も の は 表意 文字 即 漢字 等 の 如き も 
の で , と れ K に 区 で 更に 績 普 文 字 印 gー マ 字 や カナ の 如き も る の が 
起 つ て 挫 た の で ある 。 面 し て 文字 の 朋 達 の 年 代 は 随分 古く あつ 
て シリ ア , アツ シ サ ア 等 の 西 層 紀元 前 八 千 年 , エジプト の 紀元 
前 六 七 千 年 を 最 古 と し て 印度 や 支那 も 赤 夫 々 敷 千年 の 歴史 を 有 
し て 居る の で ある 。 之 に 反し て 我 國 に 於 て は その 王 達 は 極め て 
く あつ た 。 世 は 和 較 に 訂 代 多 字 な る も の が あつ て 上 
天 名 島 地 笠 は 上 古 の 文字 で ある と 唱 う る 人 も ある が , 上 古 に お 
いて は 恐く は 文字 は 無 か つ た と 云う の が 堂 つ て 居る で あ ち う 。 
高 一 あつ た と 優 定 し て も , 之 は 不 俺 不 完全 で 其 通 用 範 園 ぉ 極め 
て 狭 少 で 寧 一 種 の 記 跳 に 過ぎ な い 程 度 に 在 つた 事 は 想像 する 
難く な い 。 

和 際 座 字 が 始め て 我 較 に 交 を 現 わ し た の は 引 元 九 析 四 二 四 年 
應 線 天 皇 の 御代 で あつ て , 即 党 字 の 較 入 で ある 。 丈 年 に は 計 
十 巻 千 字 文 一 巻 が 載 人 せら れ た 。 これ は 今 か ら 千 六 百 四 す 四 年 
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前 で ある 。 應 泊 天 皇 の 皇子 稚 郎 子 は 王 仁 を 師 と し て 経典 を 硝 び 
始め られ た が , 面 も 営 時 に 於 て 國民 中 書 を 誤 み 文 を 綾 る も の は 
三 韓 の 急 化 人 や その 子孫 の 極少 数 の 者 に 過ぎ な か つた 。 後 , 推 
古 天皇 の 紀元 一 二 五 三 年 に は 直接 障 と 交通 を 開く に 至り , 皇 太 
子 誠 戸 皇子 の 如き は 門 法 二 七 ケ 條 を 漢文 を 以 て 草 し 給 うた 程 で 
ある 。 此 時 代 か ら 支那 に 留 贅 生 を 送り それ 等 の 携え 挫 つ た 新 堆 
寺 は 途 に 天智 天皇 の 大 化 の 新政 を 原因 する に に 至 つた 。 

一 方 漢字 の 偉 夫 後 二 百 六 十 七 年 を 経た る 久 明 天皇 の 御代 即 ち 
紀元 一 ニー 二 年 に は 俺 教 が 偉 わ り , 其 経 請 が 皆 漢 字 を 以 て 記さ 
れ て 居 つ た 開 係 上 人 数 の 流行 は 盆 漢字 の 琴 達 を 助成 せしめ た の 
で ある 。 か く て 漢 字 は 盛 に 行わ れ て 奈良 朝 時 代 に 於 て は 更に 
隆盛 の 度 を 加え を, 多く の 記 多 が 治 文 を 上 て せら る ヽ に 至 つ た 。 
彼 の 我 國 最 古 の 記 氏 の 一 で ある 日 本 紀 の 如 き も 治 文 を 以 て 記さ 
れ て 居る 有 様 で ある 。 

漢文 や 漢字 が 如何 に 盛行 われ て も , 団 語 を 改造 する 事 は 一 
朝一 タ の 業 で は な い 。 國語 の 全部 が 漢語 化 せ な い 限 り は 漢文 を 
以 て すべ て の 用 を 達する 事 は 出來 難い 事 で ある 。 黄 に 於 て か 漢 
字 の 葵 を 借り て 我 國府 を 富 す の 必要 が 起 つ た の は 常 然 で , 彼 の 
葉 優 名 な る も の は 印 ち 征 で ある 。 つ まり 表意 文字 た る 漢字 を 
以 て 邦 葵 に 堂 て 葵 符 文 字 の 用 を な さ し め た も の で ある 。 次 に 示 
す は 高 葉 恨 名 の 一 例 で ある 。 
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Ca, 


豆 毛 夜 舟 加 岐 都 有 非 爾 。 夜 向 賀 岐 都 久 流 。 
る 
悪 水木 。 不 開 有 導 。 山 上 復 有 山 。 
(以上 高 菓 集 ) 
この 例 を 見 る と き は , 党 時 削 字 を 以 て 國語 を 息 5 す の に 如何 に 
困難 不便 を 感じ て 居 た か を 略 察知 する 事 が 出来 る 。 黄 区 於 て 必 
器 の 結果 起 る べき も の は , 囲 語 の を 寛 す に 適する 簡単 明雄 な 
る 茸 符 女 字 の 出現 で ある 。 彼 の 奈良 癌 の 末期 頃 よ 9 炊 第 行わ 
れ 來 つた 片 條 名 及び 下 人 名 は 抑 ち 之 で あつ て , 件 取 物語 は 相 人 
名 を 以 て 記さ れ た 最初 の 物語 本 で あ る 。 カナ の 病 明 は 我 國語 
宇 の 策 直 上 特筆 大 書 す べき 出来 事 で あつ て , 今日 の 我 國 の 女 明 
は 但 に 全 は カナ の 贈物 と 云う も 過言 で な いと 信 才 る の で ある 。 
漢字 が 最初 支 邪 より 較 信 せら れ た 党 時 は , 支那 の 華 番 が 其 位 
倍 え られ た も の に 相知 な い の で ある が , 支那 音 と 我 國語 苦 と 
間 c は 現在 で も 明 な る が 如く , 鞍 だ し V 有 放 re 
寺 益 の 如き は 日 本 人 に は 殆ど 正確 に は 艇 番 が 出来 め 佐 の も の 
が ある 。 党 今 は 本 洋 各 団 と の 交通 が 頻繁 で 。 優良 な 語数 師 は 
意 の まい 得 ら る ヽ 時 代 で ある に 拘ら, わが 図 の 悪 目 の 西 
洋 語 の 殺 音 は 基 だ 不正 確 な る も の が 多い 。 名 や 漢字 僅 来 の 曽 時 
於 て , 新 夫 の 深 字 が 日 本 式 韓 計 状 昔 せ られ た の は 亡 千 然 の 勢 


っ デ 


ジ カ グ ナ P 


5 


で ある 。 今 日 同一 の 漢字 で ある に 拘わら 才 , 日 本 と 支那 と K 於 
て , 秋 香 に 基 だ し い 相 人 逢 の ある の は , と の 韓 託 が 長き 歳 月 の 間 
記 委 紙 達 馬 尺 され て 溢 た の に 擦 る の で ある 。 

一 方 漢字 が 其 残 音 を 日 本 化す る と 同時 に , 我 國 本 挫 の 図 語 そ を 
の も の ゃ 赤 漢 語 の 影響 を 受け て , 漢字 を 使用 し た 言語 が 際限 な 
く 多 く 出 來 て , 今日 に 偽 て は 本 來 の 國語 抑 大 和 言 葉 と 党 字 より 
楽 つた 言葉 と の 問 に , 尾 別 さ を 困 難 を 感 地 る $ も の も 多く ある に 
立 到 つた 。 若 し 漢字 採用 常時 の 趣 勢 が その ま ゝ 永 績 し て , カナ 
モジ の 出現 が 無 か つ た な ら ば , 上 逃 の 如き 傾向 は 一 居 助 長 せ ら 

, 我 國 語 は 徳川 時 代 の 偏 教 吐 盛 期 に も 増し て , 更に 基 だ し 

漢語 前 傾向 を 旭 び て 來 た に 相 逢 な い の で ある 。 極端 に 云え ば 
若 し 我 國 に カナ の 生 明 が 無 か つ た な ら ば , 我 國 固有 の 較 語 は 或 
は 減 亡 する よう な 運命 に 逢う た か も 知れ な い 。 と の 意味 に 於 て 
カテ は 國語 の 救い 主 で あつ た と 球 え る 。 

炊 に 文 骸 の 名 達 に 就 て 少し く 論 じ て 見 よう 。 抑 々 漢 字 停 挫 の 
以前 に 於 て は 我 園 に は 文字 な く , 文字 な き 以 前 に 於 て 女 章 無き 
の 道理 を 考 う る 時 は , 初期 に 於 て 出来 た 記 銚 た る 古事 記 の 如き 
は , 歌 も 文 草 も 共に 我 國 語 の 口語 髄 に 赤 め て 近く あつ た も の に 
和 違 な い 。 何 と な れ ば 此 堂 時 は 漢字 を 以 て 言葉 を 書き 綴 つ た け 
れ ど も ゃ , 治 字 は 旦 に 茸 符 的 の 意味 に 使用 せら れ て 居 つ た か ら で 
ある 。 色 初 期 に 於 ける 國 女 は 言 文 一 致 懇 で あつ た と 蓋 い 得る の 
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で ある , 重 詞 , 再 詞 , 宮 命 の 女 の 如き は 皆 之 で ある 。 隆 つて 下 
安 朝 時 代 の 國 女 な る も の も , 多少 漢字 交 り は ある が , 双 我 が 固 
有 の 口語 髄 に 近く あつ た 事 は 明 で ある 。 

漢文 は 我 本 挫 の 國語 と 雲 泥 も 唯 な ら ぬ 隅 り が あつ た に 拘わら 
ず , 支那 の 文化 を 喚 政 す る に 急 で あつ た も わが家 先 は , 支 独 の 文 
前 , 詩 書 等 を 多く 計 ん だ 。 その 結果 日 常 の 文章 に ゃ 漢文 を 眞 似 
て 洲 た の は 苫 然 で ある 。 か くし て 起 つ た 文 骨 は , ロ 語 航 と は 全 
然別 笛 の 骨 を な し て 居る 漢字 交 り 克 又 は 漢 娘 で ある 。 。 

古代 の 言 文 一致 骸 や , 下 安 朝 以 後 の 物 語 本 な ど に 見 る 國 文 穏 
や , 漢字 交 り 文 , 渓 文 等 は 更に 相互 に 影響 を 受け , 耳 時 葵 の 代 
歩 , 文化 の 散 達 と 共 Ic, 時 代 に 英 應 し た 進化 を 遂げ , 竣 に 現今 
の 如き 対 態 に 移り 来 つ た 。 この間 西 浴 の 文字 文章 も 渡来 し た の 
で あつ た が , 既に 滞 字 や カナ が 先 入 主 と な つて 居 つ た 後 で ある 
か ら , 渓 字 が 信 來 洗 時 無人 の 島 を 占領 する と 同 欄 の 勢 を 以 て 我 
國 字 と し て の 主 構 を 所 る に 至 つ た の と は 大 に 趣 を 異 に し て ,。 殖 
ど 我 國 字 や 國語 に 影響 する 所 が 無 か つ た の で ある 。 白 く て 西洋 
語 は 永久 外 國語 と し て の 待遇 を 受 く ぐる の は 敷 の 脱 れ 難い 所 で あ 
ろう 。 ' 

試み に 我 國 現 在 の 女 章 前 を 昌 ぐ れ 似 火 の 五 つ 師 する で あろ 
9 は ね 

ご * 原始 の 言 文 一 到 ( 同 有 の 大 和 言 葉 ) 
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ー, 較 文 本 ( 涯 字 の 影響 を 受け た 國語 表 で , 原始 の 口語 内 と 
記事 文 骨 と の 中 間 ( に ある も の )。 

三 , 記事 文 骨 ( 渓 字 交 り の 文章 租 ), 

四 , 書 東 文 骸 (手紙 に 用 いら る いい 特種 の 文 骸 )。 

, ロ 語 骸 ( 新 言 文 一 致 農 )。 

新 の 如き 複雑 人 劉 調 な 紛 化 が 我 國語 の 上 に 起り 来 つ た の は , 図 
展 の 廊 届 的 喘 好 の 畠 須 (に 負う 所 が ある 事 は 勿論 で ある が , その 
主 な る 原因 は 園 字 と し て 我 國語 と は 全然 系 統 を 異 に し て 居 る 漢 
字 を 採 用 し 拉 つ た 罪 c 包 せ な け ね ば な ら ぬ 。 若 しゃ 最初 期 よ り 
カナ が 國 字 と し て 専用 せら れ て 居 つ た な ら ば , 我 國語 は , 澤 K 
時 代 の 推 友 に 伴う 自然 的 進化 本 達 を 楽 る 外 , 甚だ し き 混 負 を 拉 
す 事 な く , 言 文 は 一 致し て 居る と と 今日 の 欧米 語 の 如く で あつ 
た 事 で あろ うと 想像 する 。 


第 二 章 漢学 の 得 矢 


索 一 節 漢字 の 成宮 

。 漢字 は 稚 金 娘 字 , 表意 駐 は 富 意 文字 と 舟 す る 部類 に 局 する 次 
字 で あつ て , その 矯 明 は 遠く 伏 義 氏 IC 始 まつ て 尽 る と する も の 
も ある が , 之 は 充分 良 搬 あ る 説 で は な い 。 賢 帝 の 時 倉 額 が 始め 
て 文字 を 作 つ た と 球 う の は 策 信 ずる 足る の で ある 。 本 来 の 起 
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原 は 事物 の 形象 に 象 つ て 出来 た も の で ある 。 彼 の 日 月 山川 等 の 
文字 が 其 れ 其 れ 鞭 買 物 に 象 つて 起 つた 事 は 誰 入 も 知る 所 で あ 
る 。 然 し な が ら 漢 字 の 作成 C 開 する 法則 は 軍 に 象形 の み に 正 ら 
な いで , 所 調 六 書 と 云う て 六 つ の 法則 が ある 。 即ち 象形 , 指 事 , 
合意, 諸 英 (又は 形 英 と も 球 う ) 及 び 韓 注 が 之 で ある 。 

(一 ) 象形 と は = エジプト や アツ シリ プア 等 の 文字 と 同様 に 意 想 
に よ つ て 作 つ た 事物 の 形骸 を 模擬 し た も の で あつ て , 浴 字 作 成 
の 基本 中 の 基本 た る も の で ある 。 

( 二 ) 指 事 と は 事物 の 形象 の 則 る べき 所 の 無い ゃ の に 起 つ た 
の で あつ て , 之 は 主として 梨 形 文字 を 基礎 と し て 多少 大 形状 を 
継 更 し , 又は 肌 割 を 増減 し て , 其 意 義 を 表わし た も の で ある 。 
上 , 下 , 是 , 夕 , 本 , 末 等 の 充 字 は 之 に 属す る 。 象形 並 に 指 事 
は 更に 進歩 し て 合意 及び 諸 束 と な 

( 三 ) 會 意 と は 二 箇 以上 の 文字 の 結合 に 使 つ て な る も の で , 
例え ば 日 と 月 と が 合 し て 明 と な り , 木 を 二 箇 色 は 三箇 合 し て 林 
又は 森 と な す の 類 で ある 。 我 國 に て 作成 せら れ た 働 , 峠 , , 
辻 , 嘱 , 凪 等 の 文字 は 皆 會 意 女 字 で ある 。 

( 四 ) 諸 貢 と は 二 科 以 上 の 女 字 を 結合 し , 一 方 は 績 葵 , 一 方 
は 意義 を 有 せ し め た も の で ある 。 次 字 の 冠 , 逐 , 局 と 般 す る も 
の は 語 於 て 無 け ね ば な ら ぬ も の で ある 。 幼 えば 。 

ー. 楓 は 木 の 選 で ある か ら 木 局 避 の 蒼 を 附け た 。 


二 . 筒 は 件 の 属 で ある か ら 伺 冠 に 同 の 音 を 附け た , 

三 . 貸 は 金 の 属 で ある か ら 金 局 に 同 の 斉 を 附け た , 

四 . 城 は 士 の 上 K 築 か れる か ら 革 届 に 成 の 音 を 隊 け た , 

五 . 磨 は 皿 の 上 に 載せ る か ら , 皿 の 上 に 成 の 音 を 附け た , 
六 . 誠 は 言 を 行 に 一 致 さ せる か ら 言 選 に 成 の を 際 け た , 
み は 女 字 を 訓 詩 み に する 日 本 人 に は 一 見 不 客 に 思わ れる 場合 
ある が , 普 主 み を の みな す 支 那 人 に 肘 し て は 此 方 法 が 最 便利 な 
の で ある 。 従 て 漢字 の 最多 敷 は 諸 可 に よ つ て 作ら れ て 居る の で 

ある 。 

( 五 ) 優 僅 と は 文字 の 本 來 の 意義 を 取ら 直し て , 唯 そ の 有 し 
て 居る 共 だ け を 借り て 他 の 語 を 表わす 。 鐘 え ば 菩提 , 比 正 , 温 
楽 等 の 如き は 之 で ある 。 又 十 有 五 年 の 有 は 「 又 と 同音 な る か 夏 
優 伺 し て | タ 」<c 通 ぜ し むる の で ある 。 國語 の [丁度 」、「 世 語 」 
1 矢 庭 ] 等 の 如き も と の 例 で ある 。 

( 六 ) 韓 注 と は 同一 の 文字 を 他 の 意義 に 用 うる 事 で ある 。 吉 
を ヲ と 帝 音 し て 「 回 む 」 の 義 に 用 う る 如き 例 で ある 。 韓 注 は 同一 
文学 を 別 意 に 使用 す る だ け で 四 際 文字 の 作成 に は 開 係 た い の で 
ある 。 

以上 の 分 類 に よ つ て 治 字 を 別 分 し て 見 る と , 支那 の 宋 時 代 に 
(紀元 干 八 百 年 項 ) 紀 筑 せら れ た 葬 栓 の 六 書 略 に ある 漢字 の 内 護 
は 炊 の 通り で ある と 云う 。 


象形 女 字 608 宇 
指 事 文字 107 字 
賞 意 文字 740 字 
譜 表 文 字 21.810 字 
優 借 文字 58S 字 
韓 注文 字 872 宇 
合 き 24.985 字 


上 逃し た 所 に よ つ て 見 て も 党 字 作成 の 法則 は その 理論 に 於 て 
門 だ 幼稚 不 完全 で ある と と は 明 で ある 。 従 て 漢字 は 文字 と し て 
北 多 の 鉄 階 や 不便 を 有 し て 居る 事 は 脱 れ な い 。 之 が 我 國 に 電 入 
せら れ 國 字 と し て 探 用 せら る \K 至 つて , 宇 府 は 箕 理 漢 玲 其他 
の 混用 と な り , 之 に 加 う る に 多 敷 の 字訓 の 測定 と な り , 此 等 の 
衰 み 方 が 交互 K 鐘 続 使用 せら れ て , 甚だ し き 混 外 に 了 略 つ た の で 
ある 。 本 闘 に 於 て は 少し く 決 字 の 國 学 と し て の 得失 に つい て 逃 
べ , と れ を 称 来 國 字 よ ょ り 省 除 す る の 必要 が ある 理由 を 明 に し た 
いと 思う 。 


第 二 息 漢 宇 の 得失 


(一 ) 普 字 は 理 符 文字 に 非 さる 故 (Cc, 字 敷 を 多く 要する 。 
漢字 は 表意 文字 で あつ て 生 共 女 字 で な い 。 政 に 笛 ぇ の 宇 が 其 
れ 基 れ 別 箇 の 意義 と 策 理 と を 有 し て 居る か ら , 鞭 い 其 字 敷 は 意 
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だ 多く , 一 を 之 を 棚 略 諸 記 する に 非 ざ れ ば 誤 む 事 す ら 出 來 な い 。 
これ を 西洋 の アプ アルフア ベツ ト や 我 カ ナ 等 の 如き 僅 に 敷 十 人 過ぎ 
な い 字 計 と その 用 法 を 記載 すれ ば , 主 み 書き 差 支 を な いも の 
と 比較 すれ ば , 其 便 不便 は 同日 の 論 で は な い , 漢字 の 敷 は 何 程 
ある か と 云う に 時 代 に よ つ て 増減 が ある が , 清 の 康 狼 字典 に は 
三 高 九 千 七 百 却 十 三 字 , 袖 に 七 千 皿 百 六 十 三 字 合 計 四 萬 革 
ー 百 十 六 字 程 載 つ て 居る 。 ラ ツク ベリ ー は 支那 娘 字 の 線 数 八 高 
近い と 云う て 居る そう で ある 。 然し な が ら こ の 中 で 我 虹 に て 
間 際 に 使用 する 渓 字 は 五 后 に 過ぎ な いで あろ う 。 或 人 の 統計 に 
よる 衆議院 の 比 一 議 全 より 第 二 十 五 議 合 まで の 本 全 議 並 委 
員 會 可 記 録 に よる に , 異 れる 漠 字 の 絶 数 は 四 干 志士 二 字 kc 達 し 
て 居る と の 事 で ある 。 著 者 は 菅 て 届 生 時 代 に 自分 の 知 つて 居る 
湊 字 の 敷 を 字 守 に 読 て 調べ て 見 た が 四 千 欠 字 を 算 し た 事 を 記 借 
し て 居る 。 一般 四 五 圭 と 云う 多 敷 の 文字 が 夫 れ 夫 れ 異 つ た 醒 し 
て 殆ど 相互 臣 隊 の な い 宇 形 を 持ち , 又 異 つた 意味 と 殴 音 と を 
有する 事 は , 音符 文字 の 便 を 知 つ た 吾 々 に は 誠に 不都合 に 感 ぜ 
ら るい の で ある 。 況 や 江 字 を 諸語 し て 正確 に 書き , 正しく 使用 
する 事 は 党 政 者 と 中 も 至難 と する 所 で ある 。 

。 漢字 の 敷 の 整 し い 事 は . 上 C 示 べ た 通り で ある が , 此 は 一 字 一 
字 就 て の 事 で あつ て , 額 際 使 用 する 場合 は 此 等 多数 の 文字 同 
主 の 間 に 束 し い 組 合せ が 行わ ん て, いわ ゆる 成語 と か 広 語 と か 
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を 作 つ て 居 る 。 と の 組合 せ の 敷 に 至 つ て は , その 数 が 高 天 
する も の で あつ て , 古 來 の 漢 文 又 は 漢字 交 り 文 の 偵 舎 は , 主 と 
し て と の 組合 せ 方 の 如何 と , 組合 せ 廊 字 の 使用 の 多 究 と に 全 つ 
て 定め られ た と 甘 う も 過言 で な い 。 此 は 渓 字 を 女 章 を 玩 ぶ 具 
供する 人 達 に は 結構 か も 知れ な い が , こと れ を 資 用 に 供する も の 
に 圭 し て は 迷惑 の 査 みか で ある 。 

要する に 肖 字 は それ 自身 の 敷 が 甚だ 多く , ヌ 其 組合 せ も 赤 甚 
だ 多く ある 事 は 漢字 の 鉄 呈 と 云わ ね ば な ら め 。 

( 二 ) 漢字 は 同 普 異 字 の 多い 鉄 諾 が ある 。 

漢字 が 茸 符 文 字 で な い 結 果 と し て 起 る 不便 の 一 は 同和 普 異 字 の 
多 敷 で ある 事 で ある 。 現 行 の 支那 北京 官 茸 に 就 て 見 る の に 四 式 
を 兄 と し て 和 将 の 種類 は 僅 に 四 百 鯨 に 過ぎ な い 。 今 之 を 別 遇 す る 
も 徒 に 類 雑 を 拉 す に 過ぎ な いか ら 之 を 略す る が , 凡 て の 字 が 結 
局 a。 gi, an, ang, ao, cha, ch'a」 ch:i chai chan。 chan, chang, ch'ans, 
…… と 云う た よう な 四 百 許 の 府 忠 する の で ある か ら , 之 を 四 
高 七 千 の 漢字 に 割り 営 て る 時 は 下 均 百 鯨 字 宛 同音 の 文字 が ある 
事 と な る 。 以上 は 支那 の 斉 に 就 て の 事 で ある が , 我 画 現行 の 字 
斉 は その 種類 が 僅 に 三 百 に 過ぎ な い 。 従 て 日 常 使用 の 漢字 政 を 
五 千 字 と 優 定 す る も 下 均 士 七 字 宛 は 同音 の 文字 が ある 計算 と な 
る 。 例 えば シ ツ と 云 ふ 府 を 有する 廊 字 は 

夫 , 室 , 疾 , 災 , 執 , 若 , 漆 , 質 , 混 , 構 等 で ある が , 之 等 


は まだ し ゃ も で コー と 病 昔 する 宇 な ど に 至 つて は 
交 , 錠 , 郊 , 数 校 , 遇 , 絞 , 較 , 基 , 抗 , 杭 , 航 , 孝 , 酵 , 
肛 , 須 , 岡 , 綱 , 銅 , 幸 , 
嘆 , 大 , 浴 , 耕 , 康 , 信 , 
闘 , 光 , 民 , 腕 , 宏 , 皇 , 
后 , 垢 , 返 , 工 , 江 , 功 , 
紀 。 及 。 孔 , 瓦 , 司 , 育 , 
興 , 構 , 溝 , 書 , 購 , 講 , 
の 如 き 多 敷 の 同音 異 字 が ある の で ある 。 


考 , 


好 


向 


三 】 
エロ 


黄 , 
[ 
候 。 


, 


に 
2 】 
f 


脇 , 


只 , 


太 , 関 , 


) 鴻 , 公 , 


狂 , 厚 , 


梗 , 


昌 y 


勾 , 


滞 


硬 , 


稼 


向 , 
ロ , 
拘 , 


が 


控 
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すでに 時 語 に つい て 同音 異 字 の ある 以上 は 成語 や 熱 語 に ゃ 同 
様 の 場合 の 起 る べき は 止む を 得 ぬ 所 で ある 。「 ホー テー」 と 云う 
府 c 腸 性, 法定 , 奉 呈 , 法廷 宇 の 異 字 が ある 如き 類 史 は 一 々 枚 
軟 す る に 眉 か な い 。 


。 同音 異 字 は 昌 に 字 府 に の み 限 ら な い 、。 学 訓 に 就 て る 程度 の 相 


半 と そ あ れ 同 様 で ある 。 左 に 一 二 の 較 を 學 げ よう 。 


_ カ ガヤ ク 


届 
合う 
適 , 


曜 , 煙 , 
濡 , 潤 , 
協 , 叶 , 
誠 , 謎 


知 
滋 
作 
誠 


煙 , 


りり) 
海 , 


料 , 


. 《 三 ) 党 字 ( に は 同 忘 異 語 が 多い 欠 時 が ある 。 


回 


, 非 , 表 
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漢字 に 同 茸 異 字 の 多い 事 は 前 項 に お いて 逃 べ た の で ある が , 
党 字 の 獲 一 つの 不便 は 同意 義 の 語 に 無 敷 の 云い 表わし 記 の ある 
事 で ある 。 之 は 要する に 文字 上 の 帝 飾 で , 形式 を の み 重 ん ずる 
支那 の 悪 風 た その 代 我 國 に 移 捕 し た を の と 云 つ て よい 。 一 人 稀 
の [ 私! と か [ 僕 」 と 云う べき 所 を 不 公 , 小生 , 搬 者 , 小 子 , 赴 邊 
遇 生 , 予 等 の 如く 際限 な い 程 多種 多様 の 云い 表わし 方 を す る 。 
「 奉る] と 到 い | 戴く ] と 書け ば 足る の に [| 系 呈 ] と 書き , 「 系 戴 ] と 
云う 如き 皆 と この 學 で ある 。 起 文字 の た め に 徒 選 言語 を 複 可 な ら 
し な る も の で あつ て , 誠 K 無 人 入 の 事 と 云わ ね ば な ら め ぬ 。 私 は 其 
罪 を 漢字 に 負わ し むべ きも の で ある と 考え る 。 

( 四 ) . 漢 字 は 同学 異 音 が 銀 め 欠 貴 が ある 

漢字 の 番 に 思 茸 涯 の 別 の ある 事 は 誰 し ゃ 知る 所 で あつ て , 
同一 字 c 二 種 又 は 以上 の 宇 聞 が ある と と が 少く な い 。「 一 切 」 の 
切 は 暴 香 で 「 大 切 ] の 切 は 漢 で あり , 五色 」 の 色 は 思 共 > 1 物 
色 」 の 色 は 漢 理 に て 計 む 如き は 此 例 で ある 。 面 し て 字訓 に 至 つ 
て は 其 読 み 方 は 盆 多 種 で 基 だ し き も の は 十 表 竹 の 計 み 方 が あ 
る 。 安達 氏 の 著 | 漢字 の 研究 ] に 依っ に 「 生 」 の 字 に は 区 の 如き 多 
敷 の 詩 み 方 が 焦げ られ て 居る 。 

年 徒 , 不 生 , 生 湊 , 誕生 。 生物 , 生田 , 生花 , 生駒 , 生 朱 

生 , 竹生 , 生 着 生 形 氏名 ), 生 形 ( 欠 民 名 東生 R 名 

資 生 , 玉生 (地名 )。 は 


1 な 


同一 字 に し て 時 と し て は 殴 音 に よ つ て 字義 を 異 に する も の が 
あり , 又 成 語 な ど に て は 二 字 の 中 , 上 の 字 を 漢 斉 に 証 み 下 の 学 
を 農 府 に 語 む と か , 或 は 之 と 反 書 に 上 を 身 府 に 下 を 漢音 に 讃 む 
べき も の も あり , 双方 共に 映 茸 鉱 は 漢音 に て 衰 む べき も の も 
あり , 或 は 宇 音 と 字訓 と を 混合 し て 讃 む べき も の も あつ て , そ 
の 庶 方 は 千 差 高 名 誠に 不便 李 ま る も の で ある 。 之 を 正確 に 知る 
に は , 一 語 一 語 に つい て 之 を 諸 記 する の 外 K 方 法 は な い の で あ 
る 。 特 に 地名 人 名 等 に 至 つて は , 全く 宛て 字 を 使用 する も の が 
多く , 本 來 誰 人 に も 最も 誤 み 易 か る べき 管 の 名 前 が 全く 訪 み 難 
い ぃ 場合 は 情 吾 人 が 遭 負 する 所 で ある 。 安達 氏 の 著書 に は 次 の 如 


き 例 が 尽 げ て ある 。 3 
租 迎 馬 尼 人 ( 机 拉 の 地名 ) ミク ル ペ , 
言語 同 断 ( 勿 秋 ) 実 ' 災 送 。 
月 出 里 (常陸 ) スダチ , 
木 葉 下 (常陸 ア ボケ, 
行 行 林 ( 下 綿 ) オド ロス ハヤ シ . 
左 右 ( 甲 斐 ) 用 で ま 。 
小 食 土 ( 上 絶 ) ヤ サ ン シド, 
ト : _( 用 前 ) アテ ラ な 。 
波 ( 下 時 ) > 立 タテ 


。 未 。 員 守 ) ホ ノ フカ, 
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ー 口 (山城) イ 瞬 拓 
填 五 七 百 ( 江 ) キイ ナ ゴ , 
十 六 島 〈 吊 雲 ) レ 人 2 レア 7 
大 八 成 (陸前 ) ク ク ナ リ , 
か 寺下 ま PO ワカ イロ 。 
二 十 五 里 (上 綿 ) レル を 沿 フ ニテ 
二 二 六 本 ( 胸 前 ) トド 束 二 5 
王 九 : 日 (能登 ビス ぁ 

八 十 一 秋 ( 美 濃 ) ククリ 。 


上 の よう な 格調 に 難 証 の 字 で な く と も , 讃 み か に 迷う 例 ほ は 半 
何で も ある 。 著者 は 堂 て 佐世保 に 族 行 し た 時 , 上 町 に K 佳 する 或 
人 を 訪ね た が , 車 夫 CI| ウ ヘ マチ 」 と 云う て 通 ぜ すず [「 カ ミ マ チ で 
も 迎 ぜ ず , 提 問 答 の 結果 正しき 詩 み 方 が [カミ フチ ョ ー」 で ある 
事 が 利 つ た 。 新 の 如き は 私 ども が 日 常 情感 る 不便 で あつ て , 
漢字 を 不利 と する 一 の 理由 に 遇 ぐ べべ き 事 で ある 。 

( 五 ) 漢字 は 女 章 懲 の 複雑 を 來 す 。 

以上 逃 べた 如き 性 綿 を 具有 する 洪 字 は , 必然 の 成行 と し て 婦 
論 の 醒 裁 上 に 文字 上 の 複雑 混入 を 來 し , 女 航 c 所 調 口 語 器 。 記 
玉 峰 書 電 文 骨 等 種別 を 生 ぜ し め , さら だ 錯 次 し て 
居 る 我 國語 を 盆 紛 組 せ し め た の で ある 。 も し 漢字 が 諾 せら る * 
な ら ば , 文 凍 は 時 日 の 経過 と 共に 自ら H 語 骨 な る 一 婦 骸 C 包 結 


(第 1 賠 ) 圭 常 小 學 校 卒 業 生 の 書い た 八百屋 の 通帳 
囲 民 の 七 割 瞳 は この 利 貰 の よ うな 折 釘 の 如き 池 し か 書け な い 


17 
すべ き 事 は 明 で ある と 思う 。 

( 六 ) 渓 字 は 辺 省 に 困難 な り 。 

上 逃 の よう な 漢 字 の 複雑 性 の た め に , 我 國語 は 之 を 事 御 する 
に 容易 な 業 で な く , 一 通り 新聞 も 誤 み , 文 癌 や 手紙 を 書き 得る 
に 至 る まで に 十 敷 年 を 要する の 冥 汰 に ある の は むし ろ 営 然 の 事 
で ある 。 元 來 娘 字 は 各 人 の 思想 を 紙 表 する の 具 で あつ て , 証 者 

は 之 に 搬 つ て 筆者 の 思想 を 得 了 する を 目的 と する , 即ち 克 字 は 
。 目的 で な くし て 仲介 の 道具 で あつ て , 女 を 書く は 一 の 手段 に 過 
ぎ た な い 。 不幸 に し て 我 國 人 は この 目的 到達 する まで の 手段 の 
修得 に 甚だ し い 苦 痛 を 管 め て 居る 。 

試 日 本 の 小 限 校 , 中 届 校 , 女 移 校 等 に 於 ける 國語 贅 衝 の 時 
間 敷 を 調 宜 し て 見 る と 買 に だ の 如く で あつ て , 國民 の 義務 数 育 

半 の 年 分 は 図 語 釧 得 の 篇 め に 費 さ れ て 居 『 る の を 見 出す の で あ 
る 。 よ し 義務 教育 年 限 の 條 分 が 國語 の 聖 因 に 費 さ れ て 居 つ て も る , 
も し 之 K 依 つて 國民 が 一 生涯 誤 み 書き c 不 自由 し な いな ら ば ぱ ば , 
私 共 は まだ し ゃ 之 を 劉 ぶ で あろ う 。 然 る C 事 質 は 之 に 反し て 義 
務 教 育 終 了 者 は , 僅 に 震 恨 名 を た より に 覚 束 な く 新 聞 の 拾い 誠 
み を な し , 意味 も 通じ 悪い 折 釘 式 手紙 を 辛 し て 組 り 得る に 過ぎ 
な いと は 買 K 嘆 べき 事 で は な いか ( 祥 眞 版 第 一 園 参照 )。 漢字 
が いか に 我 國民 に 炎 し て 居る か は 蓄 思 い 人 年 に 過 ぶ る も の が あ 
る 。 
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小 了 校 に 於 ける 國語 返 業 時 間 沖 調 (一 週間 に 付 ) 


贅 年 全 氷 科 回 半 次 紹 半 全 放 
計 常 一 2 時 間 10 時 間 4S 
2 2+ キメ 56) 
三 27 14 62 
四 27 14 02 
婦 28 10 19 
六 28 10 9 
商 等 一 2S 8 29 
ed 2S lo) 29 
四聖 校 に 於 ける 図 語 授業 時 間 調 (一 週間 に 付 ) 
陸生 全 束 科 回 
第 一 29 時 用 8 叶 28% 
第 … ニ ジャー 8 7 
第 三 S50 6 2() 
第 四 930 へ 8 さき 電信 間 CR 二 
2 生 し 明 3 4 な 17 
- 婦 画 校 C 於 ける 國語 投 業 時 間 調 (一 週間 c 付 ) 
串 すく 
第 一 30 計 6 時 間 20 ダ 


あ 科 2 こ ら り 6 20 


ア 


すす l 
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S0 6 17 


2 
第 四 30 な 06 17 


これ を 欧米 の 小 隙 生 が 図 語 に 貸す 時 聞 は 表 還 の それ に 比 し て 
自 に 小 で あつ て , 両 も 國語 を 完全 に 修得 する の に 比 す る と 非常 
な る 相違 で ある 。 . お よそ 事物 は 最小 の 努力 を 以 て 最大 の 効果 を 
下る の が 理想 で ある 。 も し も ゃ 吾 人 の 思想 表現 , 智 識 政 得 の 一 
手 既 た る 廊 字 や 文 癌 の 修得 に , あたら 吾 人 の 精力 の 大 部 を 費 す 
如き 有 様 で ある な ら ば , これ 即ち 手 茎 の 入 め に 目的 を 肖 革 す る 
も の で 本 未 韓 倒 も 赤 基 だ し いと 云わ な けれ ば な ら ぬ 。 能 卒 の 悪 


ww め 事 と この上ない の で ある 。 


( 七 ) 漢字 は 文明 の 利器 の 利用 に 適し な い 。 
婦 明 の 利益 た る [ ライ フタ イプ 」 や [タイ プラ イタ ー]」] の 利用 は 
狼 り 事業 の 能率 上 の みな ら 才 , 征 食 の 区 化 に 影響 する 所 が 臣 だ 
大 で ある 吾 は 世 入 の 想像 以上 に ある 。 私 は 本 書 の 序文 に 於 て 米 
國 の 女子 ステ ノ グ ラ フ ア ー( 速 記者 ) の 事 を 逃 べ た 。 之 に 比 し て 
我 事務 員 等 が 手紙 を 認め る 場合 , 文字 の 巧 押 に まで 或 度 の 注意 
を 失わ ね ば な ら ず , 文案 や 宇 名 の 添 肌 等 に 多大 の 時 回 を 費 す の 
は , 買 に 大 た る 不便 で あつ て , 能率 の 高低 は 到底 彼 と 比較 する 
帯 ほ 出 来 な いひ ので ある 。 我 國 の 事業 界 に 於 て 堂 そ えた る 専門 静 彼 
の 卒業 生 が 事務 用 の 手紙 を 書く 入 め に 精 力 を 浪 旨 し つい ある 時 
識 だ け で も 中 々 大 し た も の で あろ うと 思う 。 も し 女子 ステ フグ ダ 


2( 

ラフ アー を 用 いて , 彼 等 男子 の 努力 を 他 に 利用 す る 事 が 出来 れ 
ば , 其 れ だ け で も 事業 の 能 座 は 著しく 増す 事 で あろ らち 。 も し 夫 
れ 漢 字 の 本 家 本 元 た る 支那 に 於 て は 事務 用 の 書 電 に 一 を 毛筆 を 
以 て 押 腕 直筆 見 事 な る 模 書 に て 認め , 一 通 の 手紙 に 優 に 一 二 時 
間 を 費 す が 如き に 至 つ て は , 連 に 能 牽 の 低い 事 驚 く の 他 な い の 
で ある 。 然 し な が ら 私 共 の 事務 振り も 要する に 支 革 人 と 五 填 歩 
百 歩 の 差 進 に 過ぎ な い 事 を 思う 時 は , 我 國 人 も 大 に 反省 すべ き 
で は 舞 か ふろ うか 。( 富 眞 版 弟 二 賠 参照 ) 

不幸 に し て 漢字 は 其 字 敷 の 杉 端 に 多い た め に , 区 女 式 タイ デ 
ライ ター に 適用 する 事 を 許さ な い 。 匠 園 に 於 て も 十 年 許 前 邦文 
タイ プラ イタ ー の 合 明 が あつ て , か な り 婦 妙 ic 設 計 さ れ た 機 鐵 
に より 印字 の 目的 を 達し 得る 事 と な つた が , 此 機 械 は 操作 に 相 
営 の 腕力 を 要 し , 且 「 キ ー」 を 三 寺 達する 左 書 の 倒 の 活字 中 , 一 
欲す る 文字 の 上 に 運ば ね ば な ら ぬ の で , 多大 の 肛 力 を 費 さ ね . 
ば な ら め ぬ 。 之 を 英文 クイ プラ イタ ー の 僅 五 十 に 充 た な い 『 キ 
ー | に タイ ビス ト は 有 眼 を 鯛 れ まし て , 羽 も ビア ノ フ で も 弾 ま る よ 
うに 箇 快 げに 打つ の に 比 す れ ば , 其 共 苦 と 難易 は 到底 同 且 の 論 
で は な い 。 タイ プラ イタ ー の 用 途 は 今や 欧米 に 於 て は 非常 の 勢 
を 以 て 振 張 し ,. 日 常 の 私 的 書 信 に ゃ 盛 C 應 用 せら れ , 新聞 記者 
の 如き は ベー ス ボ ー ル の 競技 場 に 之 を 携帯 し て 立ち ど と み K 原 
、 稿 を タイ ブ し て , 士 に 直 衝 す る と 云う 程 に な つて 時 る 。 それ 程 
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に タイ プラ ィ タ ー の 便 は 高大 に 認め られ で 補 て 居る の ので ある 。 | 
山下 基 太 郎 氏 の 閉 守 に よる に 。 世 有 力 な 外 國 の 衝 業 家 が 我 較 を 
規 察し 笑 に 解 園 の 途 に 就 か むと する に 際 し て 丈 の 如く 語 つた と 
云う 事 で ある 。 HKT 
『 匠 米 の 宮 業 界 が 今日 の 如く 活動 する ic 到 つた 一 大 原因 は 」 
イプ ライ ター の 利用 に ある 。 も し 功 時 で も 歌 米 より その タイ 
プラ イタ ー を 取り 去ら ば , その 電話 を 止め 電信 を 研 し た る 
同様 旨 業 界 の 活動 は 邊 に 停 正す る 外 な い 。 現今 欧米 の 商店 工 
場 等 に て 一 理事 者 が 作成 する 書類 は 日 少く ぐ $ 敷 二 通 を 下 ら 
子 多き は 数 百 通 に 及ぶ が , 之 は 理事 者 の 般 す る 言葉 が タイ ビ 
スト の 指 頭 に より て 立ち どこ と ろ に 女 書 に 印刷 せら る \ が 乱 め 
で ある 。 か く の 如 き 盛 況 は 欧米 大 て も 敷 十 年 前 に は 夢 に も 
考え ざり し 所 で ある 。 今 日 日 本 に 於 ける 廊 書 作成 の 其 況 は 敷 
十 年 前 に 比 し て 異 る 所 が な い 。 と れ 日 本 の 固 字 が 敷 多く し て 
此 種 の 器械 に 利用 せら る い \ を 許さ な ぃ 和 今 め で あろ う 。 親 の 知 
く し て 休 今後 文字 が 改良 せら る ヾ 事 が な けれ ば , 秒 来 日 本 が 
資 業 に 於 て 欧米 と 杏 を 筆 う 事 の 出来 ざる は 疑い を 容れ な い 所 
で ある 』 と 。 
印刷 次 と し て の ライ フタ イプ (丁字 製版 機械 ) の 効能 は 恐らく 
は タイ プラ イタ ー の それ に 勝る と も 劣ら な いで あろ う 。 ラ イノ ` 
タイ プ は 學 米 話 較 で 新聞 次 誌 の 印刷 の 版 用 と し て 使用 せら る 
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ヽ も の で , タイ プラ イタ ー ょ と 同 欄 (C「 キ ー」 を 押し て は 文字 を 盾 
出し , 之 か ら 直 に 自 働 的 に 目 連 績 的 に 丁字 され た 棒 を 作り 出す 
も の で あつ て , 我 國 に 於 ける 如く 敷 室 は 一 萬 釣 種 類 に 達する 
活字 中 か ら ー ォ 活字 を 拾い 呈し, 之 を 組み 立て い 梓 字 す る も の 
に 比 し て , 北 便 不便 は 全く 同日 の 論 で な い 。 

更 人 通常 の 活 阪 印刷 に つい て 見 る も , 東京 の 築地 活 歳 製造 所 
の 大 正 八 年 二 月 改正 の カタ ログ に 於 て 漢字 の 字数 を 見 る に , 其 。 
種類 一 高 八 十 鈴 字 (に 達し て 居る 。 今 此 等 多数 の 全部 異 り た る 活 
字 を 備え 置い て 植 字 の 際 上 中 より 所要 の 活字 を 拾い 出す に は 如 
何 に 骨折 り が 多大 で ある か 想像 に 難く な い 。 一 方 活版 印 吊 業者 
の 経 藻 上 の 立場 か ら 云 う も 一 高 に 鈴 る 多種 の 文字 に 就 て 各 別 に 
多 敷 の 活字 を 備え を て 置く 事 は 買 に 不便 で ある K 相 條 な い 。 之 に 
反し 若 し 普 符 文 字 の み を 用 うる 國 に お いて は 活字 の 種類 は 菓 に 
アル フラ アベ ッ ツ ト 了 大 他 僅 の 記 貴 に 相 昔 する だ け で ある か ら , 徒 字 
工 の 仕事 の 容易 な る 事 想 像 に 鈴 あ る の で ある 。 従 て 件 う 本 
率 の 増進 は 延 い て 印刷 費 の 低 腐 , 印刷 協 債 格 の 低 康 を 伴う の で 
ある 。 新 聞 , 雑誌 , 書籍 等 が 爽 米 に 於 て 甚だ 安 償 に 供給 さる * 
の は 之 が 篇 めで あつ て , 知識 座 化 の 普及 上 誠に 羨む べき 事 で あ 
る 。 此 意味 に 於 て 漢字 は 文化 の 普及 を 妨 ぐ る も の と 云う て よい 。 

漢字 の 不利 は 大 要 上 交 の 如く で ある 。 菊 は 漢字 の 利 穫 Cc 就 
て 論 ず すべ き 順 此 で ある が , 得失 は 元 挫 衝 笛 的 の も ゃ の で ある か ら , 
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次 章 逃 ぶる 所 の カナ モジ の 不利 と し て げ た る 嘩 は 即ち 漢字 の 
比較 的 利益 と する 由 に 営 り , 反 圭 に カナ の 利益 と する 所 は 漢学 
の 不利 と する 好 で ある 。 導 に 重複 を 避 く る 向 め 木 章 に は 漢字 の 
利 皿 に 就 て 逃 ぶる 事 を 省略 する 。 譲 者 は その 心して 環 々 再 此 せ 
られ ん 事 を 希 記 する 。 


第 三 草 現用 カナ モジ の 得失 


索 一 節 カナ モジ の 成立 


カナ モジ は 漢字 と 並ん で , 我 國 字 と し て 一 千 修 年 の 歴史 を 有 
し て 居 る 。 その 起源 は 軟 に 漢字 の 不便 を 補 わ ん が 人 久 め に 堂 叶 の 
建議 者 が 考案 し た も の で ある 。 硬 し て カナ が 我 國 の 文化 に 封 し 
て 漢字 に 劣ら ざる 貢 庶 を 伺 し て 居る 事 は 誰 人 も 之 を 否定 する 事 
は 出来 な い 。 殊 に 明治 維新 以後 の 女 明 は カナ に 負う 所 が 最 著 し 
い 。 も し 我 國 に カナ の 開明 が 無 か ね つ た な ら ば 団 語 は 基 だ し く 混 
鋼 L, 我 國 今 日 の 文化 は 恐らく は 支那 の 現状 に 比 し て 劣る と も 
優る 事 は な か つた で あろ う 。 苦 我 化 は 永 寺 支 那 の 後塵 を 非 す 
る の 外 は な か つた で あろ う 事 は 識者 を 侯 た し て 明 で ある 。 誰 
人 も ゃ も が 今日 漢字 の 不便 を 感じ つい も 兎 も 角 も 宴 用 を 達し つい あ 
る 所 以 の も の は 全く カナ の 腸 物 で ある 。 試 に 現代 の 女 剖 ム ら カ 
ナ を 除い た な と ば 如何 な る 不利 不便 を 來 す か を 想像 し た な ら ば 
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ゆり だ し Ru 年 週 ぐる も の が あろ う 。 馬 / 
を 省 放 し て 作ら れ 。 痕 名 は 湊 学 の 。 


上 償 名 は 洪 字 の 選 腕 


剖 僧 か ら 贅 し て 夫 た も の で ある 事 は 誰 も 知る 所 で あぁ る 、 と (< 


カナ の 提 源 を 表示 し て 見 よう 。 


片 個 名 


( 阿 の 偏 う 
( 江 の 詩 ) 


( 幾 の 導 ) 
に 


己 の 省 
( 須 の 将 ) う 


( 多 の 省 ) 


( 天 の 省 ) 
( 二 の 全 ) 


( 刀 の 省 ) 


( 不 の 省 ) 


( 未 の 省 閥 ) 


( 女 の 省 ) 
( 品 久 ほ ) 
勇 の 省 
( 利 の 省 ) 


( 笑 の 省 ) 


( 芸 の 傘 首 下 
は 同 の 省 


イ 
オ 


N 


| 


( 伊 の 偏 ) 


( 於 の 偏 略 ) 
( 久 の 省 ) 
( 陸 の 着丈 は 


草 の 省 


( 世 の 省 ) 


( 千 の 全 ) 


( 正 の 省 )_ 


( 奴 の 愛 ) 


ZS 


人 の 名 


( 反 の 省 門 ) 


( 三 の 條 ) 


( 毛 の 省 ) 


( 奥 の 友 ) 


( 流 の 省 ) 
( 和 の 省 愛 ) 


(の 省 臣 は 
二 の 省 


り 。 
= た 
子 
に 
| 5 
赤 
ム 
9 
ラテ 


レ 
放 


) ン 


( 宇 の 省 ) 
( 加 の 偏 ) 


下 の 全 久 は 


( ポ の 直 


(2 


( 盆 の 省 ) 
( 川 の 凶 ) 
( 奈 の 省 ) 


子 の 全 
ネ \ ネ は 納 の 師 


( 比 の 省 ) 
( 保 の 省 ) 
(件 の 次 ) 
( 也 の 全 ) 
( 良 の 省 ) 
( 礼 の 雄 ) 


( 工 の 会 多 は 


草 の 省 


( 二 の 省 全う 
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裕和 概 名 3 ? 

い ( 以 の 草 ) ろ ( 呂 の 章 遂 ) は (渋草) 
lc ( 仁 の 章 ) 。 ほ .( 保 ) ^ ( 代 59 
間 間 2 科 ) も ( 各 ) り ( 利 の 間 妥 ) 

- ぬ ( 双 ) る <《 留 ) を ( 未 ) 

わ ( 和 ) か ( 加 ) ょ ( 奥 ) 

た ( 太 ) れ 〈 癒 ) そ (人 入 ) 

つ ( 開 の 草 送 ) ね (次 ) な ( 奈 ) 

、 ち 人 良 ) む ( 武 ) ら ( 宇 の 章 愛 ) 
ゐ ( 般 ) の (7 カ ) お ぉ (が ) 
く ( 久 ) や () ま ( 示 ) 

け ( 計 ) ふ ( 不 ) と ( 己 ) 

え を ( 江 ) て ( 天 ) あ ( 安 ) 

さ (だ ) き ( 閑 の 章 身 ) ゆ ( 由 ) 
め ( 女 ) み .( 美 ) し 2 

る ( 事 ) ひ (〈 芝 ) も ( 毛 ) 

せ ( 世 ) し ( す ) ー ん (区 の 全 ) 


。 . 之 K 依 つて 見 る K 千 旬 釣 年 の 昔 に 於 て , 漢字 の み を 使用 し て 
: 居 つた 営 時 , 此 の 如き 革命 的 券 改 を 加 を た 女 字 を 新造 し , 且 
、 み を 普及 せしめ た 紋 法 偉 数 の 二 大 師 は 随分 突飛 な 考え の 所 有 
- 者 で あつ た た 事 が 了解 せら ' る ヽ で あろ う 。 現 今 継 書 き の 片 人 名 を 


ア 


\ 


横書き 継 更 する 事 す ら 断 行 し 得 な た い 人 を は 果して 顔色 あり や 
如何 。 


系 二 節 カナ モジ の 得失 

順 座 とし て カナ の 漢字 に 比 し て 便利 な る 時 を 遇 げ て 見 れ ば 
(一 ) カナ は 我 國語 に 最適 し て 大 る 。 
党 字 を 放し た る 場合 に 於 て 之 に 代り 得る も の は 第 一 に 新 國 字 へ 
の 移り 織り が 思 行 上 容易 な お る も の で な く て は な ちぬ, 第 二 に 葉 
斉 を 表わす に 最適 党 の も の で な く て は な ら め ぬ , 第 三 C 我 國民 
性 に 適し た な も の で な く て は な ら め ぬ 。 以上 の 呈 あ か ら 云 うと カナ は 
斉 に 於 て は 純 日 本 式 で , 日 本 府 を 其 位 表現 する に 此 必 上 正確 に 
し て 簡単 な 字 は な い 。 此 意味 に が て カナ は 我 國 字 と し て 最適 箇 
な も の と 球 つ て よい 。 カナ モジ が か 爽 米 の アル フ ア ベ ツ ト K 比 し 
て も 乱 に 優れ る 時 は その 和義 音 が 唯一 無 二 な る 事 で ある 。 例え ば 
ロー マ 字 の a は エイ と 計 み ェ と 主 み , - ア と も アー と も , オ と も 
オー と ゃ 名 茸 する 。 之 に 反し カナ の ア は 常に テ で あろ つて, 記 傍 
簡 皇 明 療 な 事 は な いじ 。 

國 学 は 之 を 用 うる 民族 の 精 客 を 支配 する も の で あつ て 文 届 $ 
之 に よ つ て 起り , 國民 性 も 國 字 に 開 係 が な いと は 云え な い 。 = ー 
マ 字 論者 は 世界 中 最 便利 な 文字 は ロー マ 字 で ある と 云う が , 若 


し 論者 の 便宜 論 の みよ り 云 を ば ,、 ド イツ も ギリ シヤ も , シギ 


間 Os っ 
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も 夫 れ 夫 れ 遠い 昔 に 基 の ロー マ 宇 を 採用 し た 答 で は 無 か つ た ろ 
らち か 。 何と な れ ば 此 等 の 國 は ロー マ 字 の 本 場 た る 英 俺 伊 語 國 と 
現 を 拉 し て 居り , また 其 用 うる アル フ ア ベ ツ ト は ロー マー 字 と 超 
源 を 同じ うし て 相互 に 大 な る 疾 似 國 を 有 し て 居る の で あつ て , 
之 を ロー マ 字 K 帝 更 す る の は 片 優 名 より 下 優 名 に 鐘 う る より も 
一 憶 容 易 に 思わ る る 程 で ある (第 三 , 旭 彫 参 照 ) それ に も 拘わら 
ず ド イツ 人 は 依然 と し て ドイ ツ 文 字 を 用 い ギ リ シ ヤ 人 は 和希 臓 ア 
ルフ アベ ツ ト を 用 いて 居る の は 何 数 で ある か 。 此 踊 は 國 字 問題 


. を 論ずる も の が 看過 すべ か ら ざ る 最 重要 な る 如 で ある と 考え る 。 


待 年 の 欧 湖 戦争 の 初期 に 営 り ドイ ツ に 於 て は 除 者 達 が 寄り 集 ま 
つて 聞 國 語 よ ょ より 借用 し て 居 た 言語 は 多大 の 不便 が あつ た K 拘 ゎ 
ら ず , 此 を 全部 自 國 固 有 の 言語 に 引 直 し , 又 ベ ルリ ン の 町 等 に 
て ゃ 英國 各 の も の は ドイ ツ 名 に 改め た 。 カ フェ エー, ビ カ デ リー 
な る ベル リン の 目 披 の 場所 に あつ た 琉 琲 店 が カフ エー, フ アー 
ター テン ド ( 宜 較 カ フェ ー 店 ) と 改 柄 せ っ られ た 向き 例 は 國語 が 如 
何 に 國民 の 愛 國 心 と 開 係 ある か を 臣 剣 に 且 雄 猟 , に 物語 る 宮 例 で 
は な いか 。 素 より 國語 と 國 字 と の 韻 に は 大 別 は ある が , 以上 の 
意味 の みよ り 考 うる も 弟 夫 我 國 字 と な る も の は ローマ 字 に 非 才 
し て カナ で あろ うと 侯 言 する < 憶 ら な い 。 

面 し て 一 方 カナ は 江 字 と 共に 過去 及び 現在 に 渡 つ て 用 いら れ 
て 居る の で ある か ら , 漢字 磨 止 の 場合 に 於 て も , 之 を 用 うる 事 は 


2S 
で < 
ド 


ぐ 《 第 彫 ) - ギ イツ 語 ア アフ アベ ッ ト よ ロー マ 宇 アル シフ アベ ペッ ト の 形 連 
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ドン 表 


上 NNN いい NN いい いい ペ 


ドイ ツ 語 アル レフ アベ ペ ベット 


mt 。 W 


S 
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ad 
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NN さき - 


で 


Sey s s s ふ ヽ ヽ 
や や SSSNwN 


SS 


つつ 
も ②) 
に 
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@ a 人 AA っ ae 人 用 い 
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還 IE 。 2 | 
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(第 4 園 ) ドイ ッ 文 字 と ロー マ 学 と の 比較 
(1) ドイ ッッ 文字 印刷 器 


if Der irje。 


29emn ber rinbltng ommmt 10 rotrD au の bie 0iefe 
01eber qrin.。 Siel taujen0 {ne [imuletm ftredfen iDre 
人 5pfden iAber Dc8 ⑲ra8 emtpor, metBe umlD rote umD gelbe 
iD bunte、 聞 n ben Cettent Der iefe it em raben : ximD 
ai8 Deit (⑲raben feBt bas aqffer auf Diefe 汰 iefe unt0 
tat fte fru の 25ax。 Im Dem ⑨rabent fteben gerp55nft ゆ 
et paar SGute, tn Denen Die 5qleim miten 10 tbre 
ft0DItdODert Xe0er faen. 一 un ゆ の De inOer gebert gerite auf 
9e efe bimou8。 So fien fie ROD SIunmen um 
maODeit ein ら trGilein barau8: Die NGD の en qber roinOen 
ee Krana Qul8 Den 2[ummen tn0 fesen ftO tb aq 


(2) ロー< 学 (上 と 同 廊 ) 
Anuf der Wiese. 


Wenn der Frahling kommt, so wird auf der WViese 
wijeder grun. Viel tausend schone HBIGmlein strecksn ihre 
民 opfchen uber das Gras empor, weiszs und rote und gelbe 
und bunte. An den Seiten der Wiese ist ein Graben : und 
aus dem Graben fieszt das Wasser auf diese Wiese und 
macht sie fruchtbar。 An dem Graben stehen gewohnlich 
ein Faar Baume, in denen die Voglejn nisten und ihre 
frohlichen Lieder singen. 一 Auch die Kinder gehen gerne 
auf die Wiese hinaus. Da pHGcken sje sich inmen und 
nachen ein Strauszlein darausj die Madchcn aber winden 
eincn Kranz aus den Blumen und setzen sie jhn auf. 
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誠に 易 る た る も の で ある 。 凶 ち 固有 の 大 和 言 葉 は 勿論 党 語 と 
も 之 に 振 カ ナ を 附 す る 時 は , 漢字 を 全 符 陳 御 し な い 荻 朱 の 國民 
も 之 を 耳 角 講 語 し 得る は 明 な る と ょ と で ある 。 「 
従 玉 我 國 と 記 銚 は 全部 続 書 き に せら れ て 居 た 。 カナ は 幸 IC し 
て 芝 を 縦 に も 模 に ゃ も 綴る 事 が 出来 る , 此 呈 より 云う て も 従来 の 
文献 を 新 國 字 に 衣 出 する に 営 り て カナ の 探 用 は 其 だ 二 利 で ある 。 
( 二 ) カナ ぉ 音 を 祝 し 得る 利益 が ある 
み ナ は 音符 文字 で ある か ら 昔 を 其 位 祝 し 得る の 利益 が ある 。 漢 
字 に 所 諾 振 優 名 を 附 し て 多 音 を 表記 し 基 不 便 を 補う て 居る の は 
日常 の と と で あつ て , 若 し 振 人 居 名 が 無 か つ た な ら ば 新 呈 の 誤 者 
は 三 分 の 一 に も 四 分 の ー に も 減じ よう 。 区 那 人 が 音符 文字 の な 
い 穫 め に 如何 に 苦 ん で 居る か の 一 例 を 撃 げ た な ら ば , カナ の 科 
勇 は 最 明 折 に な る で あろ う 。 次 K 損 げ た 文字 は 支那 の 電 祭 雑 誌 
に 現われ た 記事 中 より 抜い た も の で ある 
支那 の 宛 字 同上 支那 理 原 字 日 本 昔 
スウ 


馬 克 若 威 見 (Ma-ku-ssu-we-erh) Maxwell マク っ も 。 半 
厄 底 丈 (We-t-sun) Edison ェ ヂ ン ソン 

伐 拉 得 (Fa_-la-i@) Fraday フラ ア ラ デ ー 
妹 夫 納 (Fe-fc-nz) Hefner ヘラ っ ナー 

傘 天才 (Fu-erh- o) Vol ヴ ゲオ ルト 


安 芋 (An-Ee) Ampere アム ペー ア 


3 う 

- = 租 林 ain)  - Earim ペル リン - 

渋 王 崩 (Pomtm)-- ・ Pokdan デメ ク グ ュ 

上 例 に 共 て 党 字 の 眞 の 玲 昔 は 括 独 内 の る の で あつ て 原語 と は 
基 だ 遠い 距離 の ある も の で ある 事 が 知ら る い \。 麗 に 原語 を 知ら 
- な いじ 支那 人 に 取 つ て は 似 寄 り の 琶 茸 すら 穫 し 得 た い 結 果 と な る 。 
- 新 く 広 わ ば 或 人 は 日 本 の カナ で も 五 十 歩 百 上 導 で さをり ン と 書い 
て も Pein の 其 の 琶 府 と は 相違 する と 云う か る 知 穫 な い が , カ 
ナ な れ ば [ 袖 条 」 の 斉 よ り も 知 に 似 寄り の 青 を 表わし 得る 事 は 否 
定 し 難い 。 宮 隊 表意 文字 を 以 て 香 符 文字 に 代 う る 事 困 難 た る 
の みな ら 才 , 全く 不可 能 な 場合 が 多い の で ある 。 それ の みな ら 
新 の 如き 表意 文字 の 「 完 て 字 」 は 本 来 の 字義 通 9 の 語 と の 別 
を 不明 た らし むる 結果 と た る 。 例 えば ベル リン と F「 柏 の 森 』 と の 
護り を 生ま る と 云う 有 欄 で , 其 不 便 は 想像 以上 で ある 。 巡 i< よ 
つて 逐 を 考 う る に 我 因 の カナ が 漠 字 区 比 し て 知 何 K 便 利 で ある 
か 隊 了解 し 得る の で ある . | 

( 三 ) カナ は 硝 習 に 容易 なり 。 
漢字 は 其 数 が 非常 に 多数 に 上 り , 之 が 使用 上 滞 多 の 欠 工 を 有 し , 
且 事 習 に は 時 間 と 精力 を 要する 事 が 多大 で ある 吾 は 既に 前 
章 に 於 て 放 べ た 、 と れ に 反し て カナ は 其 字数 が 健 に 四 二 入 字 c 
過 き 地 , 之 に 滞 香 人 濁 茸 其他 を 加算 する も その 数 ほ は 苑 ど 云 う に 
足ら な い . 其 の 上 字 矯 は 億 時 で あり , 記 が 了 欧 娠 は 定 に 易 そ た る も 
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38 。 
の で ある 。 著者 の 経 朋 に よる に 兄 室 は 小 欧 村 に 通 雪 する 事 二 ヶ . 
月 し て 公 に 上 伯 名 全部 を 誤 み 千 き する 事 が 吊 拉 騙 不 完全 た が 。 
ら 自ら の 懇 束 な い 思 想 を カナ を 以 て 書く 事 が 昌 拉 る 。 イ = ム . 
峠 を 以 て すれ ば 石 歳 の 見 童 に 年 ケ 月 で イロ ム を 記憶 せ し む る 
事 が 員 挫 た 例 も ある 。 之 を 思う 時 は 困 華 な る 湊 字 の 因 得 が ある 
入 め に 小 退 校 六 年 間 の 人 年 を 全 釣 國語 の 修得 に 費 す 事 が 基 だ 舞 意 
義 Ic 感 ぜ ら る い の で ある 。 も し 演 字 を 諾 し と の 期間 に 共 て 湊 字 
の 玩 衝 に 費 す 時 間 を 割 いて , 他 の 有用 な 事 才 に 流用 する な ら ば 
我 國民 の 義務 教育 年 限 は を 延長 せ 地 と も 現在 の 義務 数 育 太 年 
を 修了 し , 更に 一 年 有 鈴 の 補習 才 育 を 施し た と 同一 程度 の 壮 果 
を 邊 むる 事 は 易 さ た る も の で あろ うと 思う 。 も し 文 そ の 範 約 し . 
得る 時 間 を 他 吾 ic 流用 せ チ し て を 短縮 する な ら ば , 小 玩 和 
数 育 は 優 c 一 年 生 を 短縮 する 事 が 出来 る で あろ う 。 全 國 太 千 高 
の 國民 が 何れ も 一 度 は 小 了 欧 校 の 門 と を くさ ゞ さら ね ば な ら ぬ と すれ ば 。 
各 人 に 付 一 年 作 の 短縮 は 日 本 人 の 活動 年 恨 を 一 年 年 延 長 する 結 
果 と た つて , 経 杭 上 衣 率 上 の 利 倫 より 云う も, 精力 の 会 費 を 防 
ぎ 骨 力 を 向上 せ し む る 球 よ り 云 う も , 其 利 谷 は 寅 に 英 大 な る も 
の で あろ う . 

) 面 し て も し カナ 文 が 一 般 に 通用 する に 至る な ら ば , 誰 人 も 之 
依り て 思想 の 策 表 を 第 事 が 出来 , 書物 や 新 開 誌 を 衰 む 事 
も 自由 と な り , 現在 の 如く 中 等 程度 以上 の 教育 を 受け な い 者 は 


3 ず 
手紙 さえ 書く 事 を 也 才 る よう な 惨め あさ は 自ら 改 ま つ て , 荷 も 小 
現 校 に 十 三 年 間 区 ん だ も の は 誰 で ゃ 自由 KC 証 み 書き し 得る よう 
に な り , 國民 の 大 多 敷 を 占 む る 比 迷 的 下 暦 の 同胞 に 取 つ て は 此 
上 な き 訪 埋 で あら ね ば な ら ぬ 。 「 
( 皿 ) カナ の 使用 は 文 骨 の 統一 を 成す 。 
渓 文 の 盛 に 行わ れ た 時 代 に 於 て 我 國 の 文 草 は 著しく 渓 文化 し た , 
面 し て 文 贈 も 種々 に 券 つて 挫 た 事 は 第 一 剖 jC 於 て 逃 べた 如く で 
ある 。 日 常 文 と し て は 明治 の 中 葉 に 到 る まで 所 調書 囚 廊 盤 と 記 
事 文 骨 と の 二 種 に 過ぎ な か つた が , 其 後 口語 髄 な る 言 娘 一 致 の 
咽 が 起 つて 楽 た 。 之 は 書 彰 区 骨 そ 記事 文 骸 の 准 形 か ら 脱 せん と 
する 一 努力 の 産物 で あつ て , 之 が 含め ic 叙 事 的 婦 華 は 長 足 の 進 
歩 を な し た 。 往 年 中 橋 徳 五 郎 氏 が 文 相 と な る (に 及 ん で , 廊 部 省 
開 係 の 公文 に さえ 口語 槍 を 使用 する に 至 つ た の は 全く 時 鞭 の 溢 
ら し むる 所 で , 又 以 て 文枝 の 推移 の 一 端 を 妥 う に 足る の で ある 。 

日 常 使用 し な いよ うな 六 ヶ 表 党 語 や 漢文 を 書き 連ね て 得々 た 
り し 時 代 は 茎 Ic 過 ぎ 去 つた 。 比 種 の 文 章 は 修 り に 理 え の 和 生 活 
と 渡 交 渉 で あつ て , 國民 の 凡 て が 之 を 員 習 すべ く 仙 り に 負 准 が 
過重 で ある 。 一 財 「 思 ふ 」 と 球 v「 存 じ 率 り 候 ] ょ 評 い 久 「 思 憶 す 」 
と 云う と 意味 に 於 て 尊 何 の 相 避 が ある の で あろ うか 。 室 み 待 べ 
くん ば 如 此 同一 意義 に 肘 し 諸 種 の 書き 方 は 之 を 度 し て 傘 直 な る 
ロ 諾 全 < 統一 す ベ べき で あろ う 。 口語 骸 は 語る 所 を 基 位 記す の で 
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ある 。 今 も し 漢字 を 磨 し て カナ を の みか 國 字 と する 場合 を 想像 す 
る iC に) カナ を 綴 つ て 「 登 天 れ 然 らむ や 」, 「 然 り 面 し て ] ょ 三種 
の 文章 を 綴る 事 は 出来 難い 事 で ある 。 故に カナ 文 は 自然 我 國 
の 文 配 を 口語 村 に 瞬 一 ナ る の 力 を 有する の で ある .。 耐 し て と の 
利和 倫 た る や カナ モジ の 特筆 すべ き 利 蝶 の 一 で ちる 。 

( 志 ) 事務 の 衣笠 を 増進 する 。 

8687 4016 0604 6638 2981 と 記し た な ら ば , 多く の 人 
は 算術 の 問題 で ある と 早 合 中 する か も 知れ な い 。 何ぞ 賠 ら も む 之 
は 「 女 危篤 直ぐ 録 れ 」( 父 病 危 加 師 ) と 去 う 支那 の 電文 で ある 。 
と の 二 寺 の 唐 字 に て 表わす 所 は 五 字 の 漢字 に 外 な ら な い , 即 四 
格 の 組合 せ 敷 字 は 漠 字 の 一 文字 の 符 中 な の で ある 。 同様 に 

18 0861 0581 6692 567 2824 2946 0O828 6210 6320 

靖 8 弄 師 い 府 : 深 大 斉 衣 賀 
は 「 貴 下 の 楽 韓 を 税 す IIC 圭 する 支 那 の 電文 で ある 。 この 別に 示 
す ヵ 如く 支那 に 於 て は 青 符 文字 を 有 し たい 移 め に 電報 を 華 信 せ 
ん と すれ ば 電報 帖 に よ つ て 上 の 如く 敷 字 を 組合 せ た 符 引 c 斉 人 し, 
受信 者 は 更に 之 を 元 の 漢字 < 誕 出し な けれ ば な ら ぬ 。 も し 玖 信 
_ の 際 漢 字 だ け を 持ち 行く 時 は 電報 局 は 一 割 の 料金 割増 を 謀 出 財 
と し て 徴集 する と 球 う 有 様 で ある 。 そ の 不便 は 賀 に 基 大 で あつ 
て 電報 事務 の 敏 千 を 害し 能率 を 低下 する 事 大 な る 事 は 想像 c 難 
く ない 。 剛 に 我 園 < は カナ が あつ て 此 不 便 を 朋 る い 事 が 出來 て 
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- タ イプ ライ ター や ライ ノ フタ イブ 等 の 所 詩 娘 明 の 利 碧 は 如何 と 
云う に, カナ は 其 敷 も 少く 字形 も 簡単 で ある か ら 了 欧米 の テル ッ 。 
アテ ベツ ト と 五 十 歩 百 歩 で , 此 等 の 諸 機械 に 多少 の 改造 を 加 う れ 
ば , 遺 翌 な く 之 を 利用 する 事 が 出来 る あの で ある 。 カナ * タイ プ = 


ライ ター に 開 し て は 後 前 で 改め て 之 を 郊 ぶ る 事 と する 。 以上 の 


如き 文明 の 利器 が 國民 の 日 常 生活 の 能率 を 如何 に 培 進 する か は 


既に 逃 べ た 所 で ある 。 
炊 に カナ モジ を 用 うる 場合 の 獲 他 の 利 符 に 略字 を 用 い 得 る 事 


w 


で っ 5A 


に コ 


で ある 。 此 事 は 一 見 先 事 の よう に 見 ゆる が 基 各 事 務 の 能 計 増進 


及び 整理 上 甚だ 重要 な る 事 で ある 。 略字 は 欧米 語 に は 常に 鷹 用 
せら る い 所 で あつ て , 例え ば [ 
Youneman's Chrisian Associauion (英語 ) を Y.M.C.A. 
Verband deutscher Elekroiechniker ( 猫 逸 語 ) を V.D.E. 
Alleencine Nederlandsch-Hidieche Elektineil 舞 計 
「 _Maatschapi ( 和 環 語 ) を A.N.I E.M. 
等 と 書く 。 之 と 同様 に カナ を 用 うる 場合 も 
基 具 教 青 年 會 ど キ s* セ * カ 
狼 逸 電 和 工 師 稼 を ド s デ コカ 


全 菌 名 印度 電 無 定 西 を ゼ * テ * イ * デ ュ カ 


等 と 書く 事 が 出来 る 。 企 名 書 の 略字 は 従来 鱗 り 類例 の 無い 事 で 


骨 
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ある か ら , 慣 る ぃ まで は 一 見 甚だ 奇 隊 に 感 ぜ ら る い の で ある が 
慣 る い \ 従 つて 非常 に 便利 と な る で あろ う 。 人 住友 電 緑 製造 所 と 
ーー る 全 名 を 書く の は 一 仕事 で ある が ス * デ * モ と 畳 書 すれ ば 迅速 
簡明 で 。 現に カナ の 了 略 江 は 電報 に は 鷹 用 せ ち れつ いあ る の で , 
敵 挫 此 種 の 略字 が 凡 て の 記帳 や 舘 票 の 記入 等 に 鷹 用 せら る い 時 
は 事務 の 能率 を 坦 進 する 事 大 な る も の が ある で あろ う 。 

以上 は カナ の 渓 学 に 比 し て 便利 な 嘩 に 就 て 述 べ た の で ある か 
一 方 カナ の 不利 な る 農 も 少く な い 。 元 玉 カ ナ は 國 字 と し て の 歴 
史 は 障 分 古い の で ある が , 従来 カナ の み を 以 て 文 を 書く 事 は 鱗 
り 行 わあ れ て 居 な か つた 。 彼 の 往 昔 の 物語 本 や 徳川 時 代 の 給 本 小 
説 等 に は 相 営 に 委 名 文 が 行わ れ て 居 つ た の を 見 る が , 文 草 と し 
て 最 産 に 行わ れ て 居 た の は 漢文 又は 渋 字 交 り 文 で あつ た 。 従 て 
カナ は 晶 に 漢字 を 連結 す る 助 名 と し て 使用 せら る \K に 過ぎ な い 
箱 が あつ た 。 此 の 如き 歴史 を 有 し て 居る が 篇 め に , カナ 文字 と 
し て 種 え の 利 虹 を 有 し て 居る に 拘わら ず , 我 國 字 より 漢字 を 全 
記し て 之 を 専用 する と 云う 見 地 よ り 見 る と き は , 現 天 の カナ 
僅 に て は 導 種々 な る 不便 を 件 う て 居 る の で ある 。 炊 に カナ の 不 
便 と せら る い 主 な る 時 を 昌 げ て 見 よう 。 「 

( 六 ) カナ は 語 な ら び に 文章 を 冗長 な らし むる 欠 申 が ある 。 
カナ の み を 用 いて 記し た 語 各 並 に 廊 章 は 兎 角 冗長 に 流れ 易く , 
従 て 之 を 衰 む の KC 積 困難 で ある と 云う 説 が ある 。 之 は 一 鷹 元 で 
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ある 。 然し カナ 書き は 他 の 諸 外 國語 に 比較 する と き は 決し て 冗 
長 と は 球 えな い 。 今 二 の 幼 に 就 て 英 猫 語 と 比較 すれ ば ぱ ば 


漢字 健 名 書 英語 笑 逸 語 

木 キ (一 学 ) tree ( 皿 字 ) Baum( 四 字 ) 
水 まり) water ( 更 字 ) Wasser( 六 字 ) 
許 = ツ ( 二 学 ) garden ( 六 字 ) Gasrten ( 六 宇 ) 


鐵道 テッ ドウ C 四 字 ) raiLway ( 七 字 ) 到 sen-bahn ( 九 字 ) 
中 聖和 槻 チタ ガツ ウ ュ ウッ middie schoo| Miuel Schule 
( 六 字 ) ( 士 二 字 ) -( 十 二 字 ) 
等 の 如く カナ 書き は 革 て 釣 程 字 敷 が 少 い の が 普通 で ある 。 故に 
誤 む 事 の 難易 は 要する に 署 慣 の 選 題 で あつ て , 最 初 よ り カ ナ の み 
に 慣れ た る 者 に は 反 肝 C カ ナ 書 き の 方 が 誠 み 易く な る で あら う 。 
渓 字 は 一 字 一 語 で あり ヌ 之 を 連結 し て 所 詩 封 語 成語 等 を 作る 
時 は 短 字 包 中 に 澤山 の 意味 を 含 著 せ し む る 事 が 日 拉 る 。 即ち 婦 
剖 を 簡潔 な ら し むる 事 は 事 綿 で ある 。 然し 生 ら 此 事 は 漢字 の 利 
笹 で ある と 共に 其 欠 踊 で も ある 。 何と な れ ば 多 敷 の 熱 語 や 慣用 
語 は 一 を 之 を 表 宮 する に 多大 の 時 間 と 膳 力 と を 要 し , 且 又 同 殖 
異 字 等 の 紛れ を 多 か ら し むる か ら で あ る 。 
本 來 の 性 賢 上 か ら 云 を ば カナ 文 が 必ず し ゃ 宛 長 で ある べき 答 
で は 無い の で ある が , カナ 女 が 動 も すれ ば 簡潔 を 欠く 如 が ある 
の は 我 固 有 の 國 庄 が 漢字 の 久 め に 共用 途 を 永く 塞 が れ て 居 つ た 
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粘 果 , 時 勢 に 應 じ て 進 化す る の 機 合 を 失 し た の に 因 由 する と 老 
える 。 も し も ゃ 乏 来 カナ が 一 般 に 採 用 せら れ 漢 字 が 追え 跡 を 絶つ 
IC 至 る な ら ば , 其 暁 に は カナ 書 の 口語 條 は 自然 に その 簡潔 英 切 
か つ 時 代 に 適合 し た 形式 遂 化 し 楽 る べき は 明白 な る 事 で ある 。 
と 同時 に 一 方 渓 益 より 成 つた 成語 等 も 或 程 度 を で カナ を 以 て 
表 あ し 得る 工夫 の ある 事 は 後 堂 に 於 て 逃 ぶ る 如く で ある 。 
一 面 カナ は 漢字 を 以 て 表わし 難い 日 常 の 呈 語 を 表わし 得る の 
利 低 も ある 。 例 え 
林 枯 の ビュ ー ビ ュ ー と 吹く 完 い 夜 
夕 幕 の 星 が ど みり リ ビ カ リ と また いく 
徒 は チュ ー チ ュー 鳥 は カ ア カ ア 
と 云 つ た よう な 表現 の 仕方 は 党 字 で は 困難 で ある 。 
( 七 ) カナ は 一 語 ェ < 々 KC 統 り が 無い か ら 誕 み 加 い 。 
深 字 は 人 象形 女 字 や 表意 女 字 で ある か ら 一 語 が 一 宇 か ら 成 り 立 ち 
形 が ガッ シリ し て 居る , 故に 一 旦 之 を 記憶 し て し まえ ば 学 に 見 
連 え が 出来 て 詩 み 易く ある 。 之 に 反し て 昔 答 文 字 に 於 て は 一 語 
は 訓 箇 の 文字 を 組 り 合せ て 成り 立つ 故に 纏 り が 如 く , か つ 同 一 
の 字 母 は 多く の 字 の 中 に 反 絡 し て 使用 せら る ヾ か ら 一 字 一 字 に 
見 覧 え が 出 来 如く ある 。 光 も 之 は 雷 に カナ の み で な く 凡 て の 香 
符 文 字 を 通じ て の 欠 蝶 と 云え を ば 欠 蜂 と 云い 得る 。 
音符 文字 と 難 も 其 数 入 を 連結 し て 一 語 を 構成 し た も の が , 永 
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い 慣 用 の 間 に 眼 見 慣 る れ ば , 表意 文字 や 象形 文字 と 大 差 た く 
許 り の ある 見 覚え の 出来 る 語 と な る 事 は , 和 吾 そ が 英語 や 條 語 や 
渦 逸 語 等 を 誠 ん で , アル シルフ ア ベツ ト K 分 解 し た 一 文字 宛 を 請 ま 
ず し て , 語 を 語 と し て 証 み 得る の に 微 す る も る 明 で ある 。 例 えば 
boy と 云う 字 は b o y と 見 し て [boy」 ょ 款 う 語 に 見 る 如き 例 
で ある 。 

然し 征 ら カナ の 場合 に は ロー マ 字 の 場合 と 多少 っ た 事情 が 
ある 。 其 れ は カナ が 横書き に せよ 縦 書き に せよ , 績 け 書 き 適 
する 形状 を 有 し な い 事 で ある 。 と の 欠 尋 を 除く に は カナ の 宇 形 
を 適宜 績 け 革 に 適する よう K 帝 改 する 事 が 必要 で ある 。 藩 楽 改 
良 せ られ た る 字形 を 以 て 績 け 書 を 用 2 う る 友 慣 しれ て 來 た な ら ば , 
ロー マ 字 な ど と 同様 に , 修 り 読み 加 く さ を 感 じ な いよ う K 成 る 

あろ うと 考え ら る \ の で ある 。 

次 に 損 げ た 敷 種 の 外 眞 は , 我々 の 眼 に 見 慣れ て 居 ら な い 外 國 
語 の アル フ ア ベ ツ ト と, 之 を 綴り 合せ た 短文 と を 示し た も の で 
ある 。 之 を 模 書 筆名 の 改良 せら れ た 学 航 に て 記し た も の (第 七 
韻 力 参 照 ) に 比較 する 時 は カナ は 必ず し も り の 加 い 字 と し 
て 退く べき で な い 事 が 刊 る で あろ う 。 

( 八 ) カナ は 同 理 異義 の 語 を 直史 する 困難 で ある 。 

湊 字 に は 同音 異 字 が 甚だ 多い 事 は 既に 逃 べ た 如く で ある 。 数 
も し カナ に て 径 理 の 代 を 表わす 時 は 字形 の 在 別 が 無く な る の で 
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ある か ら 記 朗 を 起 し 易 か る べき 事 は 明 な 事 で ある 。 玖 國 固有 の 
大 和 言 葉 を 使用 する 時 は 如 上 の 欠 購 を 去る 事 が 吊 来 る の で ある 
が 。 不幸 (に し て 大 和 言 葉 は 未だ 新 時 代 の 要求 に 英 鷹 する 程度 に 
多 達 し て 居 な い 。 前 に も 逃 べ た 如く 泌 来 カナ モジ の 使用 が 久 し 
RS 
成語 や 熱 語 で も 日 常 口語 に 人 り 用 いら れ な いも の は 次 第 に 減少 
し て 新 時 代 c 適 應 する 言葉 が 起 つ て 拉 る の は 明 で ある が , 其 之 
達する 人 過渡 其 に 庶 す る 方 法 は 除 め 之 を 講じ し な けれ ば な ら な 

此 冊 に 習 す る 著者 の 見 解 は 後 癌 に 述 ぶ る 事 と する 。 

( 九 ) 優 名 造 が 不 統一 で ある か ら 不 便 で ある 。 

國 字 の 優 名 進 は 綿 際 上 其 だ 六 ケ 敷 も の で あつ て , 特 学 音 優 名 
遣 の 如き に 至 つて は 如何 に カナ の 利益 を 高調 する も の と 難 も 恐 
く は 之 を 正しく 誤 な く 書 き 得 る も の は 少 か ろう 2。 例え ば 大 厨 の 
尉 が キ , 繁 某 の 箕 が エイ , 温度 の 溜 が ラン で , 押 は アフ , 区 は 
オウ , 王 は ワ ツ , 灸 が ヲ ラウ で ある と 庄 う よう な 外 別 は 誰 人 に も 
旗 だ 困難 に 相違 な い 。 その 原因 は カナ は 元 音 符 文 字 で ある に 
拘わら ず 買 際 の 優 名 進 を 績 理 通 り に 使用 し て 居 な いと 云う の に 
瞬 着 する 。 例 えば タフ レル ( 條 れる ) と 書い て 買 際 タラ レル と 釜 
益 す る . 之 は 往 音 日 本 語 が 正しく 話さ れ た 時 代 区 は タフ レル と 
学 通り C 績 昔 さ れ た も の に 相違 な い が 何 時 の 間 に か 聞 化 し て 侯 
今日 の 如き 王 理 と な つて し まつ た も の で ある 。 然 し 征 ら 吾 * 
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今 は 新 様 な 収 喝 の 残骸 に 無 盆 に 拘 泥 す る の 必要 は な い の で あ 
る 。 印 ち 准 符 文 字 と し て 使用 する , 換言 すれ ば 義理 の ま \K 記 
せ ば ょ よろ し い 、。 

娘 部 省 の 臨時 國語 調査 含 は 大 正 十 三 年 國語 並 に 字 番 人 名 遺 を 
大 衣 病 音 に 佐 つ て 整理 し た 新 優 名 まず かい 委 を 制定 し た 。 (| 新 か 
な すず か い 」 報知 新 聞 和 定本 行 参照 )。 幣 拉 國 字 と し て 漢字 ic 代り て 
専用 する 場合 に は 此 種 の 統一 し た 筆名 佑 を 使用 する の 必要 が あ 
る の で ある 。 此 是 に す る 著者 の 考案 は 後 草 に 詳し く 枯 ぶ る 
あろ う 。 

以上 逃 べ た 所 を 線 合 する に , カナ は 現状 の まい に て は 今 直 に 
党 字 に 取 つ て 代 つ て 國 字 と し て の 位 地 を 猫 占 する に は 猫 多少 の 
不利 を 伴 つて 居る の で ある . 然し な が ら 此 等 の 不便 の 好 は 適 営 

な る 工夫 に 人 つて 之 を 除く 事 が 出 洋 る 事 は 後 凍 に 可 ぶ る 所 K 依 
つて 明 に な る で あろ う 。 


第 四 前 國 字 こし て の ロー マ 学 の 得失 


ロー マ 学 と は 英 米 人 伊 等 の 諸 國 に 現に 行わ ん つい ある アテ ルフ 
アベ ツ ト の 文字 を 舟 す る の で あつ て 其 字 敷 は 弧 計 二 十 六 字 で あ 
る 。 所 調理 理 文 字 で あつ て aeiou の 五 つの 母 茸 と 残 魚 ニ キ 
ー 字 の 子 普 か ら 成り 立つ て 居る 。 子 普 は 元 拉 そ れ 自身 一 定 の 贅 


ー 
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斉 を 有 し て 居 ら な いで , 其 一 箇 又 は 歌 儲 が 一 箇 又 は 粗 箇 の 母 苦 
と 結合 し て 始め て 一 の 語 を 成す の で ある 。 言 語 滑 上 か ら 論 地 る 
時 は 最 進 歩 し た 文字 で ある と 云わ れ て 居る 。 國 字 必 良 の 歴史 を 
矢 ね る と , 渓 字 を 度 し て 之 を ロー マ 宇 に 胡 え ん と する 説 は 既に 
明治 二 年 南 部 義 氏 に よ つ て 唱え られ て 居 つ た 。 画 来 ビ ー マ 字 
國 字 論 が 時 々 喝 道 せら れ 来 つた の で ある が , 之 世 回 する 反 習 論 
は 随分 多く あつ て ロー マ 宇 が 匿 字 と し て 認め あら る * ヽ に 至る 事 は 
難 事 中 の 難 事 で も ろう と 考え ら る ヽ の で ある 。 著者 は 牙 に ロー 
マ 字 の 國 字 と し て の 適 千 を 公 邊 に 研究 し て 見 よう 。 

先ず ロー マ 宇 の 便利 な る 忠 を 擬 ぐ れ ば 

(一 ) ロー マ 字 は 諸 種 の 斉 を 富 し 得る 利益 が ある 。 
ョ ー マ 字 は 青 頭 文字 で ある が 夏 に 話 種 の 斉 を 富 す に 適し て 居る 。 
此 器 は 漢字 に 比 し て 利益 と する 上 廣 で ある 。 面 し て 或 場合 に は カ 
ナ に て 表わし 得 な いよ うな 将 を も 簡 澤 に 表わし 得る 事 が ある 。 
此 昧 は ビー マ 字 の 特色 と し て ロー マ 字 論者 に よ つ て 高調 せら る 

\ 所 で ある 。 然し 征 ら 吾 等 は 之 が た め に ロー マ 学 の 國 字 と し て 
の 利益 を 過大 覗 し て は な ら な い 。 何と な れ ば 本 失 簡 溝 な る 我 國 
斉 を 表わす 上 に 於 て は 此 の よう な 特 貴 は 條 際 上 殆ど 何等 の 條 値 
を 有 し な い の で ある 。 何と な れ ば 吾 人 が 商 に 論 ま る の は 我 國 字 
と し て の = て 宇 の 適否 iC ある の で ある か ら 。 

( 二 ) 績 け 書 き 身 し て 居る 。 
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ョ ー マ 字 は 元 除 松 の 績 け 番 に 使用 する よう に 次 達し た も の で あ 
る か ら , それ に 適し て 居る 事 は 勿論 の 事 で , 績 け 書 き し た 数 箇 
の 文学 は 放 ま つた 形 の 一 語 を 形 造 る の 利益 が ある 。 と の 薄 は 現 
行 の カナ の 及ば な い 帳 で ある 。 

然し 生 ら 綴り と 云う 中 よ り の み 云 えば 漢字 は 一 大勝 つて 居る 
と 云う 事 に な る か ら , 此 利 人 益 は 澤 に 他 の 音符 文字 に 比較 し て の 
事 で あつ て , 漢字 に 比 し て は 別に 利 是 で ある と は 蓋 い 得 な い 計 . 
で ある 。 人 殊 に 字形 の 斉 り は ある に し て も , ロー マ 宇 を 以 て 日 本 
語 を 組 る 時 は 甚だ 緩 が 長く な つて , 切 角 の 利幅 も 其 軟 利 由 で 無 
く な つて し まう 召 に な る の で 和 ある 。 

( 三 ) 加 才 が 容 直 で ある 。 | 
ロー マ 宇 は 其 敷 が 二 十 六 字 に 過ぎ な い 。 し か ゃ 國 字 と し て 使用 
する 場合 は , 此 の 中 十 九 宇 だ け の 使用 で 差 支 を な い 。 稼 に K 頭 宇 
人 や 草書 骸 及 び 庄 種 の 記 跳 等 を 加え て も 一 百 そ と そ と の 宇 数 に 
過 き ず , か っ つ 字 剥 は 簡 溝 で 相互 問 に 紛れ の 少 い 形 を 有 し て 居る 
か ら , 之 を 蛋 因 す る の は 甚だ 容易 で ある 。 唯 と を 沖 地 に 使用 す 
る 場合 に は , 更 K 緩 字 法 を 併せ 知ら な けれ ば な ら な い 。 

或 gー マ 字 論 者 の 調査 に 使 れ ば , 小 衣 数 育 c 携 え 得る 見 童 な 
ら ば ローマ 字 は 五 十 時 間 を 以 つ て 例 部 の 用 法 ま で 會 得する 事 が 
出来 甘 常 五 一 六 年 の 生徒 な ら ば , 僅 c 二 十 時 間 に し て 詩 み 書 
き を 會 得する 事 が 出来 る と の 事 で ある 。 
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要する に 現行 の 漢字 より は 何れ の 鷺 に が が て も 了 御 の 容易 で あ 
る 事 は 明 で ある 。 
( 皿 ) ロー マ 字 は 文明 の 利器 の 利用 に 適する 。 
所 調 文 明 の 利 交 な る も の が 蹴 米 の ロー マ 字 國 に 於 て 疲 明 せ ら る 
ゝ 限り は , ロー マ 字 を 使用 する 者 は 此 等 の 利器 を 其 代 利用 し 得 
る 事 は 王 う まで も な い 、 
( 五 ) ロー マ 字 の 使用 は 文 前 骨 の 統一 を 來 す 。 
降 C カ ナ の 幸 於 て 迷 べた る と 同 織 の 理由 に よ つ て , 自然 的 
章 骨 を 口語 骨 に 統一 する に 奥 つ て 力 あ る べき 事 は 明 で ある 。 
( 六 ) 較 字 を 用 い 得 る 利益 が ある 。 
此 嘩 も カナ の 場合 に 逃 べ た と 同様 で ある 。 
以上 は ロー マ 字 の 利益 と 考 を えら る ぃ 式 の 概略 で ある 。 此 の 他 
iC ローマ字 論者 に は ロー マ 宇 が 日 本 語 の 世界 的 績 展 に 必要 で あ 
る と か , 其他 多 の 項目 を 撃 げ て 居る 者 も ある が , 公 下 に 批 刊 す 
る 時 は 人 多 代 議論 が ある 。 此 等 の 鷺 に 就 て は 何れ 後 章 に 於 て カナ 
と ロー マ 学 と の 比較 論 に 詳 論 す る 事 と し て 婦 に は 之 を 略す る 。 
衝 て 次 に ロー マ 字 の 不利 な る 妙 に 就 て 研究 し て 見 よう 。 
( 七 ) ロー マ 字 は 及 草 を 冗 選 な らし むる 。 
既に カナ の 場合 に べ た と 同様 の 理由 に よ つ て , ロー マ 字 文 は 
漢字 交 り 文 に 比 し て 冗長 K 渡 る 事 は 腕 れ な い 所 で ある 。 殊 に = 
ー マ 字 緩 は 大 柄 日 本 語 一 音 に 就 て 下 均 二 宇 を 要する が 故に カナ 


54 
に 比 し て 二 倍 近 く の 長 さ に 引 延 ば され る 事 と な り , 外 國 語 に 企 
れ た る 者 に さえ を 葉 だ 衰 み 難く ある 。 

( 衝 ) 同 蒼 異義 の 語 を 臣 史 する に 困難 で ある 。 
カナ の 場合 に 逃 べ た 所 と 同様 で ちる か ら 説 明 を 星 す る 。 

( 九 ) ロー マ 宇 は 國 字 と し て 買 施 が 殆ど 不可 能 で ある 。 
ローマ字 の 國 字 と し て の 最大 な る 不利 人 答 は その 冥 施 難 に ある 。 
か り に 理論 上 ロー マ 学 に 百 の 利 店 あり と する も , も し 之 を 羅 施 
する 事 が 出来 な けれ ば 何 の 用 に も 立た な い 。 つら つら 考 2 る に 
今 も し 従来 の 國 字 を 度 し 新 國 字 を 控 用 する と し た な ら ば , 吾 人 
は 其 過 渡 期 を 如何 に すべ き で あろ うか 。 ローマ 字 は 漢字 や カナ 
モジ と 異 り 新 挫 の 文字 で あつ て , 七 千 万 國民 中 の 六 千 人 符 万 は 之 
を 知ら な い 。 ロー マ 字 論者 は 之 < 速 成 的 に ロー マ 宇 を 教 う る 事 
は 容易 で ある と 云う か も 知れ な い が , 新 の 如き 事 は 事 宮 不 可能 
で ある 事 は 識者 を 侯 た ず し て 明 で ある 。 従 て 或 詩 期 の 間 は =ー 
マ 字 は 之 を カナ モジ か 又は 徒 挫 の 漢字 交 り 文 と 傍 用 し な けれ ば 
な ら な い 。 此 の 過渡 期 に 於 て は 准 人 は 在 来 の 娘 に よ つ て 生き , 新 
人 は ロー マ 宇 に 生き て, 其 間 に 共通 氏 を 欠く 事 と な る 。 し か も ゃ も 
- と の 刀 渡 其 は 少く と も 表 十 年 に 渉 ら ね ば な ら め ぬ 事 は 想像 する に 
難く な い 。 も し と の 共通 路 を 見 出さ ん と する な ら ば 此 期 間 は 上 過 
て の 文書 は 之 を 在 補 の 文 と ロー マ 宇 文 と の 雨 様 に 併記 せな けれ 
ぱな ら ぬ 。 之 に 加 う る K 従 挫 行 われ 來 つ た 我 園 の 文 加 ゃ 歴史 , 其 
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Cn 


他 百 般 の 記 銚 , 諸 種 の 法令 等 一 切 は 之 を ロー マ 字 KC 改 度 せら れ 
ね ば な ら め ぬ 。 其 手数 と 困難 と は 想像 に 鈴 り ある の で ある 。 赴 臣 
K 國 字 の 革命 と 云う べき で , 白 の 如き は 到底 宮 行 出来 る る の で 
は な い 。 

ロー マ 宇 較 字 論者 下す る 今 一 つの 難 馬 は 図 和 論 者 の 反 笛 で 
ある 。 著 者 自身 は 強 て この 競 を 高調 する も の で は な いか が, 資 際 同 
と し て は 中 々 軽 可 す る 事 を 許さ な い 貴 で ある 。 元 洲 外 失 の 文 
字 な り と て 徒 に 之 を 排 奈 する 理由 は 無い の で ある が , 一 面 より 
考 う る 時 は 國語 又は 國 字 は 國民 の 民話 的 自 邊 と 苑 る 可 か ら ざ る 
開 係 に あり , 耐 し て 愛 國 心 な る も の は 民族 的 自 國 の 結果 で ある 
事 を 考 う る と き は , 國家 の 改 度 は 國民 の 愛 國 心 に 無関係 で ある 
と は 球 い 得 な た い の で ある 。 臣 米 各 図 が 共和 植民 地 の 条 治 に 澤 つて , 
統治 國 の 國語 及び 國 字 を 普及 せ し む る に 努力 する の も 民 絢 の 同 
化 を 心材 く る に 外 な ら ぬ の で , 此 間 の 消 万 を 語る $ る の と 云う て 
よい 。 著 明 な 話 で ある が か の 工 府 の 信者 区 生 入 は 洪 事 の 造語 
が 欠 り に 深 か つ た 篇 め に , その 精 洛 まで も 支那 化し て 自ら 日 本 
を 東夷 と 稀 し 支那 を 中 華 と 各 し て 居 つ た と 球 う 事 で ある 。 現代 
た 於 て も 小物 得失 は 果 し て 無き や 否や 。 私 は 或 保守 論者 の 如く 
ョ ー マ 字 を 國 字 と する は 我 國 の 愛 國 心 と 全然 相 容 れ ぬ と 云う よ 
うな 事 は 信じ な い 。 け れ ど も ゃ も 之 と 同時 に 國 字 が 受 國 心 無量 係 
な り と の 説 に も 賛成 出来 た な い 。 昔 ドイ ツ の 大 宰相 ビス マー ク は 
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か の 縄 甲 形 の ドイ ツ 文 字 を ロー マ 字 に 改正 せ むと の 議 議 が あつ 
た 時 , ドイ ツ の 今日 ある は 全く と の ドイ ツ 文 字 あ る が 篇 めで あ 
る と 主張 し て , 嘱 平 と し て ロー マ 字 の 探 用 を 退け た と 云う 。 租 
國 に も 同様 の 論者 は 恐く は 輝 だ 多く ある だ ろう と 思わ れる 。 
を 要する に ョ ー マ 字 は 何れ の 踊 よ りゃ 國 字 と し て 和 施 不可 
本 で ある と 信 赤 る の で ある 。 


第 五 章 國 字 こし て の カナ 及び 
ロー マ 学 の 公孝 
近 來 國 字 改良 の 議論 は 官民 の 嘩 に 盛行 わる い 至 つて , 党 
字 の 鉄 距 不 便 を 認 む る 帳 に 於 て は , 程度 に 多少 の 相 條 こそ あ れ , 
誰 し ゃ 異論 の な い 所 で ある 。 唯 之 を 如何 に じ て 寅 行 す る か ゞ 問 
題 で ある 。 或 者 は 漢字 の 使用 字 敷 を 制限 すべ し と 云い , 他 の 看 
は 漢字 を 全 訂 し て カナ を 使用 すべ し と 云い , 叉 は ロー マ 字 を 國 
字 と し て 採用 すべ し と の 説 を な し て 居る 。 此 等 の 主張 に は それ 
ぞ れ 多少 の 根 近 が ある の で ある が , 時 と し て は 甚だ 首 育 し 難 W 
議論 を な す も る の も ある 。 殊 に カナ 論者 と ロー ャ 宇 論 者 と が 同じ 
< 國 字 改良 の 立場 に 立 財 し つい 往 を に し て 最 な る 揚 足 取り 的 の 
水 持論 に 時 を 路 し て 居る の を 無 儲 の 事 と 考 う る 。 使 つて 著者 は 
左 に 多少 の 重複 を 願 み カナ と ロー マ 宇 と の 得失 c 就 て 従 泰 唱 
えら れ た る 諸説 に 公 下 な 批判 を 試み , 以 て と の 問題 解決 の 一 敵 


放し た いと 思う 。 


第 一 節 ロー マ 宇 が カナ だ 優れ る 若 


(一 ) カナ モジ の 形 は 横 の 績 け 書 き に 適し な い 。 
従来 カナ は 縦 書 式 に 績 達し て 來 た 歴史 を 有 し , 耐 も 漢字 の 間 ネ 
助 字 と し て 使用 せら れ て 挫 た 開 係 上 , カナ の み を 酸 に 運 書 す 
る 事 は 困難 で ある 。 と の 吾 に 於 て ローマ字 は カナ に 勝る の で あ 
る 。 カナ を 模 書 に する 時 は , 現在 の 字形 で は 左 石 の 方 向 に 粘 章 
カカ の な い 人 和 含め に , 次 字 は 多少 離れ 離れ に 見 え を, た と い 敷 文字 を 
接近 せしめ て 一 語 毎 纏め て も , 一 語 が 一 語 と し て の 統 り に と 乏 
し い 事 は 事 資 で ある 。 

さり な が ら =ー マ 宇 の 此 利 諾 は 之 を 以 て 日 本 語 を 書き 表わす 
時 , 撲 言 す れ ば を 國 字 と し て 用 いん と する 場合 は 其 便 利 を 修 
程 割 | し て 考え ね ば な ら た な い 。 今 試み に 次 の 雨 者 を 比較 し て 見 
近 。 


一 マ 学 方 ., ナ 
アイ 2772 の 7 の 25/2/ ヤマ タカ ボー シ 
〇 27727Z2.o47Z の の スミ ダメ ガワ 
りき アフ / ィ 7777777 人 5//777 グ ノノ トコ ロ ザ ワ マチ 
272 の 822772727 の の 7/ ア の 52//Z/ マジ メニ = ご ン キ ョ ウス ル 


2Z の SSZ277742 さ の , 7277772229 の 2 イラ ッ シ ャ イマ セ ,。 マイ リマ セン 
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ロー マ 学 の 方 は 連 謝 書き の 結果 , 成 程 字 と ど し て は 一 語 放 見 を 
る が , 之 を 誤 む 事 の 難易 か ら 云 うと 未だ 恒 か に カナ より ゃ 容易 
で ある と は 云う 事 が 員 挫 な い 。 其 れ は 何故 か と 云う に , ロー マ 
了 チ は 日 本 語 の 一 府 が 大 鬼 二 字 か ぬら 成 る が 故に , 一 語 が 釣 程 の 長 
さ に 延長 せら る い の と , 緩 字 の 認識 に 多少 の 時 間 を 要する か ち 
で ある 。 印 ち 編 け 書 き に 適する 事 は ロー マ 宇 の 大 な る 利 度 に 相 
毅 な い が , 此 利 帖 は 綴字 の 延 戻 に 全 つ て 或 程度 を で 歴 消さ る * 
も の で ある 事 を 忘れ て は な ら な い V。 本 (だ 

一面 徒 拉 の 片 頒 名 を 適 営 に 改造 する 時 は , 或 程度 まで 枢 の 病 
け 笠 き 適する よう に する 事 が 出来 る 。 も と より 改造 し た 片 優 
名 は 党 初 より 完全 を 期す る 事 は 学 む 事 は 出来 な い ぃ の で ある が , 
彼 の 縦 書 の 下 依 名 文字 が 和歌 又は 俳句 の 書 骸 に 見 る が 如く , 時 
代 の 経過 と 共に c 運 書 cc 適 する よう c 王 達し た 事 を 思う 時 は , 改 
造 片 信 名 も 堂 初 不 完全 で あつ て も ゃ 有 之 を 使用 すれ ば , 時 を 経る に 
従 つて 完全 な る 形 に 進歩 華 達 すべ き 事 は 想像 する 難く な い 。 
即ち 現在 の 片 優 名 の ひみ を 見 て , 片 振 名 が 一 概 に 横 の 連 書 c 不適 
澤 と し て 徐 つ べき も の で は な い の で ある 。 っ 

或 ロ ー マ 字 論者 は 次 の 如き 事 を 書い て 居 つ た 。 

( イ ) 近藤 と 云う 人 が 横須賀 の 停車 場 で , 表 に カナ で 『 ュ ン 

ドウ 』 と 書い た 手 状 物 を 項 け よう と し た ら 明 員 か ら 断 ら 
れ た 。 ー ジ 


『 ウ ドン っ は 手荷物 に 出來 ませ ん ! 』 と 。 
Cm) 世界 大 戦 が 始ま つて か ら 間 も な い 話 で ある が , 或 人 が 
横須賀 軍港 に 軍艦 見 物 に 來 た 所 が , 艦 の 横 つ 腹 に 白 ペ ン 
キ で , 右 か ら 証 む と 『 ズ バカ ヵ .』 と 大 きく 《 書 いて ある の が あ 
つた 。 帝國 の 堂々 た る 軍艦 に 業 書 き が し て ある は 怪し か 
らん と 民 條 し て 傍 の 人 に 闘い て 見 た ら , それ は 明 逐 艦 の 
「 樺 」 で あつ た 。 
次 に と の 先生 段々 と 港内 を 溝 い で 行く と , 今度 は 左 か 
ら 計 むと 「 み か さ 」 と 云う 金 文字 を 艦 尾 に は り 付 けた 堂々 
た る 戦闘 術 の 側 へ 來 た 。『 ハ ハア , 之 が 彼 の 有名 な 東郷 大 
称 の 三 等 艦 か 』 と 思 つ て , 艦内 の 見 物 を 終 つ て 意 和 揚々 
と し て 軍港 を 引揚 げた が , 餅 は 其 れ は 串 西 亜 か ら の 分 博 
艦 の | 相 失 ] で あつ た ! 
此 の よう な 例 は カナ を 横書き に し た 時 は 左 か ら 右 に 証 む か , 叉 
は 右 か ら 左 KC 誤 む か ー 定 し た 約束 が 出来 て 居 ら な いか ら 起 り 得 
る 事 で , 其 約 束 さ を 出来 れ ば 何で も な い 。 敢 て 事 々 し く カ ナ モ ジ 
自身 の 鉄 患 で ある か の 如く 書き 立て ヽ 居 る の は 見 戯 に 類する 事 
で ある 。 此 種 の 議論 は 皇 に 笑 話 と し て 避 ぐ る は 差 支 えな い 事 で 
ある が , 國 字 改良 と 云う 如き 眞 面目 な 問題 を 論じ し つい ある も の 
は 企む べき 事 で あろ う 。 序 で ある か ら 切 に 一 言 を 費 し て 置く 。 
( 二 ) ヵ ナ は 人 名 遺 法 の 不 統 一 な る 不便 が ある 。 


60 
現行 の カナ 書 は 紛らわしい 千 が 多い の は 事 軟 で あつ て , イシ ャ 
(石屋 ) と 腎 者 ( イ シャ ) が 訪 作 えら れ , コッ ゥ シ ( 格 子 ) と 小 年 (コウ 
シ ) が 誤 ら る \ よ うな 例 は 珍 ら し く な い が , 之 は カナ モジ 自 血 
の 罪 で は な い 。 基 使 用 法 が 党 を 得 て 居 な い 罪 で あ る 。 故に カナ 
の 使用 法印 ち 優 名 門 法 を 改 む れ ば , 全然 この 不利 か ら 騰 る \ 事 
が 出来 る 。 優 名 邊 の 改定 に 有 持 する 私 案 は 之 を 後 章 に 譲る 。 要 す 
る cc 之 を 以 て 直 に ロー マ 字 が カナ に 比 し て 便 な り と 云う 事 は 出 
來 な い 。 
-( 三 ) ロー マ 宇 は 國 診 的 文字 た る 利益 が ある 。 
或 論 閣 は ロー マ 字 は 欧米 先進 國 に 共通 の 云わ ば 選 際 文字 な る が 
故に , も し ロー マ 宇 を 國 字 と すれ ば 外 國 人 が 日 本 語 を 届 京 に 便 
利 で ある と 唱 う る 。「 ロ ー マ 字 の すい め 」 (日 本 の ロー マ 宇 太 績 
行 同書 第 一 貢 ) に は 『 漢 字 と カナ と を 使用 し て 居る と , 書い た 
日 本 語 が 外 國 人 に 分 ら な い 久 め KC, 無用 の 誤解 や 回 感 を 招い て , 
國家 個人 の 峡 る 損失 が 少く な い 。 ロー マ 字 な ら ば 外 國 人 Cc 學 ば 
れ 易 く 上 の よう な 人 銚 害 が な い 上 に , 日 本 人 の 世界 的 殴 展 に 大 な 
る 利 答 を 奥 を える 』 と 書い て ある 。 

來 國 字 と 國語 と は 自ら 別 で あつ て , アル フ ア ベ クト を 知 つ 
た か ら と て 英語 が 詩 み 得る も る も の で も な く , 日 本 式 g ー マ 学 の 緩 
り 方 を 知 つ た と て , 日 本 語 を 理解 し 得る ぉ も の で な い 事 は 云う ま 
で も な い 。 海外 北 千 里 の 地 に ある 先進 語 外 園 人 の 中 , 特別 に 日 
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本 に 興味 を 有する も の を 現 と し て , 果して 人 が ロー マ 字 援 た 
る が 稿 め c 我 國語 を 肌 ぶ で あろ うか 。 否 ! 之 は 少し く 区 来 諸 
の 事情 に 通 地 る 人 に は 直 に 制 断 が 出来 る 事 で ある 。 

駐 或 論者 は 外 國 電報 等 が ビー マ 宇 に 非 ざ れ ば 使用 の 出 拉 な い 
事 等 の 理由 か ら , 孤立 的 な 日 本 文字 を 用 う る の 不便 を 歌 じ , 叉 
肝 外 的 文書 の 署名 に ロー マ 字 を 用 うる 必要 な ど を 遇 げ て , 國際 
的 な る ロー マ 宇 を 國 字 と すべ し ょ 説い て 居る 者 も ある が , 此 種 
の ョ ー マ 宇 に 必要 を 感ずる 少 敷 才 は 自ら 進ん で ロー マ 字 を 太 ぶ 
べき で あつ て , これ が 包め に 図 字 を 改め て 日 本 國民 全部 を 基 の 
道連れ と する の 必要 が 何 鹿 に あろ う 。 

私 は 人 て 或 ロ ー マ 字 諾 者 が 『 洋 服 も 西 準 の も の で ある が , 臣 
だ 便利 で ある が 故に 我 國 に 採 用 せら れ だ た .】 ヌ 『 度 量 笛 で すら 世 
界 共 通 で ある か らし て 我 較 で も メー トル 法 を 採用 する 事 に 決定 
し た 時 代 で ある 。 今 は 我 園 も 東洋 の 日 本 と し て 革 ん じ て 居 る べ 
き 時 代 で 無い 。 形式 上 の 世界 共通 は 現下 の 大 勢 で ある 』 と て = 
ー マ 学 を 國 字 と し て 探 用 すべ き を 力説 し て 居る の を 届 いた 。 何 
ぞ 知 らむ , と の 論者 は 大 な る 誤 を し て 居る の を 党 ら な い 、 

_ 私 共 が 日 常 洋服 を 着る の は , 其 れ が 執務 肥 と し て 便利 で ある 
か ら で あ つて , 『 世 界 共 通 』 又 は 『 國 際 的 』 で ある と 云う 理由 で 之 
を 着る 人 は 恐く は 無い で あろ う 。 上 度量衡 を メー トル 法 に 統一 し 
大 の は , 電気 妙 や 機械 也 守 の 還 位 と 同 欄 之 を 硬 界 的 に 灸 一 する 
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事 が 我 國 自身 に こも 基 だ 便利 苔むし ろ 必 要 で ある か ら で あ つて 
猫 之 を 芝 更 する 事 は 比較 的 容 色 な 事 で ある 。 世界 各 國 の 國 字 に 
至 つて は , 之 を 統一 する の 不可 能 な る 事 は 説明 する まで も な W。 
球 に 図 字 を 続 一 し た と て も 較 語 を 統一 し な けれ ば 愉 ど 何等 の 
意義 が な い . 団 語 に 於 て メー トル 法 を 度量 衡 に 控 用 し た と 同一 
の 殴 果 を 克 ぐ る に は 世界 各 國 が ロー マ 宇 を 採 用 し た 上 に , 更に 
進ん で エス ペラ ント 語 な り 又 は 英語 な り に 國語 を 統一 せな けれ 
ば な ら な い 。 面 し て 我 日 本 人 は その 結果 北 何 の 利 信 を 得る か 蓋 
し 走 い 條 に 過ぎ よ ょ 5。 

要する に と の 種 の 説 は ー 々 区 げ て 論 地 る に 足ら ぬ が , 要する 
に ョ ローマ字 が 図 際 的 文字 な り と 云う 事 は , ロー マ 字 を 國 字 と し 。 
て 探 用 する 上 に 殆ど 偵 値 な きも の と 云う て よい 。 

( 四 ) ョ ー マ 字 は 進歩 せる 文字 で ある 。 
カナ は 普 癌 文字 で ある が ロー マ 宇 は 秋 誤 文字 で あつ て 避 理 上 前 
者 より も ゃ 紙 達 し て 居る 。 故に ロー マ 字 は カナ に 比 し て 優 つ て 居 
る と の 説 を な す 者 も ゃ ある が , 國 字 と し て の ョ ー マ 字 の 條 値 は 廊 
字 と し て の 絶 時 的 償 値 と は 自ら 別物 で ある , 其 事 自 航 を 以 て 吉 
C 我 國 字 と し て の ョ ー マ 宇 の 利和 人 と 云う 事 は 出来 な い 。 抑 國 字 
は 其 國 語 を 完全 に 現 わす 事 を 主眼 と すべ き で あつ て 外 國 の 言語 
を 現 わ す 便宜 を 第 一 要件 と し て は な ら な い 。 元 挫 我 國語 の 普 に 
は 子 斉 が 含ま れ て 居 ら な い 。 ゃ 或 地方 の 方 言 と か , 極め て 特 
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種 の 語 に は 厳密 に 云え を ば ー 二 の 子 斉 ら し い 普 が 含ま れ た も の が 
無い で も な い が , 和 吾 そ は 今 そ う 云 う 學 外 的 場合 を 訟 議 到 て する 
必要 は な い 。 印 ち す べ て が 季節 か ら 成 り 立 つて 居る と 芯 う て 写 
い , 例え 々 ば カエ 玩 い キ と 広い ヒ * フ と 云う も る 皆 一 の 普 節 で ある , 
と れ 等 の 府 を 表わす に は カ と 番 き キ と 書き ヒ * フ と 書く が 最 正 
確 に 本 來 の 日 本 府 を 表わす も の で , 答 斉 文 字 た る ロー マ 字 が 言 
語 明 上 如何 に 獲 規 せ る 文字 で あつ て も , lk や ii や huifn は 生 
普 表 示 の 正確 さき に 誰 て カナ に 及ば な い の で ある 。 吾 々 が 園 字 
府 才 る 営 つて 区 も 志 れ て な ら ぬ 事 は 日 本 語 を 表わす に 最適 
せる 友 字 と 球 う 事 で ある . 色 ち 理 役 文字 た る カナ は 我 國 字 と 
て 國 斉 を 表わす に は 必要 に し て 充分 な る も の で ある 。 
( 丈 ) ロー マ 宇 は 外 図 音 等 を 富 す に 適する 。 
番 吾 及 字 は 香 節 文字 の 音 を 寛 す 事 が 出来 る が , 反 習 に 音 役 文字 
を 以 て 香 格 文字 を 向 す 事 は 出 洲 なじ ・ 故に 近 來 の 如く 外 國 音 が 
盛 に 引用 せら る 、 際 に は , カナ で は 之 を 表わす 事 が 軸 尺 ない 。 比 
傾向 は 艇 来 益 甚だ し く あ ろう 。 例え ば ラン プ と 書き マク ベス と 
書い て も lamp, Macbeth の 本 來 の 府 を 表わし て 居 ら な い 。 此 際 
ョ ローマ 字 を 必 て すれ ば 完全 に 之 を 表わし 得る と 云う の が ロー マ 
学 論者 の 説 で ある 。 
_ 此 説 は 一 鷹 却 も の よう に 陸 と ゆる が , 介 際 は 本 來 の 音 が 完全 
偉 え らら る ヽ の は 度 者 が 原 の 外 國 字 を 詩 み 得る 場合 に 限る の で 
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ある 。 何 と な れ ば ロー マ 字 の 義 音 は 英 , 全 , 首 , 商 , 西 等 夫 れ ぇ を 
異 つ て 居る , 面 し て 日 本 式 gー マ 字 の 開聞 は 一 大 その 何れ より 
も 異 つて 居る か ら で あ る 。 之 を 例え ば 英語 の “rue'" や “duty' と 
う 字 は 日 本 式 ー マ 宇 綴 だ け を 玉 ん だ も の に は 証 む 事 が 出來 

い 。:E と r と の 二 つ の 子音 の 績 いた も の は 和義 益 が 出 座 悪 いか 
らら, 恐く は 「 トル エ 」] と で も 衰 む の 外 は 無く “euty" は | ヅ チ 」 と で 
も 設 む で あろ う 。 こん な 語 み を する より は 不 完全 年 ちず ァ 
ルー |], 「 ヂ ュー チー」 と 衰 む 方 が 鈴 程 刊 り よい で あろ る う 5。 

炊 に は 講 者 が 外 國 語 を 一 箇 國 語 だ け 知 つて 居る と 依 定 せよ 。 
尼 場 合 に ローマ字 交 中 に 訓 箇 國語 が 交 つ て 引用 せら れ て 居 つ だ た 
と せよ 。 獲 逸 語 か 英語 の み を 知る も の は 人 語 の -1e, un, ein, m 街 
は 紙 茸 が 出来 ず , 便 語 か 英語 の み を 知る も る の は ぁゃ st- 等 は 貧 
茸 が 出來 ず , 又 便 語 か 獲 逸 語 の み を 知る る も の は 英語 の ch, oo 等 
の 王 は 出来 な いと 評 う 結果 に 終る の で ある 。 之 に と 競 て 滑稽 な 
ーー の 挿話 が ある 

歌 洲 戦 鍋 の 初期 に や 露 韻 の 戦場 と し て 有名 で あつ た ガリ シア 
の "Przemisl' と 云う 地名 は 何と 琴 共 し て 好い か 英國 人 IC は 証 め 
な い 。 タイ ュ ム ス 新 本 紙上 に 於 て 始終 議論 の 題目 と な つて 十 表 回 

の 投書 が あつ て , 最後 に ポー ラン ド 語 で rz は ss と 柳 昔 する の 
だ と 云 う 事 で 結 着 し た 。 つ まり prz と 云う 三 つ の 池 著 が 事 だ なの 
て は , 和則 選 は 半生 の 導 尼 あ 訂 導 人 
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原 字 の 組 を 基 供 に 書く と 云う 事 は 必ず し も ゃ 常に 便利 で ある と 三 
う 事 が 員 来 な い 例証 と な る の で ある 。 

俸 國 の “Reims" (地名 ) は 他人 は 「 ラン ス 」 と 衰 み , 英 人 は 「 リー- 
ふ ス | と 義 至 し , 狼 人 は [ライ ム ス 」 と 云う 。 日 本 人 が “lamp” を 
[ラン プ 」 と 球 い , Macbeth” を 「 マ クベ ス | と 書い て も 大 し た 大 支 
え は 起 る まい と 思わ れる 。 

然 ら ば 将 別 の 必要 か ら し て , 日 本 の 宇 に 無い 府 を 精 容 に 表 ね 
す 際 は 如何 に 虚 置 する か と 云う に , 此 場 合 に は ロー マ 字 な り ズ - 
は 高 國 散 昔 記 跳 な り を 借用 すれ ば よろ し い 。 或 ビー マ 宇 論者 か 

ナ 論 者 に 挑戦 し て 

Table' io iu kotoba wa, Eiso no “table'′ kara deta moao de 
aru. Fiso dswa kore o "teibl' to hatsuon skite iru: "16buru" 
dero nakereba, mata “tebulu'* demo nai. 

と 云う 婦中 の クォーテーション の 中 を カナ 論者 は 如何 に 書く か - 
と 云う て 居る の を 見 た 。 之 に 習 す る 私 の 答 は 至極 簡 当 で | ク ォ ー 
テー ショ ン の 中 の 宇 は 慕 仁 に し て 置け ば よろ し い 」| と 云う の で 
ある 。 要する に 惹 の 如き 必要 の 場合 は 例外 的 に 起 る も の で , 其 
場合 に カナ 文中 に ロー マ 字 な り 外 國語 な り を 必要 に 應 じ て 其 代 
引用 すれ ば 充分 目的 を 達する 事 が 員 来 る の で あつ て , と の よう 
な 例外 的 場合 の 必要 に 備 う る 和合 め に ロー マ 宇 を 國 字 と する の 必 - 
要 は 認め られ な い の で ある 。 
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ロー マ 宇 論者 と て カナ を 政 び 英語 を 明 ぶ 事 を 避け る 必要 る 無 
く , 又 カ ナ モ ジ 論 者 と て も ロー マ 宇 や 英語 を 胸 ぶ が よい で ある 
こら 

(大 ) ロー マ 宇 は 文明 の 利器 の 利用 に 適する 。 

ョ ー マ 宇 を 使用 すれ ば 泰 西 の ク タ ィ プラ ィ タ ー 其 他 文 明 の 利器 が 
電位 利用 し 得 ら る \ 事 は 明 で ある 。 然 し 碁 利益 は 此 等 利器 を 利 
用 し て 得 た 結果 が 有用 で ある 時 に 始め て 効果 の ある の で あつ て , 
非 結 果 が 有用 で な く て は 何 の 盆 (に も な ら な い 。 極端 を 場合 を 寺 
えば 痴 文 クイ プラ イタ ー は 猫 逸 語 を 國語 と する 者 に は 最 便利 jc 
利用 せら る の で ある が , 獲 介 語 が 我 國 民 に 詩 し て |「 猫 に 小 制 ] 
で ある な ら ば , 之 は 何 の 役 に も た た な い 。 此 場合 タイ プラ イタ 
-ー の 便 盆 ( に 浴 せ む が 先 め に 國語 を 狼 逸 語 に え る と 云う 理論 の 
無い り は , [ロー マ 字 が 文明 の 利益 の 利用 に 適 せ り 」 と 云う 事 
$ 先 才 最 先 に ロー マ 字 が 國 字 と し て 適 営 な り と 云う 前 提 の 下 に 
- 始め て 全 値 を 生ずる の で ある 。 換言 すれ ば ロー マ 学 が 國 字 と し 
て 不適 営 で ある と の 理由 が 他 に 在 る な ら ば , 文明 の 利器 の 利用 

ゃ る 條 値 の 無い 事 と な る 。 
(C 七 ) =ー マ 字 の 其他 の 利 生 。 
- 狂 ビー マ 字 は 其 字 敷 が 日 本 式 ー マ 字 緩 に よれ ば 十 九 字 に て 済 
- む 政 に 政 狗 に カナ より も 容易 で ある と 云う 読も ある が , 寅 際 は 
- 笑 字 髄 及び 筆記 骸 の 十 種 が あつ て 之 K 肝 し 夫 れ 々 を 大 小柄 種 の 
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及 字 が ある か ら , 上 の 四 倍 の 字 敷 に 達する 。 と の 他 K 記 台 も 了 


斬 す る 必要 が あり , 組 字 法 も 知る 必要 が ある の で , 著者 は カナ 


の 方 が 革 て 角 程 政 卿 が 容易 で ある と 思う 。 何れ が 容易 で 何れ が 
末 難 で ある か と 云う 事 を 断定 する 事 は 中 々 困難 で す る に 水 鶏 


論 ic 終 る で あろ う が , 何れ に し て も 了 斬 の 難易 は ロー マ 字 も カ 


ナ $ ゃ 五 二 歩 百 歩 の 問 に ある 事 は 疑い な い 事 で あ る 。 た と いび 最初 


一 通り の 了 悪 害 に 何れ か 一 方 が 他 放 の 倍 だ け の 時 韻 を 要する と し 


て る , 之 を 従来 の 漢字 の 政 釧 に 費 し た 時 間 や 他 の 諸 太 科 を 修得 
する 時 間 に 比 すれ ば 誠に 僅少 な 部 分 で あつ て , 殆ど 問題 と する 
. に 足ら な い 。 


穫 二 委 カナ の ロー マ 宇 (< 勝る 馬 


(一 ) カナ は 日 本 語 を 表わす に 最適 党 で ある 。 

( 二 ) カナ は ロー マ 宇 より ゃ 簡 深 で ある 。 

( 三 ) カナ を 國 字 と し て 専用 する 事 は 賀 行 が 容易 で ある 。 
、( 四 ) ロー で マ 字 は 國 字 と し て 羅 施 が 殆ど 不可 能 で ある 。 


以上 四 項 Ic 就 て は 上 に 第 三 剖 及び 第 四 聞 に 於 て 詳し く 逃 べた 所 


で ある か ら , 商 に 之 を 繰 肥 し て 述 ぶ る まで も な い 。 要する に 日 
本 語 を 表わす 最適 常 し て 居る 事 と ,・ 各 行 が 容易 で ある 事 と は 
カナ の ローマ 字 友 比 し て 有する 絶大 な る 強み か で ある 。 

殊 K 本 前 第 一 節 に 述 べ た る 所 を 弧 合 する に ロー マ 字 は 仔細 に 


6S 

研究 する 時 は , 或 人 を に 依 つ て 唱 道 せ ちる ヽ 如 き 大 な る 利 符 を 
具備 し て 居 ら な い 事 を 策 明 する 。 面 し て 渓 字 に 比 し て ロー マ 字 
の 具有 する 利 虹 一 興 言 すれ ば 茸 符 文 字 の 性 臣 上 附 随 し て 挫 る 諸 
種 の 利器 は , 殆ど 同様 に カナ に も ゃ も 価 わ つて 居る の で ある が ら , 系 
來 我 國 字 と し て 用 いら る べき も の は 國語 を 表わす に 適し , 且 利 
行 の 容易 お る カナ を ない て 他 K に 無い と 信 才 る の で ある 。 


第 六 草 國 字 改良 に 関す る 各種 の 具 鈴 案 
索 一 節 國 宇 政 良 論 の 歴史 
字 改 良 論 の 歴史 に 就 て は 菅 沼 岩 蔵 氏 著 「 婦 字 女 改 良 
論 」 及び 安達 常 正 氏 著 「 党 字 の 感 究 ] に 之 を 詳 逃 され て 
居る が , 本 人 節 は 主として 安達 氏 の 著 に 搬 つ た 事 を ぉ 条 り 
する 。 デ 
漢字 の 不便 は ずつ と 以前 か ら 識 者 は 多少 認め て 居 つ た の で あみ を: 
ろう 。 國 了 者 た る 賀茂 眞 濁 は 「 漢 字 は 一 言 に て 種々 の 意味 を 有 
し , 又 一 語 に て も 種々 な る 字 を 営 て , 信 分 の 骨折 りあ り て 類 は 
し 」 と 球 う て 居り 。 又 本 居 宜 長 は [本邦 に は 優 名 と 去 ふ も の あ 
り て , 自由 に か い \ い るい に , それ を す て ょ 不 自由 な る 和 論 を 以 て 
か いむ な と する は , いか な る ひ が 心 で 」 と 申し た 事 が ある 。 之 は 
強 ち 國 表 者 の 商 宮 敵 攻撃 と の み 見 る べき で 8 無 っ 。 
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今 より 六 十 年 ば か り 前 部 ち 度 應 三 年 十 二 月 に 前 島 密 が 漢字 麻 
止 論 を 唱え , 時 の 開成 所 頭取 松本 詩 大 夫 請 う て 乏 軍 徳川 度 喜 
に 如 白 し た 事 が ある そう で ある 。 明治 二 年 に は 前 島 男 は 旗 漢 字 
私 見 書 を 時 の 系 議院 提出 し , 南部 義 寺 は 國 字 論 を 著 し 洋 字 
を 以 て 渓 字 IC 代 うべ し と の 建言 を し た 。 同 六 年 に は 西周 が 明 六 
雑誌 上 に 和文 を ロー マ 字 K 織 更 すべ し と 論じ , 又 其 頃 森 有 歪 は 
我 國語 に は 漢字 治 語 等 が 多く し て , 政 宮 に も 使用 に も 困難 上 且 不 
便利 で ある か ら 根 本 的 に 英語 を 國語 と し て 採 用 すべ し と の 意見 
を 有 し て 居 つ た が , 営 時 米 園 人 ホイ ツ ト ニ =ー の 諫言 に 佑 つ て 思 
い 止 まつ た ょ 球 う 事 で ある 。 

営 時 扇 澤 謙 吉 は 特に 國 字 改 良 論 な どい ヽ 標 頂 は し な か つた が 所 
詩文 明 開化 の 許 農 を 立て , 大 西洋 主義 の 喜 吹 に 努め , 其 著 書 
た る 「 画 問 の すい め 」 又 は [西洋 事情 等 に 於 て 大 KC 漢字 漢語 の 難 
女 を 排 し , 通俗 王 易 な る 一 種 の 文 骨 を 創出 し た 。 起 連 に 乏 溢 の 漢 
宇 制 限 , 言 文 一 致 婦 の 散 工 と た つた も の か も 知れ な い . 双 詞 知 
源一郎 は 國語 に 開 し 生 同 一 の 律 法 を 以 て 政治 上 の 意見 を 績 表し 
て 居 た 。 以 上 は 較 字 改良 論 の 第 一 期 と も 舟 す べき も の で ある 。 

明治 十 年 以後 は 西洋 の 文明 開化 主義 の 多少 の 反動 と し て 較 字 
主義 説 が 少 し く 起 つて 來 て , 第 一 期 に は 反 故 紙 同 様 に 取扱 われ 
た 党 籍 $ 多 少 取り 出さ れる よう に な つた が , 一 方 國 炊 な る 言 
が 唱 道 せ られ , 其 結 果 と し て 國語 の 上 に 優 名 採用 論 が 始ま つて 
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失 た 。 十 六 年 に 至り 大 槻 方 彦 , 近藤 眞 本 , 丸山 作業 等 が 主唱 者 
と な つて [「 優 名 の 會 ] を 組織 し た 。 面 も 其 論 者 中 に 三 派 が 出来 て , 
ーー は 従来 の 古風 の 候 名 條 法 を 黒 守 する も の で 之 を 月 の 部 と 球 い 
二 は 國 語 の 融 斉 を 基 供 殺 斉 通り 人 名 で 書 綴る も の で 之 を 寺 の 部 
と 云い , 三 は 此 二 法 を 折 吾 す る も の で 花 の 部 と 各 し た 、 即 月 雲 
花 の 三 泊 に 分 れ た の で ある 。 耐 し て 「 優 名 の 會 」 と 前 後 し て = ー 
マ 字 會 が 組織 せら れ , 各 を 機関 雑誌 を 散 行 し , 又 演 読 C 討 論 
中 々 の 議論 を 闘わ し た の で あつ た 。 今 営 時 の 國 字 改良 論 の 主 な 
る も の を 移 で ぐれ ば “ 
ー. 十 四 年 十 二 月 伊藤 圭介 は 東京 吾 院 茜 誌 上 ic「 と れ や も 
また くち よく | - 款 な ふ べ くし て 」 その と 軸 設 略 還 欄 才 
が た き の せつ 」 を 掲げ , 
二 . 十 六 年 六 月 に で 。 マ = ェ ツ ト は 狗 逸 協會 で , 漢字 の 不便 を 演 
説 し , 
十 六 年 十 月 成島 柳 北 は 湧 津 生 の 名 を 以 て 朝野 新聞 抵 上 
に 於 て , 殊更 < 解 し 難 き 優 名 文 を 掲げ て 優 名 論者 を 抑 忠 
75 
四 . 士 上 年 二 月 に 外山 正 一 は 東洋 静 鞭 灯 誌 上 K 於 て 漢字 を 度 
すべ し ょ 論じ, 
五 .・ 十 八 年 二 月 に , 片山 淳吉 は 大 日 本 数 育 會 雑誌 上 に 於 て , 
[か な の け う いく 〈」 を 論じ 


吊 


ー 
を 


其他 加藤 , 松井 矢田 部 , 坪井 の 諸 博士 等 の 陣 向 か 出 で , 中 論 
選 験 相互 に 鏡 を 仙 り , 火花 を 散ら し て 共に 漢字 稀 り の 普通 女 を 
硫 玩 せ ん と し た 。 併 し 一 に は 又 普 通 廊 防 名 の 雄 系 も 出 で , 矢 
野 文雄 の 漢字 の 便利 を 唱 道 す る 頃 に 至 つて , 装 に 國 字 改良 論 

一 段落 を 告げ , 二 十 年 前 後に て は 何時 と は 無く , 國 字 改良 に 
開 す る 諸 含 は 相 共 倒れ て 任 舞 つた 。 此 時 代 は 之 を 第 二 期 と す 
る 事 が 出來 る 。 

。 明治 ニ 十 一 年 以 修 は 一 般 文政 は 滋 次 に 和合 達し た が , 國 誠 改 良 
K 開 する 諸 滞 は 暫く 起 ら な く な つた 。 之 は 以前 の 失 必 区 筐 り て 
艇 り 突 飛 な 計 午 を 立て な か つた の で ある 。 然し 和 運 は 潤 次 言 娘 
一 硫 の 骨 を 採用 する に 傾き , 少 敷 の 反 習 は あつ た が , 大 勢 に は 
薫 抑 すべ くも な く 〈《, 政文 租 が 潤 欠 買 用 せら れ て 來 て , 小 堅 校 の 
吾 科 草 に も を 一 種 の 文 杉 と し て 認 む る よう に な つた 。 従来 は 
才 聞 雑 誌上 に 演説 の 速記 録 等 の 外 に は 多く 用 いら れ な か つた も 
の が 洛 こ の 文 壮 に て 起 稿 する も の が 増し て 來 て , 小説 類 に 至 
つて は 殖 ど 言 婦 一致 骨 で な く て は な ら ぬ よう K 成 つて 來 た 。 弥 
所 三 十 年 前 後に は 言 娘 一 致 合 が 組織 せら れ , 大 に 其 音 及 を 尊 乱 
_ も た も の で ある 。 

。 固 治 三 十 三 年 に は 次 部 省 が 小 牌 校 に が ける 宇 音 優 名 遺 法 を 割 
定 し , ヌ 待 常 小 了 拉 に 於 ける 漢字 の 制限 を 規定 し た 。 走 が 宇 青 
散 び 字 訓 人 恨 名 進 を 共通 的 の も の と な すべ き 要 求 の 暴論 を 作る 動 
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機 ほ な つた 。 

明治 三 十 六 七 年 頃 よ り は , 較 諾 改良 論 は 再び 盛 に な り , 還 語 
優 名 門 法 の 問 時 は 大 に 世 の 注 意 を ひい て , 明治 三 士 七 年 に は 女 
部 省 よ り 又 々 國語 概 名 候 法 改正 に 関す る 府 問 を 華 し た , 然るに 
同年 於 ける 高 等 数 育 會 議 に 誰 て は 決議 の 延期 を 答申 し た 。 机 
來 此 等 の 事 に あま り 興 味 を 有 し た か つた 政治 家 等 も ,。 大 ic 之 に 

意 す る よう に な つて , 國語 調 相 會 も 設け られ , 三 十 九 年 の 高 
等 教育 會 議 に 於 て は 相 営 の 決議 と なす に 至 つ た の で ある が , 意 
外 に ゃ 貴族 院 の 問題 と な つて , 加 時 頓挫 の 有 様 と た つた の は 記 
だ 遺 憎 の 至り で ある 。 

一 方 同年 頃 よ りか の ョ ローマ 宇 探 用 論 が 再び 盛 に な り , 今回 は 
多少 形式 を 迎 じ て , = ー マ 宇 會 な る も の を 組織 し , 上 る 著 連 な 
作戦 計 書 を 以 て 運動 を 起 し , ロー マ で 字 専門 の 雑誌 も 十 三 種 を 縮 
行 し , 展 信 合 を 催す と か , 児童 に ロー マ 字 を 教 う る と か , 或 は 
自己 の 著書 を ロー マ 字 に て 書く と 云う 熱心 家 も ある 有人 様 と な つ 
た 。 

他方 位 名 較 宇 論者 も 。 人 氷 の 宇 形 を 有する る 優 名 其 僅 に て は 時 
代 の 要求 に 適合 し な い 事 を 知 つ て , 小森 徳之 氏 の 如き 二 二 年 來 
その 考案 に 成る 特種 の 棋 書 優 名 を 唱 道 し て 居る 。 衣 年 楽 條 名 の 
改造 に 肘 す る 議論 は や ゝ 世 潮 の 注意 を 引き , 特種 の 工夫 を 凝 し 
た 自己 の 流 義 を そ を に 依 つ て , 彼方 此 方 に 優 和 名 の 人 租 が 出 挫 て ,。 夫 
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れ 夫 れ 宣 人 逢 に 上 鞭 し て 居る が , 新 優 名 字 の 運 は 日 久義 く あ る か 
ら , 未だ 不 充 分 な 及 が 多く ある を 脱 れ な い 。 然 し 自ら 優 名 の 國 
字 と し て の 便 倫 は 近 未 滞 く 識者 の 間 に 認 め ら る い \ に 到 つ た か ら , 
敵 来 この 運動 の 盆 窟 に な る べき 形勢 に ある 事 は 明 で ある 


第 二 節 日 本 式 ロ ー マ 宇 案 


(一 ) 案 の 内 容 。 
ロー マ 宇 國 字 論 の 代表 的 案 と し て , 菅 に 田中 館 愛 橘 , 芳賀 矢 
一 , 大 河内 正 倫 , 田丸 吾郎 氏 等 に よ つ て 代表 せら る いい 日 本 の = 
ー マ 字 礼 の 採用 する 日 本 式 組 方 に 就き て 大 要 を 逃 べ よう 。 
日 本 式 組 り 方 の 特徴 は , 五 十 斉 の 各行 に 一 定 の 父 字 を 使い , 久 
斉 の 緩 り 方 が 規則 正しい 。 
従来 世間 に 行わ れ て 居る へ ボン 式 ロ ー マ 字 緩 方 と は 多 程 相 佑 
し た 器 が ある 。 今 そ の 相 培 の 膨 並 に 直 か の は 則 を ぐ れ ば 次 の 
如く で ある 。 
一 ・ は ね る 昔 ( 鼻 埋 ) に は 凡 て nm を 使う 。 
例 . Anma, Kanban 
。 つま る 理 ( 促 益 ) に は 次 に 來 る k, s, tp を 二 つ 重 ね て 書 
く , 
例 . Seki, Ressya。 Deti Ityome, Sappari. 
三 。 引く 香 ( 長 音 )C は 母 府 ae, jo,u に (^) を つけ , 又は 
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(第 6 園 ) 
日 本 式 ロ ー マ 学 組 り 方 


宮 の 各 行 に 一 定 5 
日 本 式 崩 り 方 の 特徴 1 造ら 鐘 6 才 が 天 回 は 


キャ | キュ | キョ 
ko _kya | kyu | _kyo_ 


シャ ンー っ ショ 
SY& SYUu SYO 
チュ チョ 


ジャ 

zya | zyu ト z 

ヂ ャ あー デ ョ 

dya | dyu | dyYo 

ビ ャ 凍 PE ビュ ビ ョ 
-bi | bm | be | bo bo | bya | byu. _byo_ 

ビ ャ PT PF ピュ 攻 き 

Pya | pyu | pyo 


(特に 大 文字 の 時 は ) 母 幸 を 二 つ の 重ね て 書く , 
例 . Kobe, Oosaka, Toky6. 
四 .. ヤ 行 の 1 ュ , ツ 行 の ウ は , ア 行 の イエ ウ と 同じ と と , 
五 . 扶 斉 に は 凡 て y を 用 うる 。 従 来 の へ ヘボン 式 で は , サ 行 , 
行 , へ 行 , ザ 行 , ダ 行 が 規則 正しく な い 。 印 ち 


sa shi su se so sha shu sho 
ta ch tsu te to cha rhu cho 
ha hi fh ke ho Lya hbyu ho 
本 WW mm や zo Ja 。 ja jo 
隊 en m 二 お 


日 本 式 ビ ー マ 字 緩 方 に 於 て は 言葉 の 附け 離し に 就 て は 大 配 次 
の 規則 を 適用 する の で ある 。 

ー.。 名 詞 又 は 代名詞 と 共 炊 に 挫 る 「 て に を は 」K( 開 係 詞 ) と は 離 
し て 書く 。 其 他 形 容 詞 , 副詞 な ど 女 法 上 一 語 の 役 を な し 
て 居る 言葉 は 一 語 す つ 編 め て 書く 。 
文 草 の 最初 の 一 字 と , 名 詞 の 頭字 は 普通 名 詞 で ある と 固 
有名 詞 た る と に 拘わら 才 凡 て 大 次 字 に て 書く 。 

三 . 組立 言語 は 線 て 績 け て 書く 。 面 し て 刊 り よく する 和信 め に 

1 つなぎ 上 -) を 間 に 入 れ て も よい 。 

今 炎 に 上 の 法則 の 適用 の 例 を 旦 げ て 見 よう 。 

1。 名 詞 及 代名詞 は ga, no, ni, wo, made, yor: 等 の 闘 係 詞 か 


[1 
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らら 離し て 書く : 一 Yama ni Hana ga sata : watasi wa sore wo mmite 
kita. 但し wsga, sono, kono, ano 等 は 績 け て 書く 。 

2. doro, gata, tah, ra な ど は 勘 前 の 言葉 に 績 け て 書く 。 

Ano Hixotan wa watasira yoriwa Kodomo ga 6 
ら 5. 同 言 葉 を 重ね た の は 績 け て 書く 。 
Yionig HO Kat 8 GBD Ge 
Giron no Husibusi wo srabete miruto . . 。。。 
長く な つて 見 分 け に くい 時 は 「 つなぎ 」 を 入れ て も よい 。 
Tanima_tanma mi nak Tori no .. . . . 「 
4 邊 組立 言葉 は 一 つの 言葉 だ か ら , た と い 長 く と も 稚 け て 書 
く 。 但 し 適宜 に 「 つ な ぎ 」 を 入れ る 事 は 前 の 通り で ある 。 Yaraz 
takab6s, Hinomiyasura。 INabsyakiudon。 NanairotGgarass,。 Odawaraty6hm 
が 営 然 だ な けれ ど も, Yamaraka-b9s。 Hinomi_yagura。 Nabsyaki_udon, 
INansrro-:6garasut と し て も よい 。 此 の 時 に は 終り の 重 な 名 詞 の 前 
に 「 つなぎ を 入れ る 。 「 

5. Go Oa OO, Da, Sy6, Co, Ko 等 や , 敷 言葉 で 出 夜 組 
立 言葉 は 附け て 書く : 一 Go5y6a, Ckuruma, Ody6san, O-Hana 
(固有 名 詞 の 電 合 ) = ei Oo Jasemoi, Konusubixo。 Hutago, 
BBBHikies IMeasi Ondorn. 「 

6. 人 の 名 前 は 苗字 と 名 と の 間 (「 つ な ぎ 」 を 入れ て 爾 方 共 に 
大 文字 で 始め ある: 一 Sat6-Seitaro Miaamoto-no-Yositune (西洋 流 
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KK 名 を 前 書き 苗字 と 後に 書 く 時 は ,「 つ な ぎ 」 を 附け な い 一 
Seitaro Sat6。 Yositune Minaroto. し か し 之 は 日 本 文 に は 使わ な い ))。 

7. 地名 は 貫 け て 書く : 一 Sumidasawa, Tsgonoura, Huzinoyama, 
Kameidomura。 Yamanzsiken,。 Mus_srao-Kuni。 Akeboo6. 光 も 語 . 
尾 の 府 皮 市 民 町 村 等 は 小文字 の 島 , 前 に [| つなぎ 」 を 入れ て も よ 
ろ し い 。 但 し 市 街 の 町 名 C は 「 つ な ぎ 」 を 附け な い 。 

S. Ten 6( 何 ぇ 天皇 の ), Heiks, Denka Kakka, Dono, Sama (人 
名 の 炊 K 際 け る ),。 Udi Kun 等 や .Dansyaku Taisy6, Syokikwan, 
Hakusi Gakusi 等 は 大 文字 で 始め て , 護 し て 秋 く 。 女 の 名 に 了 晴 け 
る ko は | つなぎ 」 を 入れ て 小文字 で 書く 。 

Ziamu Tenn6。 Tenno Heika。 Yanssina-no-miya Denka, Ngi Taisy9, 
Tan be Hanz, Yamada Soatyo Dono, Hana-ko Sama,。 O-Ume San. 

大 導 博 士 等 に 基 種 類 を 分 ける 言葉 が 附 く の は , それ を 際 け て 
書く 。 例 を ば Aoyama szkuh kusi。 Uehara Rikuguntaisy6 と 書く 。 
同じ 「 様 ] で も 普通 名 詞 に つ ず く 場 合 は 績 け て 書く 。 OGsama, 
Niisan、Kamisema, Kurumcyssan,。 Heitsisan。 Onawarisan. 

9. 役所 , 生 祉 , 取 校 , 商店 宇 の 名 よ は 績 け て 書く 。 Kaicunsy6, 
N6syomusy6, Yabmkyoku, Kosyogakko, Kbusikk sisya。 Yasencw isya, 
Ryoriten. 

10. 土地 や 人 の 名 前 が (9) の 言葉 の 前 に くる 叶 は 吹 し て 書く 
ミー 16lo6 Teikokudaigakn Yamanasi Tjh6sanbsnsyo Nasoya 1TyagekkG, 
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- iMitukosi Gohukuten。 Oota He6rikgzmusyo. "TSyo Eizyukukenkyakwai 
は 東洋 建て た 美術 研究 會 。 “ Tow6bizyutu Kenlyokwai" は 東 津 
の 美術 を 研究 する 會 。 前 の は 1Sy6 Fizyuxu-kenkyQ-kwai。 後 の は 
Tey6-bizyutu Kenkyakyi と し て も よろ し いと 。 

11. 物 の 双 , 形 , 善悪 等 を 表わす 言葉 多 ち 形容 詞 に は ユ <no 
-na, -naru, -rasi,-gata,-yoln な ど を 随 け て 書く 。 

Oolkna Gaku. osorosn Doro56 otokorasn Hito, jny6na (iiy6naru) 
Sokudo, yomyoi Hon, kakinikui Kami。 isino Tori 石造り の 鳥居 )。 
同じ く 「 石 の 」 で も 形容 詞 で な 場合 は kono 操 no Mekaa の 如 . 
く 離 し て 書く 。 な お 大 文字 と の 附け 離し で 意味 が 明 に な る 場合 
の 例 は , 6kna Otoko no Kodomo ( 親 の 方 が 大 きい ), 6kina otokono 
Kodomo (子供 の 方 が 大 きい )。 

12. 働 の 有 様 や 形容 の 度合 な ど を 表わす 言葉 印 ち 副詞 は , 語 
尾 -ku, -siku -m -to な ど を 附け て 書く 。 

Yoku kakn, tadasiku yomu, mazimeni bsnky6suru, tyanto dekis, 
seimituni sirabs_u, hizyoni utukus. | 既に! | 更に] な ども 同 展 : 一 
sudeni, sarani. 

18. y6ni, gurami, hodoni, goxoku は 前 の 言 棋 と 離し て 書く 。 

Hari no yoni hosoku。Kami gurami usuku Midu no gotoku awaku. 

- 名詞 と 副詞 と 書き 方 で わか る 例 : 一 Dote niwa jimenai Hana 


ga seita.( 到 り な く 〈 く 喘い た )。Dote niwa Iimen mi Haaa ga saRa. ( 


きき 
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面 だ け に 咲い た )。 

14. 動詞 に は , -ts, -ta, -ta-6⑥, -tara (-taraba), -cba, -domo, -besi, 
-beku,。 -nai。-na (泰正 の ), -mai,-rareru。 -to (-eba と 同じ 意味 の ) 
等 を 附け て 書く 。 

Arute kita-a Ki ga hareta kara, benkyGsuru Tumori de rruto,Kyaku 
mi orarete cekinakafa. 

15. -suru,-zuru,-masu, -mase は 前 の 言葉 に 附け て 書く 。 

Sassuru。ronzu u。manrimasu。 mairimmasyO, raSsyalrnase. 

・ 16. itasu、tukamaturu tatematuru, tamau,。 asobasu, nasaru は 難し 
て 書く 。 

Watasi wa ryokG itasimasu ga, anata mmo asobasitewa ikasa desu ka 3 
(Ryok6 wo ょ 葬 時 は 名 詞 に な る か ら Watasi wa RyokG6 wo 
itasimasu .、。。 <. )。 

17.「 て に を は 」 の 組合 せ た の は け て 書 く 。woba, womo, nimo, 
karawa,yormo. no は | て に を は 」 に も ゃ 代名詞 に も な る 。 Kore wa 
6kina no ni rete cki nasai ! (mono n の 意味 )。 Sore wa 6sugru to 
ifta non, kikanar mon'′ da kara (keredomo の 意味 )。 

1S. 一 鐵 二 尺 三 寸 , 三 百 五 十 彫 四 十 五 録 , 十 本 , 二 填 須 , 一 
人 ,。 百人 な ど は , ikken nisyaku sanzmm (1-ksn 2_syaku 3-zmm), 


sanbyaku gozyQ En sizyQgsosen (350 En 45 sen), zyuppon 又は zappon 


(0-pon), nizyussatu 又は mnizissatu (20-satu) hitoni,hyakunin 
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金 の | 園 ] だ け は 離し て 大 女 字 で 書く が , 共 他 分 量 に 開 必 し た 
敷 言葉 は 後に 添え た 言葉 まで つ ず け て 書く 。 自 用 敷 字 を 使 場 
合 に は 著 炊 KC「 つなぎ] を 入れ る の を 本 式 と する が , 寸 の zon, 本 
の pon の や うな 震 便 の 紛 化 が な い 場 合 な ら ば [つなぎ 」 を 首 い て 
も よい 。 

日 本 式 g ー マ 宇 組 り が 従来 の 諸 種 の 綴 方 に 比 し て 日 本 語 
適し て 居る 講 搬 と し て , 同 論者 は 次 の 如き 例 誠 を 品 げ て ゐる 

ー・ 動詞 の 迎 化 。 日 本 語 の 文法 で 同種 類 に 局 し て 居る 動詞 

| 書く 」「 流 む 」「 押 す 」 [立つ 」 の 織 化 を 書い て 見 る 


kak-u,。-anan。 っ , -e, -6 kak-u。 -ana。 コ , -e, -6⑥ 
日 の Mo ee EE 
kum-u, -ana。 ココ ,-e,。-0 ポ kum-u。 -anau。 っ -6 -6 

内 だ 】 
に き スス レイ に に へ 
式 lou -aman も eo る -6| 式 | os-u。 -ana。 -h で 。 -6 
tat-u。 -anan。 っ で, -0 ta-ts-u,-tanai,。-chi、-te -16 


日 本 式 で 四 つ の 動詞 が 全く 同型 で 行く が , へ ボン 式 で 
は そう は 行か な い 。 と の 他 文 語 の 文法 で 中 二 取 下 二 区 に 
属す る 「 落 ち 落 つ ], 「 捨 て 拾っ] を 同種 の 「 起 き 起 く 」「 受 
け 受 く 」 と 較べ て 見 て も 同様 で ある . 

二 . 番 便 の 獲 化 。 「 玉 , 赤玉 」「 近 い , 手 近い 」「 連 れ , 道連れ は , 
日 本 式 Tama, Akadara : tkai tedikai: Ture, mindure. 

へ ボン 式 。 Tama, Akadama : chikai, tejikai : tsure, michizu:e. 


日 本 式 で は # が d に 締 る と 云う 規則 一 つ で 養 き て 居る 
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の に , へ ボン 式 で は 其 れ が 三 通り の 鍛 化 に な る 。 この 様 
日 本 式 の 方 が 人 簡 昌 に た る の は 決し て 偶 炊 の 事 で は な く 
て , 其 れ が 日 本 語 の 性 費 に 適 つ て 居る か ら で あ る 。 
動詞 の 香 便 擬 。 俗 語 の 秋 便 紛 化 に kakeba, kumeba, oseba, 
tateba た ど を つめ て kakya, kumya osya, tatya と 云う 事 が あ 
る 。 日 本 式 で 見 れ ば 之 は , eba が ya に 色 る と いふ ー つ の 
鍵 り 方 で ある が , へ ボン 式 で osha, tacha と 書く と, 其 等 
が 同種 の 織 化 で ある 事 が 分 ら な い 

音 の 反 切 。 漢 字 の 理 を 漢字 の 字 引 で 引く と き に | 何々 
切 ] と ある 。 例 へ ば 「 加 ]」 が 「 古 牙 切 ] と ある の は k(o-gJa 
の 初 と 終り と で 「 加 ] の 府 を 知る の で ある が , [ 地 」 を 見 る 
と 「 徒 利 切 ] と ある か ら , to-ri で 自然 に 日 本 式 の を 得 


る 


と の 外 に も 種々 の 例 誇 が か ある が 凡 て の 場合 に タツ チ の 嗣 尿 は 
カキ ク や マミ ム ス の 開 係 と 全く 同様 で あり , 又 シ ャ , チャ 等 も キャ , 
ミ ャ 等 と 全く 同様 に 使わ れ る 。 印 ち チ , ツ , シャ , チャ 其他 上 凡 て の 
音 は も tu sya, ba 等 日 本 式 組 り 方 が 表す 通り の 斉 格 を 以 て 使 
われ て 居る の で ある 。 これが 印 ち 日 本 式 が 日 本 語 に お ける 諸 香 
の 開 係 を 正しく 表わし て 居る 理由 で ある と 

( 二 ) . 日 本 式 ー マ 宇 案 の 批 評 。 

日 本 式 = ー マ 字 綴り リカ は ロー マ 宇 綴り 方 を 五 十 昔 賠 に 結び 附 
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け て 日 本 府 を 祥 す と 云う より ゃ , 日 本 語 を 比較 的 笠 な る 規則 
に よ つ て ロー マ 字 を 以 て 書 と うと する 所 に 特徴 を 有 し て 居る 。 
と れ が へ ボン 式 よ り は 修 程 日 本 化し て 居る 敵 に お の て 國 学 と し 
て の 使用 上 便宜 は 多い で あろ う 。 その 代り 学 の 一 字 を 々 の 錠 理 
中 に は 本 來 の 英語 等 の アル フ ア ベ ツ ッ ト の 生 府 と は 湊 だ し い 踊 9 
の ある も の と な つて 居る ろ も の が ある 。 と の 郵 に 座 て は 或 種 の g 
ー マ 字 論者 が 唱 う る 外 國 人 が 我 國語 を 履 う の に 便 で ある と 球 う 
移 地 か ら は , ロー マ 宇 壮 り の 退 歩 た 天 て よら 。 鈴 し 善い 方 面 
か ら 到 を ば, ロー マ 字 の 使用 を 日 本 化し て 國 字 に 適する ょ うに 
進化 させ た と も ゃ も 去 い 得 る が , 要する K 日 本 式 組 り 方 も 我 國 字 と 
し て ョ ー マ 字 共通 の 鉄 弓 は 殆ど 具有 し て 居る の で ある か ら , 國 
字 と し て の 適 不適 は 既に 第 三 章 に 於 て 枕 べ た 所 で 寺 き て 居る と 
昌 う 。 


索 三 節 優 名 國 宇 案 
基 の 一 小森 式 横 書 企 名 
(一 ) 楽 の 内 容 。 
小森 徳之 氏 は 明治 八 年 洲 國 に 航 し , 在外 二 十 談 年 の 聞 本 務 の 
修 ロ ー マ 字 一 新 工夫 字 一 片 優 名 に 就 て 研究 の 結果 , 一 種 の 桂 書 
文字 を 工夫 し た 人 で ある 。 明 治 三 十 四 年 角 朝 以来 私 費 を 接 じ て 
革新 工夫 c な る カナ を 宣 偉 する 移 め KC 横 書 片 盆 名 沖 な る も の を 


SS 


組織 し て , 毅 年 前 物故 する まで 之 が 普及 に 努め て 居 つ た 。 光 も 
横 書 片 恨 名 に 従来 と 異 る 一 種 の 形 問 を 異 う る と 云う 考 染 は 井上 
博士 (明治 二 二 七 年 皿 月 ), 木村 鷹 太郎 氏 ( 明 治 二 十 八 年 六 月 ), 泡 
沼 岩 蔵 氏 著 「 文字 文章 改良 論 上 明治 二 十 八 年 十 二 月 ), 等 に も 芝 
ic 一 寸 掲 載せ られ て 居る 。 然 し 之 を 相 営 組織 立て た の は 氏 を 以 
て 叶 先 と する 筐 に 於 て , 氏 の 努力 は 多 と すべ き も の で あろ 2。 


小森 式 横 書 優 名 の 特徴 を 加 ぐ れ ば 

ー. 我 國 園 有 の 片 居 名 を 横 列 し て 記す ナ よ うに 適 営 な る 形 の 新 
笑 字 明 を 作 つ た 事 、 

二 . 此 活 字 骨 は 二 箇 の 横線 間 に 入 る よう に c 高 さ を 一 定 し て あ 
る 事 

三 . 棋 に 病 け 書き し 得る よう , =ー マ 宇 の 章 書 骨 疾 以 し た 
新書 人 を 作り た る 事 。 


皿 . 活 半 普 , 渦 的 理 , 年 濁 拓 理 を 各 一 字 に て 表わす べき 新 字 
を 作 つ た 事 。 例 へ ば キャ , キュ , キョ を カ ", ク ", コ ′ に て 
表わす の 類 で ある 。 

五 .・ 促音 を 表わす に 従来 の 「 ツ 」 に 代 う る に 「 レ . 記 状 を 用 い , 
同一 文字 の 繰返し に 特種 の 記 中 を 用 いた 事 。 

等 で ある 。 
書き 方 の 規則 と し て 考案 者 の 晶 げ て 居る 距 は 左 の 通り で ある 。 
ー. 満 府 字 は 園 に 示す 如く , 三 段 の 並行 線 を 候 四 し , 其 中 自 
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(第 7 彫 人 パイ) 小 条 式 横 書 片 カナ 筆記 骸 


(清音 字 ノ 筆記 庄 書 方 手 本 ) 
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( 湯 音 字 筆記 有 書 方 手 本 ) 


が 党 し な =。 ザ ジグ ズ 写 ジ 
し 孝 て イダ 、 と 
2 バジ と グン グ 2 還 軸 導 
[アデ ェ ニン ノ - 。 。 率 生 油 旨 間 間 半 

レン 本 バ 0 プ べ ポ 


清 上 書 書 テ ノ 手 ス ノ ケ 置 ッ ハ 筆 
注 言 邊 上 障 ・ 経 林 * 便 、 ヲ  ・ ニ ニ 
-・ 字 = 候 存 化 ハ へ 手 以 示 = デ 筆 中 
意 示 名 個 チ 本 計 テ モ 意 - ニ コシ 
の た よし プ 
"キル バス 段 シク 月 * 学 どこ 講 
ル ハ 締 べ 三 ノ ラプ 下 。 ク 
手 挫 ヨ モ 釣 下 化 テ 世 長 ト テ 事 
林 ノ リノ ラ 段 う 修 う 短 OS い 

中 導 縛 ニカ ノ 示 妊 設 位 クニ 


(筆記 論 中 同形 文字 ノ 國 絢 ) 


0 CS 


( 提 音 字 当 記 障 寺 方 手 本 ) 
え ャ キュ 。 考 ョ シャ ジュ WE 、。 。 ) 宮 る 。 * 
較 N ナ ク ンク アー クー] 
、 PE 
し ニョ ヒ ャ も 。 ヨ ミヤ ミュ ミ ョ 
2 ん ュー ンー の と 
NE 


(鼻音 其他 筆記 有 悪 寺 方 ) 
う 2 明 人 - 5 ーー 
娠 本 4 半 繰 。 詩 録 。 詩 


SS グン グン の グーン 


SS 


(第 7 園 人 バウ ) 小 殺 式 横 書 片 カナ 区 例 (小森 氏 自 書 ) 


PKG の と ァ クア クラ タッ っ 
eS 「 ' っ グ 
SM の を ンタ イン 2 ノ み る と と と ペ シン グ タン 
0 


プス 々 クタ みる. 


ダ 
OS KK 
の 


と 等 支 
リア ラーン ルン 


2 人 少 
ャ ーー 


イン 2 訓 。 作 を 誠 < 名 ry. 場数 
導 。 基 克 名 宮 9 物 移入 表 人 旬 57 届 人 テス 
ッ メ テ ーー 多 を ンマ ス ち ラ と 芝 イマ ジ を テ あ か 款 
> po ッ タ 区 し 続い を 攻 5 お 人 ムチ < る 9 度 ア 9 マ ス < 


名 を 内 - 
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/ 
# の 府 行 線 内 一 杯 に 書く 。 但 L[「 キ クタ テ ノ フリ 」 の 六 字 だ 


け は 下段 に 書き 下す 事 。 
。 濁 音 兵 理 は 過 て 上 段 に 書き 上 で ぐる 事 。 
= ニコ ニコ , ゴロ ゴロ の 如く 繰返し 字 は 凡 て 中 段 の 並行 線 
の 下段 の 直上 か ら 下 有 自 に 書き 下す 事 。 
長 昔 字 は は 中 段 の 並行 起 由 に 清音 字 同 様 一 杯 に 書く 事 。 
促音 字 は 中 段 の 並行 線 の 中 間 よ り 下 線 の 上 に 書く 事 。 
芋 字 は 中 段 の 並行 線 の 中 導 よ り 下 線 の 上 に 書き 下 し , 
上 線 ま で 援 上 げ る 字 准 な る も , 他 の 字 を 緩 り 付け る 場合 
は 援 を 舞 ぬ る を 以 て 初 筆 だ け 形 に 存する よう に する 
事 。 
_ も . 頭字 は 女 前 の 始め と 固有 名 詞 共 他 特別 な る 注意 を 促す 言 
葉 の 始め に 書く が 通例 で ある が , 通常 の 学 を 大 きく 書く 
事 に 定 む 。 但 「 キ クタ テ ノ リ | 等 下線 の 下 に 書き 下す 字 は , 
其 書 き 下す 部 分 だ け を 下線 の 上 に 前 方 へ 曲げ て 書く 事 。 
直線 に 書き 上 げ る 挑 斉 由 は 大 きく 書く 頭字 の 場合 は , 
其 書 き 上 げ る 部 分 だ け を 後方 に 曲げ て 書く 事 。 
駐 大 きく 書く 頭 宇 に は 略 筆 を 致 さ ぬ 事 。 
、( 二 ) 案 の 批評 。 
小森 氏 は 前 記 の 如き 文字 を 普及 さす る が 和久 め に , 印刷 物 を 頒 
布 す る と か , 小 政 生 等 を 集め て 練習 を な さ し む る と か 種々 の 方 
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法 を 採 つ た が , 其 効 果 は 如何 程 に 事 買 の 上 に 現われ て 挫 た か は 
疑問 で ある 。 然し 年 ら 兎 に 名 こ の 人 が 横 書 片 優 名 の 工夫 を 篇 し, 
其 形 状 が 或 程度 まで 釣り 合い 好 く , 績 け 書 き に 適する 骨 裁 を 備 
えて 居り , 上 且 叉 カナ の 横 書 の 粗 を な し 今日 の カナ 論者 に 或 路 示 
を 奥 え た る 功 は 之 を 次 する 事 が 出 挫 な い 。 

不幸 lc し て 小森 式 は 條 り に 骸 坊 や 形 を 整う る に 人 急 で あつ た 入 。 
め , 其 字 形 が 一 見 従来 の カナ と 全然 別物 た る の 感 を 異 え , 讃 
者 は 筋 租 の 練 御 を 経る の で な けれ ば 之 を 書き 又は 請 む 事 が 出來 
な い 。 且 又 提 埋 に 特種 の 文字 を 作 つ た 如き は 宇 敷 を 増加 し て , カ 
ナ の 字 有 杉 を 紛 結 せ し む る も の で あつ て , 本 案 の 暫 行 を 阻 如 する 
も の と 云わ ね ば な ら ぬ 。 小森 式 優 名 が 其 端 が 碁 だ 古い に 開 せ 
ず 殆 ど 世 間 に 知 ら る い に 至 らち ら な か つた の は , 其 宮 偉 運 動 法 が 適 
切 で な か つた の と, 時 款 が 未だ 其 時 機 に 送 し て 居 ら な か つた 事 
と の 外 に , 上 逃 の 如き 大 な る 欠 中 が あ る か ら で あ ろう と 考え る 。 


其 の 二 足利 式 轄 接 優 名 
(一 ) 楽 の 内 容 . 
足利 武生 代 氏 は 栃木 騒 足利 町 の 出身 で 現 c 同 志 十 大 夏 関 係 
し て 居る 人 で ある 。 十 訓 年 前 か ら 國 字 改 良 の 問題 に 就 て 熱心 
避 力 し て 居る 。 足利 氏 の 案 は カナ を 以 て 國 字 と せな むと する も の 
で , 案 の 子 た る 尋 を 時 ぐれ ば 
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(第 8 園 ) 足利 式 連接 カナ 字 凡 


山 


円 品 


。 従来 の カナ を 以 て 國 字 と する 。 
。 各 語 間 は 間隔 を 置い て 記す 。 
. 引 茸 は サー マ ”" Kー* 表 等 の 如く [| 1 1 を 用 うる 。 


促 甘 は 「 )-| 記 胃 に て 表わす 。 例 。 SR SN 仙 NN 全 認 半 


・ 近 斉 は 新 染 連接 優 名 を 以 て 表わす 。 連接 優 名 と は 氏 の 新 


染 に な る も の で , 従 來 二 字 を 以 て 表わし た 扶 信 を 一 字 に 
詰め た も の で ある 。 
例 . ーー 一 ( ト ウキ ョ ウ ), NIS( ブ リョ クリ), 


ーー ポ ( シ ャ ッ ポ ) 等 。 


足利 氏 は 渓 字 厩 止 に 必要 な る 準備 と し て , 大 正志 年 湊 語 の 義 
共 字 書 「 マ オン チュ ー」 を 完成 し た 。 此 事 は 同氏 の 功績 の 一 と し 
て 特筆 すべ き も の で ある 。 本書 の 特徴 と し て 氏 の 耐 げ て 居る 所 
は 区 の 如く で ある 。 


ーー っ 


山 


・ 耳 で 開い て 制 る 程度 の 字 理 語 (漢語 ) を 網 維 し て , 之 を 分 


類 し , 基 字 音 よ り 成 れる 成語 ( 就 語 ) は 五 十 音 順に 排列 し , 
活用 の 範 園 を 示し た 事 。 


・ 訪 くも 片 優 名 の 証 め る 人 は , 容易 く 獲 加 が 出来 る よう 


文字 全 骸 に 振 優 名 を 施し た る 事 。 


・ 新案 連接 優 名 の 便 法 に 依り , ロ よ り 毅 する 葵 を 其 僅 に 移 


し , 字音 優 名 條 を 簡潔 に し た 事 。 


・ 二 字 若 く は 三 字 綴 の 成語 ( 府 誠 ) を 類 を 以 て 集め た れ ば ぱ ば, 
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其 共 を 比較 軸 亡 し て , 意味 を 正確 に 直 党 的 に 會 得する 練 
才 に 便 せ し め だ た 事 。 
五 、 談話 又 は 演説 に 誤り た る 宇 斉 を 狼 り 呑 込 に 使い 生 ら 無 屯 
着 で 居る 多く の 人 に , 反省 を 促す 機 含 を 奥 え た 事 。 
六 . 二 種 の 索引 を 備え , 昔 を た どり て 文字 を 探り , 又 文 字 を 
組立 つる 線 粗 を 敷 え て , 其 昔 を 知る に 合法 を 設け た 事 。 
。 世 . 宇 音 より 出 で た 較 語 を 整理 し , 之 を 海 拓 し 統一 す る 事 に 
依 つ て , 漢字 を 麻 す べき 一 段 の 準備 を な し た 事 
( 二 ) 案 の 批 評 。 
足利 氏 の 案 は 漢字 を 麻 す る と 云う 野 と , 健 名 遺 を 改訂 し て 策 
理 通 り を 正しく 表 わ そ うと する 時 と に 重き を 置い て 居る , 面 し 
て 導 字形 上 捧 理 に 特種 の 運 接 女 字 を な る も の を 工夫 し て 居る 。 魚 
書 を 控 用 し た 貴 は , 能率 と か 費用 を 主眼 と すべ き 称 来 の 國 字 の 
進む べき 道 に は 適 党 し な いよ うに 思わ る ヽ 。 丘 府 の 夢 謙 條 名 も 
一 見 便利 な よう で ある が か が, 之 ゃ も 字 の 字 敷 は 可 及 的 少 き を 理想 
と する 邪 より 評 と き は , 新 字 と を 用 いま し て 拓 至 を 紛れ な く 表 
わす に 他 の 良 案 が ある な ら ば , 共 れ に 擦 つ た 方 が 好い で あろ う 。 
次 昔 的 鮮 書 た る [ ゴ オ ンチ ョ ー」 に 至 つ て は , 私 が 後 章 に 逃 べ ん 
と する 所 詩 標 準 鮮 書 に 相 堂 する も の で あつ て , 之 を 完成 せ は られ 
た 硬 見 と 努力 と は 大 に 之 を 多 と せ ね ば な ら な い 。 


其 の 三 中 村 式 半 候 沖 楽 


(一 ) 案 の 内 容 。 

中 村 春 二 氏 は 東京 の 成 喚 胃 園 の 園 選 で あつ た 。 氏 は 漢字 を 護 
止 し 之 に 代 う る に 優 名 の 縦 書き を 以 て し て 居る 。 氏 が 下 優 名 
を 所 ん だ 理由 は 匿 牙 者 で 和 惑 を 訓 む 開 係 上 下 優 名 の 優美 な る 形 
を 愛す る と 云う 趣味 か ら 出 て 居る と 到 う て 居る 。 面 し て 大 正 九 
年 の 秋 以 挫 「 優 名 書 の ひろ め 優 名 の 芽 ば を 」 等 を 刊行 し て 優 名 
女 字 の 宮 偉 を 鋼 し , 今日 で は 「 つ ぼ み 」 と ゆう 月 刊 の 印刷 物 を 引 
顔 いて 刊行 し て 居る 。 

中 村 氏 の 革 人 居 名 は 字 の 横 巾 を 高 さ の 二 倍 と し た 偏 人 な る も の 
で 一 語 一 語 を 績 け 書 き に する と 云う だ け の 特長 を 有する 。 今 基 
の 「 人 恨 名 書き の し る べ 」 と し て 學 げ て 居る 箇 條 を 示せ ば 
ー・ 考え を 書き 表わす 場合 , すべ て 話す と と ば 通り 書く 事 。 
二 . 聞い て 直ぐ 人 刊 る よう な 言葉 を 使う 事 。 面 し て 成る べく 大 


和 言 葉 を つか う 事 。 
三 。 書き 方 は 企 優 名 と 一 二 三 四 五 六 七 八 九 二 〇 の 敷 を 字 だ け , 
用 いる 事 。 
GO G. 【@ 
四 を お ぉ は を と 書き , ええ 2 は を えと 書く 事 。 
五 . ず と づ は 才 と 書き , ちと じ は じ と 書く 事 。 但 づ と ず 。 ぢ お 
に な 


と じ を 選別 し て $ 差 支 
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(第 9 園 ) 中 村 式 下 侵 名 学 起 


| kg 803 に ^ 人 ャ し 3 る GO 
eee | 9 NN BON WE 4 
に Se ea ee eo tse 6 夫 き 1 CG WONNS VM GOV。 SO 
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AVOS RSSQ GO 9Q9Cu | GOOIG-S VewOACR MRSS WG 
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| あや CQ DSNS せ VwoV CSRM CH SWA MMWN RSGRRSG  *9 


PT 
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MAA MA 92 9CS *7VS UM WSGYV SG | CS 1 SNs っ GRG AN AG 
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六 .「 て に を は | の は は , わ と 聞え る も の \ 軽 きわ 数 。 み の み 
は は と 書く 事 。 

七 . 語 と 語 と の 間 を 離す 事 。 但 次 の 場 合 は 例外 。 

(イィ) 重 つ て 一 つの 心 持 を 表わす 時 は 一 つ K 績 ける 事 。 
例 。 あか し くら す , そ と な いや ぶる 

Cg) 助 吊 , 助動詞 は 二 つ 以 上 重ね て も ゃ 宣 し 。 
例 .、 や ま ・ に は ゆか ず に と がき っ ちゅ * っ た 。 

八 . 引 伸 ば す 谷 の 場合 は う を 使う 。 

例 . ゆこ と ぅ か を ぅ 

九 . 促 普 , 提 将 の 時 は 一 段 小さ い 字 を 右 脇 に 記す 。 

例 . か っ て , きゃ ら め る , ぎゅ ぅ ひ , し ょ ぅ ひん 。 

十 . 言葉 は 午 易い よう に 書き 表わす の が 主 な と と で , 方 法 
は 始め か ら や か まし くせ ず , 其 の 中 自然 と 定 ま つ て 行 
くも の と 考え て 宜 し き 事 。 

- 二 一 . 正しき 言葉 (色々 の 球 い 方 の ある 時 ) と 云う も ゃ の は , 其 
の 中 色々 の 方 の 考え を 願 つ て 定め た い 若 え で ある 。 

二 二 . ョ オロ ツバ の と と ば は 日 本 の 言葉 に 護 さ ず に 其 位 書 き 
表わす 事 。 其 時 は 片 優 名 を 用 いる 事 . ' 
例 . ラウ トバ イ , デレ ポー ン 。 

日 本 の 言 の は う に な つて し えつ だ 計量 
山 2e 
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葬 . L* ピ ぽん, まっ ち , こと っ ぷ 。 

( 二 ) 栄 の 批評 。 

中 村 式 は 上 逃 の 如く 従 來 使用 し て 居る 下 優 名 の 形 を 編 下 に し 
て 其 僅 に 使用 する の で ある か ら 誤 む の に 下 優 名 を 知る 程 の 人 に 
は 何 の 困 難 も る なく, 且 之 を 書く 場合 に は 縦 に 従来 通り 書き 下す 
の で ある か ら , 深 字 を 使用 し な いと 云う 貼 と 人 名 往 を 多 簡 潮 
に し た と ょ 坪 う 落 以 外 別 に 新 工 夫 は 無い の で ある 。 即 特長 が 少 い 
だ け 夫 れ だ け 冥 行 に は 極め て 容易 で 非難 を 受 く る 器 も 少く あろ 
う 。 新種 の 式 も る 潤 進 論者 に 使用 = ほ せ る に は 有 盆 で あり 且 可 及 的 
多数 の 人 に 漢字 の 度 止 を 推 め る と 云う 準備 時 代 に は 多少 の 功 果 
も ある で あろ う 。 


其 の 四 山下 式 カ ナ モ ジ 和 楽 

(一 ) 染 の 内 容 。 

山下 芳太郎 氏 は 大 阪 の 住友 合 斉 堂 征 の 理事 で あつ た 人 で , 明 
治 四 十 年 前 後 よ まり ヨ ュ ガキ カタ カナ 較 字 説 を 唱え , と く K 要 。 
組 I に 適する カナ 活字 の 宇 器 , な た ら び に カナ モジ * タ イプ ライ ター 
の 製作 に つい て 種々 考案 を し て い 大 特記 守 で ある 。 大 正 十 二 年 
不幸 に し て 物故 し た が , 故人 が と の 研究 宜 偉 の た め 剣 立 し た カ 
) ナ モ ジ カ イ を, 友 人達 が その 遺志 を つい で 盛り 立て , 國 字 改良 
運動 の た め に 現在 最も 盛 に 活動 し つい ある 。 


(第 10 罰 ) 山下 氏 が 第 一 回 に 柳家 きれ た 横 書 カ ナ 
活字 字 内 ( 午 尾 善 冶 氏 考案 ) 
イロ そ オ 了 ィ イロ ウェ エメ 


カカ ま 万 石 コ 
1 まま 万 刻 コ Td ス セ リ 
JE 人 AE キロ ミト 
Si すさ 寺 ") 
オ こ % ネ 7 リ ご ミロ } モ 
で 
ビビ コル 重 ョ リル し リロ 
* マ ミロ n ぇ モ ソ ま テ 
T 。 ユ ヨ 方 ま 刻 コ 
ョ gun リロ スモ コリ 
「 HH ま 挟 姜 
ロロ 守 ざ ヨ 、ii 互 還 軸 
【E ビ 人 証 

ト プ | 
デア イィ ロロ エ 
月 ま 万 亡 コ ココ 応 ァ 
す 纏 メ BJ ユ ヨ ワウ 持 
ロコ AB うー 一 = 括 占 
衣 ま 可 琉 F 人 七 用 刀 O 
めい 碧 和 を 亡 MM 
1 ビスコ A/ 語 ーー 
IiE ビ コバ 語 きま :: 


(第 11 剛 ) 山下 氏 が 第 二 回 に 彼 表 され た 横 書 カ ナ 


まで イ 


の レビ BB G M ヌス 5 の (性 当 べつ OM 名 
で ト つ 9 M AA CE CC (で R 中 中 1 上 叶 ご 


こ 」 
に 」 


活字 字 骸 (猿橋 訪 太 度 氏 考案 ) 


り 
ク 
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MI 0S ド よ た あお あ の も 
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同氏 の 説 の 大 要 は , 

ー・ 炒 來 片 優 名 を 横書き と し た も の を 國 字 と する 。 

二 . いま まで の 片 候 名 活字 は 縦 iC 並べ る よう iC 作ら れ て いるか 
ら , 之 を 標 な ら び に 適する よう 形 を 整え る と と 。 

三 . 棋 な ら び の 片 優 名 活字 字 骸 は , 之 を 工夫 織 形 し て も 何人 . 
に ゃ も 一 見 直 に 証 み 得る 程度 に 止む る 事 。 

四 . 片 優 名 を 横 に 並べ た 時 に , その 及 字 が 互 に 客 着 し て 一 語 
ずつ 一 つの 形 を な し , 或 語形 を 作ら ね ば な ら ぬ 。 文 字 が 結 
合せ ぬ 時 は 一 見 カナ 字 を 撤 き 散ら し た 如く で あつ て , 一 
字 ず つ 拾 い 読 み を せ ね ば な ら ぬ 。 新 の 如く で は 文字 と し 
て 江 だ 不 完全 で ある 。 文字 が 客 着 する 事 あ た か も 元素 が 
敷 個 集 ま つ て 化合 し 一 の 新 物 哀 を 形 ず くる よう に な ら ね 
ば な ら め ぬ 。 

以上 の 如き 見 地 か ら 山 下 氏 が 賠 案 家 午 尾 交 治 氏 に 託し て , 第 

一 回 に 出来 上 つた 字 龍 は 挿入 せる 賠 版 の 如き も の で あつ た だ た 。 と 
の 活字 に つい て 山下 氏 の 克 げ て いる 所 は 区 の 諸 敵 で ある 。 

ーー. 他 よ り も 上 に 出 で た る 文字 (ウツ カ トナ の 類 ) 駐 下 c 出 で た 
る 文字 (アサ ララ の 疾 ) は 大 骸 は 其 字 の 原 の 形 に 因 る も の 
な れ ど 此 種 の 字 が 鈴 り に 類 多 く な れ ば 却 て 其 合成 せる 語 
の 形 を 害する か ら 之 は 或 粗 に 上 め る 必要 が ある 。 ローマ 
字 で は 二 二 六 字 の 中 , . 上 上 に 出 で た る が 九 字 , 下 に 出 で だ 
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ら る が 五 字 で ある 。 此 カナ モジ で は 綿 敷 四十八 字 の 中 , 上 
に 出 で た る も の が 二 二 , 下 に 出 で た る も の が 八 あ つて , 


外 濁 葵 が 二 十 , 年 濁 音 が 苑 ある 。 此 二 種 の 府 (C は 皆 右 


肩 に その EI が ある 。 又 郊 普 提 な ど は 低い 文字 に し て あ 
る 。 政 に 其 組 合 モ た る 結果 を 見 る と 一 行 の うち 上 下 K に 出 


で た る 文字 の 数 が 凡そ 英 俸 の 文字 と 似 て 居る . 
。 各 文字 の 頂 洪 と 底 放 と が 良く 揃 い 中 則 し た る 時 横線 を 引 


きた る が 如き 感じ を 生ずる 事 は 必要 で ある 。 故に アフ ラテ 
の 如く < 元 來 此 旗 衝 に 相 営 する 守 の 無き 文字 は 歌 文 の J の 
如く 下 を 搭 き 上 げ て 其 想 像 線 に まで 戻す と と い \. し た 。 


。 片 恨 名 は 上 下 左右 殆ど 綿 て の 角度 の 線 を 有 す と 到 う て も 


宜 い 。 故に 之 を 其 位 (に し て 舌 字 に する と 各 廊 字 の 間 に 共 
通 性 が 無い か ら 不 揃 な る 如き 感 を 生 直 る 。 欧 字 (に は 直 緑 
も あり 曲線 も ある が 何れ の 文字 も 皆 陰 に 陽 に 垂直 線 を 有 
し て 居る 。 有 之 が 其 文 字 の 衣 く 揃う 一 原因 で ある 。 依 て 此 
カナ の 活字 も 右 の 忠 に 注意 し て 作 つ た る 席 が 多い 。。 


・ 片 優 名 は 廊 字 生 に 剥 敷 が 異 2 う か ら 模 に 並べ て 見 る と 大 小 


不 揃 の 感 が 起り 易い 。 故 に 大 髄 刊 の 少 き 字 は 肉 太 に 多き 


_ 学 は 細 肉 に し て , 文字 の 重み を 成る べく 均一 な らし めん 


と 直 湊 。 


。 頭字 は 並 字 と 同 大 の 土 四 ボ イン ト 活 字 中 に 入れ た が ,。 並 
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字 が 大 き 過 ぎ た 稿 め 頭 字 が 人 鯨 り 晶 立た な い 事 と な つた 。 


次 回 に は 其 差 を 大 きく し た いと 思う 。 
六 . [タイ プラ イィ ター」IC 用 うる 宇 形 は 凡 て 毛 線 と な し 目 各 活 


字 の 幅 を 均一 に する 必要 が ある 。 之 は 追 て 作る 積 り で あ 


が 
七 . 候 と 球 う 学 は 優 名 で は 人 
る 宇 で ある か ちら と 一 字 を 作 つ た 。 

( 二 ) 案 の 批 評 。 

大 骨 と し て 論ずる 時 は 山下 式 カナ は 氏 が 希望 す る 條 件 或 程 
度 ま で 適し て 居る 。 唯 下 尾 氏 考 案 の 字 講 は 人 欠 り に 肉 太 で 縦 慎 が 
略 同じ 太 さ で ある か ら 所 詩 黒 字 骨 に は 好い が 常用 の 文字 と し て 
は 如何 か と 思う 。 克 も 本 字形 は 軍 に 一 例 を 示し た も の で 考案 者 
は 更に 乏 來 敷 回 は 愚 た 事 敷 十 回 も 字形 に 改良 を 加 う る と の 事 で 
ある か ら , 其 の 中 に は 滋 次 より 良好 な 形 が 出來 る で あろ うと 思 
わるい *、 現 に 大 正 干 二 年 に 出来 た アンダー ウーFnl タ イラ オイ 
ター の 字 骸 の ご ど と き は , 山下 氏 と 女 字 専門 聖者 の アメ リカ 人 ス 
ナック ネー 氏 と が 倉見 協議 し て 出来 た る の で あつ て , 従 挫 の 洗 
宇 に 比 し て 横 書 カ タカ ナ と し て 大 に 進歩 の 事 費 を 示し て いる 。 
数 字 に アラ ビ ヤ 文 字 を 用 い ず し て 漢 字 を 用 い 双 年 跳 年 月 日 條 と 
云う 少 敷 の 党 字 を 併用 し た の は 甚だ 不 徹底 の ょ うに 思わ れ て い 
た が , その 後 策 表 され た 活字 iC は と り の けら れ , タイ プラ イタ 


2 で 


和光 
本 時 ウン トメ タイ ッ 
還 是 ニス イフ ハト 
上 NN 2 デニ / メモ 
回生 ラル レロ フン 
能 HE) ァ イン ェ オ ッ 
還 RF 1 ヨン ン /, 
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ー に ゃ 除 か れ て いる 。 山下 氏 は 優 名 遺 の 改定 に 疫 し て は 寧 國 宇 
が 昔 符 文字 と 締 づ た 後 の 事業 と し て も 宜 い と の 理由 で , 之 は 和 営 
分 人 を の 考え に て 如何 様 に も 使用 し 其 整 理 は 舟 挫 滑 者 の 研究 に 
委ね る 事 と し 全然 この 問題 に 血 る い を 必 け て 居る 
宜 佑 及 び 普 及 の 手段 と し て は 大 正 九 年 稚 カ ナ モ ジ カ イ を 設立 
し て それ 以 失 次 の 事業 を 行う 事 を 目的 と し て 舌 基 し て 居る 。 
ー. 優 名 の 活字 を 研究 改良 し 且 其 得 た る 優良 の 宇 静 を 以 て 種 
ォ の 大 さ の 活字 を 製作 し 以 て 如何 な る 印刷 に も 差 家 えな 
か らし むる 事 、 「 
英 大 等 に は 活字 の 重 類 は 無 敷 に ある 。 我 優 名 活字 に も 少 
くも 粗 十 種 無く て は 商用 に 適 せ ぬ 。 双 字 柄 も 秘 炊 改良 工 
内 する 。 
二 . 優 名 の 活字 の 使用 を すい \ む る 事 。 
悪 生 共 他 種 々 の 園 前 又は ホテ ル 等 K 介 名 の 活字 を 供給 し 
其 印 刷 物 に 此 活 字 の 適する や 否や を 駿 し た い 。 
・ 條 名 文字 を 以 て 印刷 せる 文書 を 世間 に む る 事 。 
我 國 在 来 の 書物 又は 新しき 竹 喝 小 読 , 子供 の 計 む 給 本 の 
類 を 侵 名 の 活字 に て 印刷 し 多 敷 の 人 殊 に 児童 に 優 名 女池 
を 見 慣れ し むる 事 に 力む る 。 
四 . カナ モジ の タイ プラ イタ ー を 製作 する 事 。 
一 ・ 其他 種々 の 方 法 で 我 子 孫 が 盤 米 自然 に 漢字 を 度 し 得る ょ 
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うな 準備 と 基礎 を 作る 事 に 箇 め た い 。 
要する KC 山下 氏 の 案 は 先ず 概 書き 適する 片 恨 名 の 工夫 及び 
普及 を 以 て 一 貫 し , 企 名 門 の 問題 と か 國 字 の 整理 と か 鉱 は 之 を 
手 書 す る 場合 の 字 骨 等 に 就 て は 全然 鍋 る い を 避け て 居る 。 駿 カ 
ナチ モ ジ 含 は 差 営 り 新式 優 名 を 出来 る だ け 多 衣 漢 字 に 代用 し て あ 
2 漢字 交 り 廊 を 併用 し て 著 来 カナ モジ K 移 る 準備 を 向 し て 居る 。 
新 の 如き 行き 方 も 赤 基 だ 有用 の 事 た る は 論 を 侯 た な い 。 


其 の 五 高尾 式 片 震 名 楽 

(一 ) 案 の 内 容 。 

高尾 謙一 氏 は 座 島 の 人 で ある 。 十 衣 年 前 より 國 字 改良 に 就 て 
志 が あつ た か 敷 年 玉 職 を 捨て \ 専 心 基 工夫 に 成 つ た カナ モジ に 
日 本 字 な る 名 移 を 付 し て 普及 宜 寺 に 努力 し て 居る 。 基 案 の 家 子 
は 横 書 の 片 優 名 を 以 て 國 字 と し 一 方 従来 の 漢字 を 全然 麻 せ 才 し 
て 知識 階級 (C 行 わるい に 任 せよ うと 云う の で ある 。 カナ は 之 を 
以 て 企 民 文化 の 上 内 と する 。 換 言 す れ ば 下 居 の 落 級 に 文化 を 普及 
. せしめ ん と する の で ある ち 。 

高尾 式 徹 書 片 盆 名 は 第 13 賠 に 示せ る 如く で あつ て , 書き 方 や 
衣 貴 に 開 す る 法則 は 下 の 通り で ある 。 

一 ・ 援 埋 (は ね る 共 ) は ン を 用 うる 。 

っ 著 K 長 く 3 く 昔 う は 11 訪 貴 を 用 うる 。 伺 前 の 府 を 長く 引 


1 = 下 ト ( 生 記 ) 


拓 ) 


と へ や ネ ( 田 十 
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(で 3 の を で は 


引 志 を * 人 なべ 平定 因 請 ( 圏 gr 割 ) 
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(4d・<・・ え みろ ) TS 


(od…・…=a ) い *・ の < 巨 コ (n4d と ) ー い て コ 


ぶ Y 軸 


で (-) 須 ID 2 に 4 KO 靖夫 *E コ | (mA …… 〒 ス ) …… て コ | (4Q……… よ さら ) に 
ト . 8 6 
〈② そ la > 当量 @ 旧 ふ 、 1 (og っ) AL (n4q ・・… で へ ) ーー" て コ (4 ・…・ い さら) … ーー 


^ 外 ) ( ae oe ee ys O' せ ・・・・・・ 


の 5、 が > 。 4a' 4 。 全 AA 24 - 


2 送 3 ' (WP タル abr2oE 


(do…・…・ ー プ 9 


([ ・・・・・ そ る ) MM 


こ 3 く 


NY テト ( 談 ) 


(mu2 ・…… で ち ) ーー と 


(WE ーー で な ) … イー 


1 NZ が っ (MS・・・ ょ キキ ) か リー 
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i 


伸ばす だ け に は 管状 を 用 うる 。 1 は 之 を 取り 去れ ば 其 
語 の 意味 を 矢 つ て し まう 場合 に 用 い , 一 符 蹴 は 取 去 つて 
も 加え て も 意味 の 相 佑 の 無い 場合 に 用 うる 。 

MM に ヒコ 1 キン のみ RON 

キミ ガー ヨー ハハ, オー イ 

促 夫 は ツ を 用 うる 。 

何 ア テア イ ウ ェ エ オ , ヤ ュ ユ ヨ , ムツ ン ヌ アワ と 何れ る 右 局 lc 小 き 
い C) 記 吉 の 付 じ た タナ を 用 うる が , 用 法 は 大 骨 従 来 棚 
小さ く 書 いた カナ の 用 法 と 同様 に 考 う る 事 。 

送 学 い オ クリ 優 名 ) た は [| い 」 及 び 「 ネ 」 を 用 うる 。 チチ を チ 
ヽ , ヒラ ヒラ を ヒラ 々 等 の で ある 。 但 三 字 以 上 の 繰り 
返し に は 間 を 少し 明け て 書く 事 。 例え を ば プラ リ 々 ク の よ 
うに 書く , 猫 メ , ネ ", 々 ?, 々 な ど は 夫 れ ネ ぇ その 組 
の 送り に (て)(?)(C) が ある 場合 に 用 うる 。 


六 . 其他 ヴ は V の 香 を 表わす 。 


文 草 に 用 うる 待 跳 と し て は 欧文 式 の も ゃ の を 使用 する 事 。 


。 符 中 ( ン ) は 前 の 綾 字 と 後 の 綴 字 と を 績 け て 証 む 時 即ち 合 


併 語 を ボ す 時 に 用 うる 。 例 えば = ホン ジ ” "ヒロ メカ イ の 
各 し 。 

ノ に は 0) と) と の 二 種 が ある . 普通 に は (0) を 用 うる が 
り ) は 組 の 量 初等 に 用 うる 事 。 
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十 . 敷 字 は 1284567890 を 用 いて 一 二 三 等 を 使用 せ 
ざる 吾 。 
「= ネ ホン 」 字 の 書き 方 c 就 て 考案 者 の 軸 げ て 居る 所 は 次 の 知 く 
で ある 。 
一 ・. 文字 は 大 骸 下 の 如く 少し 斜 に 書く 。 
例え ば 


2 マン ンジ ググ ナグ 2 に 6) 


面 し て 何れ の 文字 も 緩 り の 幹 を 示し て 居る ( イ ) 緑 と (『) 
線 の 問 に うま く 幹 が 人 錠 る よう 書く 。 然 し ( イ ) 線 や (g) 
線 に 接近 し て 之 に 並行 する 線 は 基線 が 長け れ ば 長い だ け 
( ィ ) 線 や Cs ) 線 ょ り 退 いて 書く 。 


( ィ ) =* …m。( イ 
人 ーー 1 0 
二 . 又 ( イ )(s ) 線 に 並行 しない 線 で 終 や 衝 の 線 の 端 は ( イ ) 
(=) 線 より 心持ち だ け 少 し 上 下 に 出る よう に 書く 。 耐 し 
て 出し 方 は 基 端 の 寺 が 多けれ ば 少く し , 一 本 な ら ば 長く 
出す の で ある 。 


イィ ) ee ーー こぐ < oo ー グ o opoe ゃ oc 
例え ば 0 な? に KT7 0 ルン PL (32 
も し 以上 の 如き 注意 が 足ら ぬ 時 は 寸法 で は 能 く 揃 つ て 居 
て も 見 た 目 に は 古 角 の 誤 か ら 不 揃 に 思わ れ て 柄 義 が 量 い 
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員 


の で ある 。 猫 種々 の 線 は 夫々 の 文字 の 形状 に 依 つ て 其 曲 
り 方 を うま く 〈 工 夫 せ ね ば な ら め ぬ 。 


。 ーー の 女 字 の 固有 の 幅 の 大 小 iC よ つ て 宇 の 巾 を 謀 で る 狂 


くも する 


LA 】 


欧 > ば (で 2 ニル アー SS 


(の て の OOCCT SNMR09300 


・ 幹 を 示せ る ( イ )Cg) 二 線 に 添う て 居 ら な いで 少し 離れ て 


並行 し て 居る 横 の 線 は 多少 短く 書き , ( イ )(g ) 二 線 聞 の 
距離 の 三 分 の 一 位 の 所 へ 書く 。 


イ ) =- こ ーー ュー < く ws (イイ 
例え ば 0 人 3 か 67 か 
大 文字 の 高 さ は 幹 の 高 さ の 三 分 の 一 を 増す 。 


( イ ) ーー レブ ルフ 11 科 和 2 
多々 ば (2) ンジ ョ 52 の の 0 8 


六 . ( イ )Cr ) 線 に 直角 又は 放 に 出逢う 線 は 成る 可 く 上 下 に 臣 


直 な る 線 と する が 又は 右 に 二 十 度 乃至 三 十 度 倍 傾 いた 線 
K 揃 えて 書く 。 


人 シン ルアン タン on 
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七 . (イィ)(= ) 線 より 上 下 K 突 出す る 大 中 小三 種 の 校 は それ ぞ 
れ 適 常に 揃う よう KK 書く, 即ち 


大 租 の 人 62 02 ンプ グン ーー (3) 
中 和 の 還 (2 ジー ジグ た ここ 3) 
村 の 例 (クー ジー の 宏 の 


面 し て 枝 の 上 下 へ の 出 方 の 例 は , 大 枝 に 於 て は 幹 の 高 さ 
の 六 分 の 三 , 中 枝 は 六 分 の 二 , 小枝 は 六 分 の 一 で ある 。 

八 . 筆記 文字 は 眞 行 草 の 三 骸 に 別 つ 。 眞 は 大 骸 活 字 杉 の 如く 
書き , 行書 は 右 へ 二 十 度 乃至 三 十 度 位 文 字 全 骸 を 傾け て 
書き 草書 は 行書 と 同様 に 放 に し た 上 に 更に 線 を すら すら 
と 績 け 書 き と す る 。 


Ro 多 ce 中 四 和 [に 
fo 男 "の プラ だ タル に 


還付 フン タン タテ グー 


九 . 綴り 方 は 話し 言葉 を 其 健 に 殴 香 通り に 綴り 面 し て 一 言葉 


宛 を 一 強め に 綴る 。 但 な る べく 一 緩 り が 六 廊 字 よ り 多 く 
合 % 上 L う に する 。 
十 . カナ だ け で 分 ら ぬ 恐 あ る も の は 振 漢字 , 振 外 國 字 人 等 を 入 
れる 。 
( 二 ) 高尾 式 楽 の 批評 。 
高尾 式 は 策 引 際 的 で あつ て 比較 的 微細 の 貴 ま で 注意 し て ある 。 
文字 の 形状 に 就 て も 工夫 の 跡 を 認め る の で ある が , 策 特 異 の 路 
が あつ て 多少 旨 り が 如 い よう の 感 が ある 。 筆記 柄 に 就 て も 略 同 
様 で ある が 今 一 諾 の 工夫 を 入 し た な ら ば 宜 し か ろ 2 うと 思う ク 。 條 
名 條 に 於 て は 大 対 字 音 優 名 候 等 を 度 し て 徒 挫 小 優 名 に て 記 し た 
所 に (に) 記 嘩 を 際 し た る カナ モジ を 用 いて 他 と 蛋 別 す る 事 と し 
た の は 良 案 と 云わ ね ば な ら な い 。 苦 吾 の 上 か ら 云 う と 恨 名 門 法 
に 未だ 不 充 分 な 雇 が ある 事 を 朋 れ な い 。 
高尾 氏 は 其 工 夫 に な る 新 文字 に 欧 て 夜中 東京 に 於 て 大 道 宜 午 
を 入 し て 居 つ た 。 獲 宜 偉 の 方 法 と し て 印刷 物 を 刊行 し 小 新聞 を 
も 王 行 し た いと の 希望 を 懐い て 居 つ た 。 以 上 の 運動 方 法 も ゃ 一 部 
の 方 面 に は 相 営 効果 ある 事 で あろ う 。 著 者 は 氏 の 努力 を 多 と し 
許 米 答 を 健闘 を 所 る 者 で ある 。 


第 七草 著者 の 國 学 改 良 案 


前 本 に 於 て 現今 世 上 に 唱え られ つい ある 國 字 攻 良 案 の 壮 な る 


* 
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も の に 就 て 梗概 を 逃 べた 。 素 より 何れ の 案 も 猫 ま だ 研究 の 時 代 
を 脱 せ ざる も の で あつ て , 今 釧 時 に 漢字 を 度 し 之 に 代え て 唯一 
の 國 字 と する に は 猪 改良 研究 を 要する 釣 地 が つ て 居る の で あ 
る 。 本章 に 誰 て 逃 べ ん と する 著者 の 案 も , 素 よ り 不 完全 な る 葉 
試験 的 な る 鷺 に 於 て 以上 の 請 案 と 五 十 歩 百 歩 の 尚 に ある も の で 
ある 。 唯 著者 は 過去 十 敷 年 本 問題 を 多少 理論 的 に 研究 し , 可 及 * 
的 合理 的 に し て 韻 行 容易 た る 面 も 簡明 的 確 な る 表現 を 化し た る 
事 を 主眼 と し て 得 た 産物 が 本 案 で ある 。 著 者 自身 も 本 案 に 満足 
する も の て 無く 幣 来 と も 改良 と 工夫 と を 怠ら な い 心 組 で ある か 
ら , 主 者 も る 共に 此 問 題 を 研究 され 更に 研究 も し 又 壁 憶 な き 批 評 
や 助言 を 尋 え られ ん 事 を 和希 望 する 


索 一 節 カナ モジ の 政和 騰 

(一 ) 横 書 式 か 縦 書 式 か 。 

カナ の 形骸 を 如何 に 改良 すべ きか を 考 う る に 堂 つ て の 先決 問 
題 は 使用 を 穫 。 語 式 と する か ヌ は 縦 語 式 と する か の 中 で ある 。 従 
挫 の 屯 國 字 は 漢字 が 支那 より 較 入 せら れ た 開 係 上 縦 書 右 起 左 行 
式 で ある 。 も し 縦 書き を 探 用 する も の と すれ ば 之 を 書く 便利 の 
上 に は 諾 行 ゃ 右 行 も 人 鈴 り 差し た る 相 件 は 無く , 寧ろ 慣れ し た な ら 
ば 右 行 の 方 が 便利 で も る や も 知れ な い 。 模 書き を な す 場 合 に 於 
て は 手 は 中 内 より 外面 に 向 つ て の 運動 の 方 が 自由 で ある か ら 右 
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手 を 以 て 書く 場合 は た か ら 右 に , 左手 を 以 て 書く 場合 は 有 か ら 
左 に 進む 事 が 容易 で ある 。 従 つて 横書き を 採用 する も の と すれ 
ば 多く の 人 は 右 利 き で ある か ら 営 然 左 起 有 行 に する を 便利 と す 
る 。 

縦 書き と 模 書 き の 便 藻 に 就 て は 従 浴 種 え の 議 鈴 が ある が , 学 
形 が 次 来 の まい で ある な ら ば 筆 使い や 早 書 き の 陳 係 上 縦 革 き の 
方 が 便利 な よう で ある 。 人 然し 骨 夫 漢字 を 度 し て 根本 的 に 國 字 を 、 
改造 し ょ うと 云う 際 に は 其 何 れ の 方 式 を 採用 する か は 償 重 に 研 
究 し な けれ ば な らち な い 。 近 来 外 國語 の 借用 が 癌 に な る K 従 つて 
科 刻 職 係 の 書籍 茜 誌 等 に は 撲 書 式 が 著しく 多く 探 用 せら れる 。 
双 也 生 の ペン に よる 筆記 に は 殆ど 全部 穫 書 き が 使用 せら れつ 
ある 。 之 は 過 に 傾向 と か 流行 と か 云う 課 で 無く し て 必要 が 生ん 
だ 自然 の 結果 で ある 。 即ち 吾 え が 手 早 に 筆記 する 場合 C 縦 書 の 
日 本 女 外 較 才 が 礎 量 て 米 る 時 は 筆記 覇 を 共 時 * に 村 に し て 書 
か わ ば な ら ぬ と 云う 不便 が 起 あ か ら で あ る 。 外 國語 の 引用 は 展 
ある 事 で 幣 来 その 必要 は 盆 え 多い 事 で あろ う 。 

次 に 欧米 語 國 の 機械 の 華 明 は 日 一 日 盛行 われ タイ プラ イ 
ター, ライ フタ イプ , モノ グラ ラフ , 印字 電報 機 等 文明 の 利器 は 
筆 廣 く 行わ れ , 此 等 の 利器 を 利用 する 時 は 能 は 敷 倍 乃 至 十 数 
位 に 上 る の 有 様 で ある 。 如 上 の 諸 器 抜 は 何れ も 横書き た る アル 
フ ア ベ ツ ト K 使 用 する も の で あつ て 此 等 は 多く の 場合 之 を 横 書 . 
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の カナ に K 應 用 する 事 は 極め て 容易 な 事 で ある か ら , 上 紀 中 よ り 云 
. う $ 横 書式 を 採用 する 事 が 必要 で ある と 思う 。 

又 近 來 使用 せら る \ 洋 式 藻 記 族 帳 基 等 で 敷 字 の 記入 計算 を 要 
する も の は , 之 を 横書き と する 事 が 絶 四 に 必要 で ある 。 此 足 か 
ら 考察 し て も 事務 上 の 書式 と し て 舟 来 営 然 横書き の 世界 と な る 
べき は 用 い し を 入れ な い 。 手紙 を 墨汁 で 参 紙 に 認め , 双 諸 種 の 記 
録 を 和紙 に 認め て 居る 時 代 は 追々 に 過ぎ つい ある よう で ある 。 
従前 官 過 へ 圧 出す 願書 や 郵便 局 の 受領 書 等 に は 必 直 回 汁 を 用 う 
る 事 を 必要 と し た も の で ある が , 今日 は イン ク を 以 て する 事 を 
。 許さ れ 又 其 れ が 普通 と な つた の で ある 。 高 年 筆 の 便利 も 認め ら 
れ 加 生 の 九 割 以 上 が 高 年 筆 を 携帯 す る 現今 に 於 て は , 誰 人 も ペ 
ン と イン ク と を 否定 し 英 と 和紙 と を 主張 する 事 は 困難 で あろ 2。 
面 し て ペン と イン ク と は 横書き を 要求 する も の で ある 事 を 忘れ 
て は な ら な い 。 

上 逃 の 話 跡 を 考 う る 時 は 乏 來 我 國 字 は 党 然 横書き と な る べき 
運命 に ある も の と 断言 し て よい 。 即 著者 は 我 國 字 は 本 則 と し て 
横書き を 深 用 すべ き 事 を 主張 す る 者 で あ る 。 

諾 り 穫 ら 漢 字 を 全 朗 し て 新 國 字 衝 代 に 入る と する も , 次 時 代 
の 諸 記 秋 は 澤 然 之 を 何等 か の 形式 に 依っ つて 次 の 時 代 に 引 艦 が ね 
ぱな ら め ぬ 。 此 引 径 ぎの 手段 と し て 著者 は 現在 の 振 優 名 を 便利 と 
思う 。 即ち 我 カ ナ モジ が に も 横 に も 書き 緩 り 得る の は 此 場 合 
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拓 だ 幸 な 貴 で ある か ら , 漢字 を 全 度 し た 暁 に は 従来 の 記録 諸 女 
献 を 解 租 する 必要 上 , 終 書 式 優 名 を も 残し 置い て 振 優 名 を 利用 
する が 宜 い と 思う の で ある 。 結論 と し て カナ の 書式 は 是 常 の 用 
和 途 に は 本 則 た る 左 松 書 式 を 用 い , 特別 の 必要 ある 場合 に 縦 書式 
を 併用 し 得る 事 と する の を 最 得策 と 考 う る の で ある 。 

( 二 ) 片 優 名 か 至 優 名 か 。 

優 名 中 片 恨 名 を 採る べき や 駐 下 優 名 を 用 う べき や は 之 ヌ 議論 
の ある 所 で ある 。 呪 人 や 昔 風 の 人 ぇ は 府 候 名 を 好む 傾向 の ある 
は 事 寅 で ある 。 片 頒 名 の 評 明 せ られ た 堂 初 の 事 は 知る に 由 も 無 
い が , 中 世 か ら 徳 川 時 代 に か け て は 日 常 使用 せら れ た 候 名 は 多 

企 優 名 に 限ら れ て 居 大 観 が か ある 。 之 は 下 人 名 の 形 馬 が 優美 で 
ある 和久 めで あつ た ろう と 思わ れる 。 

年 優 名 の 片 侵 名 に 優る と 思わ る 今一つ の 利益 は , 字 に 園 み 
の 存する 開 係 上 日 に 一 字 一 字 が 一 つの 弧 り を 有 し て 居る か の 成 
じ を 奥 え る 。 獲 縦 の 績 け 書 き に 適する 事 も 利 倫 な 虫 で あつ た 。 
印刷 器 と し て 現行 の 治 字 交 り 文 の 如く 漢字 の 間 に 頒 名 を 交 闘 用 
うる 場合 は 斑 居 名 の 方 が 愛用 され る 所 以 で ある 

至 優 名 は 上 逃 の 如く 縦 書き に は 適し て 居る が , 横書き は 適 
営 し て 居 ら な い 欠 書 が ある 。 故に 沙 浴 國 字 と し て 横 書 式 を 原則 
と し て 採用 する 以上 は 王 優 名 は 此 筐 に 於 て 落第 で ある 。 有 之 に 友 . 
し て 片 條 名 は 娘 が 簡 で 耳 其 割 が 主として | 直線 ょ り 成 つて 居る 
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開 係 上 之 を 適 営 ic 粋 形 し て 横 書 接 績 式 に 料 更 す る 事 が 比較 的 容 
易 で ある 。 以上 の 理由 に 依 つ て 盤 挫 の 國 字 は 片 優 名 を 採用 すべ 
きも の で ある と 主張 する 。 ' 
( 三 ) カナ モジ の 形 索 。 

文字 は 勘 用 途 に 應 じ て 種々 の 形 を 備 う る 必要 が ある 。 例 えば 
タイ プラ イタ ー の 活字 に 使用 する 文字 は 全部 一 様 の 細線 所 詳 毛 
線 ( ヘ ー ヤ ・ ラ ティン) より 成る る の で 無けれ ば な ら な い 。 然 ら ざ 
れ ば 印字 は 基 だ 肉 太 に な つて 鮮明 を 欠き 是 員 來 筑 えも 醒 く 不快 
の 感 を 奥 う る の で ある 。 又 文字 の 大 さよ り 云 う ゃ 固有 名 詞 と か 
文章 の 頭字 等 は 欧米 の 方 式 に 準じ て 大 文字 を 以 て 示し 之 を 外 別 
する 事 が 利便 な 場合 も ある で あろ う 。 この 和信 あめ に は 文字 に 大 小 
二 酷 を 置い た 方 が 宜 い か も ゃ 知れ な い 。 又 印 刷 用 の 文字 は 書き 方 
の 難易 は 第 二 と し て 認識 の 容易 を 第 一 義 と する が 宜しく 其 入 め 
に は 字 間 の 粘着 を 増す 含め に , 縦 の 線 と 棋 の 線 と は 太 さ を 屈 別 
し た 所 調印 刷 骨 な どの 必要 が あろ う 。 双 印刷 中 で も 特に 女 聞 の 
一 部 を 他 の 部 分 と 弄 絢 し て 謀 者 の 注意 を 喚起 する に 弟 字 寺 ズ は 
ロー マ 字 の イタ リッ ク に 相 営 する 如き 字 骸 等 を 使用 する の が 便 
利 で あろ う 。 

書写 に 用 うる 文字 は 活字 の 場合 の 如く 正確 に 王 直 水 下 等 の 
径 は 書き 悪く ある 。 必ず 束 角 度 に 傾 け て 書く 事 が 敏速 で 且 便 利 
で ある 。 従 て 支 字 の 庄 に も 所 主筆 記 館 と し て 宇 幹 を 水 下線 より 
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或 角度 だ け 傾 斜 さ せ た 形 が 必要 と な る 。 面 し て 筆記 詳 中 に も 更 
に 革 字 租 と も 舟 す べき 績 け 書 き に 和 適する 書 骸 を 工夫 すれ ば , 書 
富 は 一 字 一 宇 を 離し 書き する より ゃ 一 大 迅速 に 出來 て 連 用 的 で 
あろ う 。 り 
此 他 縦 書 き に 適する 振 優 名 文字 も 残し て 置く 必要 が あり , え 
禁 飾 文字 等 も 多少 の 必要 が ある で あろ う 。 以 上 逃 べ た 所 を 綿 括 
すれ ば 乏 来 カナ の 字 醒 と し て は 最小 限 と し て 区 の 如き 種類 を 必 
妥 と 考え る 
一 活字 本 ( 各 大 小字 ある を 便 と す ) 
イィ. 普通 字 衣 ( 肉 定 の も ゃ の ) 
g. 妹 字 骸 ( 肉 太 の も の ) 
へ .。 傾斜 骨 
二 . タイ プラ ィ タ ー 用 宇 航 


ィ . 普通 電 
=. 連 書 本 
四 . 縦 書 字 懲 
五 . 装 節 字 骸 
地 學 字 の 衣 革 形 等 は 時 代 と 共 推 移 進 化し 来る は 明 な 事 
で , 池 ic 就 て は 周 の 時 代 に は 大 式 , 秦 代 に は 小 革 が 吊 楽 。 
代 に は 草書 航 行書 髄 が 出来 , 後 更 に 構 書 館 が 出来 た 。 此 等 書 骨 
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相互 の 聞 に は 健 程 の 相 逢 が あつ て , 時 代 の 推移 に よる 奨 相 の 跡 
は 明瞭 に 認め る 事 が 出来 あの で ある 。 カ ナ モ ジ K 就 て 云う も 
NE 
る 活 宇 骸 風 と の 間 に は 大 な る 差 條 の 存する 事 を 見 る の で ある 。 
新 の 如く 文字 は 慣用 する 問 に 自然 に 其 形 嶋 を 角 化 する も の で あ 
つて , ロー マ 字 の アルファベ ツ ト な ども ゃ 此 例 に 洩れ ず 往 昔 の 字 
骨 に 比 す れ ば 現今 の 宇 胡 は 倫 程 の 進歩 を 示し て 居る 

片 委 名 を 唯一 の 我 國 字 と する 場合 如何 な る 形 馬 を 採 用 すべ き 
か と 到 う に , 到底 現在 の 少 敷 人 に よる 工夫 考案 に 依り て 完全 を 
期 せ ん と する 事 は 困難 な 事 で あつ て , 又 其 必要 も 無い 事 は 上 逃 
せる 宇 骨 の 髪 息 を 考 祭 すれ ば 明 な 事 で ある 。 秒 挫 全 國民 が 長き 
年 月 の 使用 中 滞 を 追う て 自然 に 字義 の 完全 の 域 に 進化 する の を 
供 つ べき で ある 。 故に 常 初 は 比較 的 に 完備 し て 居る と 認め ら る 
* 学 人 を 控 用 すれ ば 足り る 。 

彫 は 著者 の 考案 の 一 例 を 示す も の で , 素 よ り 意 に 充 た ぬ 申 は 
多 を ある の で ある が , 現用 の カナ モジ に 出来 る だ け 似 通 わ せ て 
面 も 或 程度 まで 横書き に 適する よう 工夫 し た も の で ある 。 要 穫 
は カナ モジ の 形 越 より 考え て , 文字 の 上 邊 に ある 横 和 か ら 上 に 
突 軸 し て 居る 部 分 は , 出 拉 る だ け 之 を 切り 夫 つ て , 文字 を 上 肛 
に て 横 に 揃え る 事 と し た の で ある 。 

試 に 第 六 章 に 逃 べた 諸 案 中 の 文字 を 本 節 に 於 て 逃 べた 書 個 の 
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プ そ と と っ シタ と ング を を を テク ヶ 


角 あ ベッ 補 時 超々 キテ 年 丁 If (r)( 園 氏 蜜 ) 
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分 類 法 に 照合 し て 見 る と , 小森 式 の 和 活字 喜 は (一 ) の ( イ )c, 大 
筆記 衣 は ( 三 ) の (Cs )K, 中 村 式 は ( 四 ) に , 山下 式 な (一) の (= ) 
に , 高尾 式 は ( 二 ) 及 び ( 三 ) に 相 営 す る も る の で あつ て , 此 等 の 諸 
式 は それ ぞ れ 一 部 の 用 に は 使用 し 得る る も の で あろ 2。 


和 二 節 優 名 遺 改良 守 (綴字 法 ) 
カナ は 音符 文字 で あり な が ら 之 が 長年 月 の 慣用 中 I に 種々 な 


使用 上 の 不 規則 を 生じ 拉 つ て , 現今 は 本 挫 固 有 の 斉 と は 別 箇 の 
斉 を 表わさ し むる 場合 が 多く ある 。 例 えば テ フ , チャ ウッ, テウ 等 
が チョ ー と 贅 茸 され , へ が 時 と し て ツ , へ , そ が エ と 策 茸 せら る 
る 如き は 其 較 で あつ て 同一 音 を 表わす に 種 え の 組 字 法 が 行わ る 
る 謗 で ある 。 此 の 如き 例 は 外 國 語 特 に 英 便 語 等 に 多々 ある 所 で 
ある が 何れ に し て ゃ 買 用 上 甚だ 不便 で ある 。 

従来 優 名 條 法 な る も の が あつ て , 贅 茸 上 展 別 の 無い 葵 を 澤 に 
カナ の 緩 方 だ け 必 別して 居る の が 甚だ 多い 。 面 も 賀 際 使 用 に は 
漢字 が 其 僅 用 いら る ぃ 場合 が 大 部 分 で ある か ら , 多く の 人 は 晶 
に 多 書 に 依 つ て 初め て 優 名 往 の 差 を 見 出す 位 の も の で ある 。 政 
に 偶々 渓 字 に カナ を 宛て 鉄 め て 用 うろ 場合 は 優 名 遺 は 誤 護 が 績 
出す る と 云う 有 位 で ある 。 然し 年 ら 舟 來 漢字 を 全 訂 し て カナ モ 
ジ を 専用 する 暁 於 て は 組 字 法 は 全然 之 を 統一 する 必要 が あつ 
て 各 人 勝手 の 遂 方 は 之 を 許さ ぬ ね の で ある 。 例 えば 光陰 と 云う 語 
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計 就 て 云え ば 従来 の 字 昔 震 名 進 人 た 徒 を えば クッ ウキ ン で ある が 此 
府 の 表わし 方 は カナ の 慣 用法 か ら 云 えば 次 の 十 種 類 あ る の で 


ある 。 
コウ イン ー ョ ンチ ー クッ ウイ ン 
カフ イン ュ ツ キン ュ フ 許 ン 
カフ キン クッ ツ 寺 ン コー イン 
コー キン 


も し 各 人 が 絢 筒 の 組 り 方 を 使用 し て 居る 時 は 誤 者 は 其 全 部 が 同 
一 字 で ある 事 を 知る 事 は 困難 で あり , 又 鋼 書き さ を も 引く 事 が 出 
拉 な いで あろ う . 即ち 組 字 法 一 定 の 必要 な る 所 以 で ある 。 

一 般 的 に 論 す る 時 は カナ は 其 理 が 一 定 で 我 國 語 の 香 も 簡 澤 で 
ある か ら , 字 法 は 俺 語 や 英語 に 比 し て は 作 に 簡 澤 明確 で ある 。 
以下 著者 の 緩 字 法 改 良 に 関す る 一 般 的 法則 に 就 て 所 見 を 逃 べ て 
見 よう 。 

(一 ) カナ を 可 及 的 融 理 通り に 使 居 の 事 。 

法則 一 . レ と 詩 む へ ハ は ワ に , エ と 放 む へ は エ に , 寺 及 び エ は 

それ ぞ れ イ , エ に , ン と 放せ むろ は ン に , ジ 及 び デ は ジ に , ヅ 
及び ズ は ズ に 出来 る だ け 改 むる 事 。 

原則 と し て は カナ モジ は 可 及 的 本 來 固有 の 義和 府 其 備 に 使 
用 する を 宜 し と する の で ある が か が, 慣用 久しく し て 且 冥 際 使 
用 上 紛れ の 無い も る の は 必 才 し も と の 原則 を 黒 守 せ まし て 別 
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に 例外 を 設 く る を 便 と する 場合 が ある 。 一 二 の 例 を 加 ぐ れ 
ば 女 章 の 主格 の 炊 に 用 うる へ の 如き は ワ を 用 い ず し て へ を 
用 い , 又 キ ド ( 井 戸 ) の 呈 及 び 給 の そ エ は 之 を イ , エ ヒ 改 め 才 
し て キ , そ を 用 い ,「 心 中 」 の 中 及び 「 道 連れ 」 の 連れ の 如き 
便 に よる も の は 語源 を 明 了 に する 篇 め に する 第 め に ジュ ウ , 
ズレ を 用 い ず まし て デュ ツウ 及び ヅ レ を 用 うる の で ある 。 
( 二 ) 仲 誰 の 表記 。 
法則 二 . 促 替 は V 記 避 を 字 間 に 入れ て 示す 。 
従来 促 昔 を 表わす に は ツ 字 を 以 て し て 居る 。 其 由 來 する 
所 を 考 う る に 仲 理 は ツ の 韓 化 せ る も の が 最も 多い 事 か ら 趣 
つた も の で あろ う 。 然し 仔細 に 人 研究 し て 見 る と 促 誰 に 韓 化 
する も の は ツ 昔 の み で な く て 他 の 種々 の 聞 が 之 に 甲 ず る 。 
著者 の 研究 に 依る C 促 府 は 下 の 如 き 諸 種 の 場合 に 起 る 。 
( イ ) ツ 府 の 下 に カキ ク ケ コ , サン ス セ ツ , タチ ツテ デ テト :, 
ハモ ヒ フ へ ホ が 來 る 時 に ツ 秋 の 韓 化 に よる 。 “ 
例 . 筆 訪 ( カ )′ 角 揮 ( キ ) 結 句 ( ク ) 短 人 ( ヶ ) 連 行 (3) 
- 逸 散 ( す )・ 立志 ( シ ) 術 敷 ( ス ).、 韓 旗 ( そ ) 節操 ( ン ) 
区 達 ( タ ) 鼓 中 ( チ ) 貝 模 ( ツ ) 客 偵 ( テ ) 骨 攻 (+) 
立派 (へ ) 別 雄 ( と ) 屈服 ( フ ) 関 長 (へ ) 割烹 (*) 
<=) キ 益 の 韓 化 。 「 
- 例 . 立 ( キ ) 行 下 ( キ ) 英 引き た くる (ヒッ タク ル ) 
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(へ ) チ 理 の 電化 。 
例 . 打 ( チ ) た り 蹴 た り 日 ( チ ) 東 (= ッ ト ウ ) 
ー( チ ) 共 (イッ ピ ゼ ) 
(=) カキ ク ケ ュ の 上 に ある ク 府 の 韓 化 。 
例 . 國家 ( カ ) 克己 ( キ ) 克 甘 ( ク ) 國 吉 ( ヶ ) 属 好 ( コ ) 
( ホ ) 7 普 の 韓 化 。 
例 . 堀田 (ホッ タ ) 有り た (アッ タ ) 
費 り た り 買 た り ( ウ ッ タ リ ) 彼 り する (ホッ スル ) 
(へ ) ウ ヌ は っ 和音 の 韓 化 。 
例 . 早速 (サッ ツク ) 法 彼 ( ハ ヘッ ピ ) 買 ふ た (カッ タ ) 
( ょ +) 共 自 身 が 促 る も の 。 
例 . 宮 き 者 共 ( ニ ッ ク キ ) 次 風 (カラ ッ カ ゼ ) 
土手 腹 ( ド テッ パラ ) 暴 福 (ヘナ ッ パ シラ ) 
上 調子 ( ウ ワ ッ チョ ウシ ) 備中 (ビッ チュ ー) 
び ぴたり ( ピ ビ ピッタリ) 新 田 (ニッ タ ) 

之 K 佐 つて 促音 は ツ 以 人 外 の 種々 の 音 より 韓 化 する 事 が 明 
- で ある 。 此 見 地 か ら 論 する 時 は ツ を 以 て 凡 て の 場合 の 促 玲 
を 表わす 事 は 衝 営 て 無い 。 も し 駿 手 を カッ テ と 書く な ら ば 
。、 司 様 の 意味 で 早速 を サッ ンク と で も 書か ね ば な ら ぬ 。 然し 
。 生 ら 此 種 の 級 字 法 は 「 勝 手 」 を 「 薄 て 」 と 誤る や うた 結果 な 
る 故 思 わし く な い 。 ツ に 細字 を 用 うれ ば 尾 別 し 得る と の 説 
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も あろ う が 財 記 2 と 普通 字 と の 大 別 は 出 夫 難い ぃ 事 
が 多 か ろ 23。 

著者 は 従来 の 促音 記 跳 た る ツ を 度 し て 之 に 代 う る に V 記 
足 (ハネ と 呼ぶ ) う を 用 いん と する の で ある 。 例え ば 

ガ " コ 1 ( 除 槻 ) ヒポ 1( 筆 法 ) ジコ 1( 和 行 ) 

等 の 脆 で 此 組 字 法 に 依 れ ば 議 誤 り は 全然 起り 得 な い 。 牙 論 
者 は 文字 の 中 間 に 此 の 如き 記 級 を 挿入 使用 する は 面白 《 無 
いと 球 う で あろ うか が, 元 挫 女 字 は 基 れ 自身 が 一 の 記 蹴 に 過 
ぎ な い 。 廊 字 と 記 跳 と の 差 人 着 は 其 れ が 一 定 の 普 を 表わす や 
和 否や に 存する に 過ぎ ぬ 。 彼 の 濁音 を 示す へ) も 條 濁音 を 示 
す (?) も 共 K 記 束 で ある 。 ヌ 引地 を 表わす (1 ) 又 は (ー) の 如 
き は 普通 に 見 る 所 で ある 。 既 に ( り () や (1 ) を 許し て () 
の み を 許さ ぬ と 蓋 う 理由 は 無い 。 か の 人 語 に 於 ける アク サ 
ジョ * グ ラー ププ , アプ アクサン * シ ルコ ン フ レキ ス , アク サン we テ ー 
グ 等 の 記 貴 や , 狼 逸 語 の ウム ラウ ト 等 を 考 う れ ば 蓋 し 思い 
件 に 過 で る も の が あろ う 。 著者 の 希望 と し て は ( ) 本 跳 は 
本 來 之 を 廊 字 の 間 に 挿 入 せ すし て , 仲 る 字 の 直上 に 附 す る 
事 , 濁 斉 任 濁 茸 符 鉱 は 人 語 の アク サン の 如く し た い の で あ 
る か が , カナ の 場合 は 洪 府 條 滴 府 等 の 促 る 場合 は 記 有 中 を 二 つ 
SSM 
用 2 る 事 と し た の で ある 。 
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( 三 ) 引 符 の 表記 。 
法則 三 . 引替 は 凡 て 1 本 中 に て 示す 。 

時 《 引 き 延 ば す 例 え 区 み 1,。 キサ キタ 1。 ケ 1。 コ 1。 
な る 玲 を 表わす に 従来 夫 れ ぞ れ カ ア , キイ , クウ , ケイ , 
コウ と 書く 避 慣 で ある が , 旦 に 共 の 引 長 を 表わす 書き 方 
と し て は 誤 誠 で ある と 云 わ ね ば な ら ぬ 。 何 と な れ ば カ ア , 
キイ , クウ , ケイ , コツ ウ は 各 二 殖 人 で ある が 元々 カキ ク ケ グ 
コ を 引 長 し た も の は 劉 く 迄 も 一 普 箇 で 無 け ね ば な ら ぬ 。 区 
に カ 1 を カ ア , キ 1 を キイ , ク 1 を クウ と 書く な ら ば ケ 
イィ は ケ ェ , コウ は コ オ と 表わす が 至 党 で ある と 云わ ね ば 
な ら め ぬ 。 

上 逃 の 理由 に よ つ て 著者 は 引 敬 は 1 記 有 避 (| フ ベ 」 と 呼ぶ 
を 以 て する 事 を 推 め る の で ある 。 て と の 記 中 も 俺 語 の アク 
ン と 同様 文字 の 直上 に 陰 記 し た い の で ある が V 記 中 の 場合 
と 同様 の 理由 に よ つ て 字 問 に 配置 する 。「 ノ で. 記 蹴 に 横線 
を 探 ら ず し て 縦 線 を 撰 ん だ の は 連接 記 跳 (ゲッ シュ ) と 誤 ら 
無い よう に ょ 球 う 注意 に 外 な ら ぬ 。 

従来 引 茸 の 組 字 法 が いか に 複雑 し て 居る か は 容 表 を 一 見 
すれ ば 上 明 で あろ うら 。 

アフ 凹 , 提 
科 有 耳 , 應 , 多 
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コー の 理 


ゲ シ の 窓 


ネ ホー の 昔 


当 


混 層 


計 


串 避 


江 


慰 
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エ ツ 天 , 挿 , 曜 
に ば 葉 
ョ ヨー の 昔 
ョ ウ 用 , 唐 
ャ ウ 洋 , 陣 
ラフ 拉 , 螺 
ロー の 青 ロブ 模 , 芳 宙 ) 
ラ 労 , 唐 


( 外 ) 失 の 表記 。 

法則 四 . 提 埋 は アイ ウェ オ の 頭上 に 一 記 跳 を 加 を た る も の 
を 以 て 表わす 。 

現今 キャ と か キュ と 一 ふ 種類 の 提 音 は 一 地 を 二 宇 に て 表 

わし て 居る が , 本 拉 か ら 到 を ば カナ は 一 音節 一 字 で ある と 
云う 釣合い か ら 五 十 音 と 同様 に 挫 斉 に も 特定 の カナ モジ が - 
作ら る べき で あつ た の で ある 。 然 る に 幸 か 不幸 か 五 十 茸 の 
出來 た 堂 時 に 作者 は 拓 埋 優 名 を 作る 事 を 記 却 し て 居 つ た 。 
現今 盲人 の 使用 する 時 字 に は 抑 音 に 特別 の 文字 を 使用 し て 
居る 。 足利 武富 代 氏 等 が 提 茸 に 至 す る 新規 の 文字 を 案 出 し 
て 居る 事 は 第 六 章 第 三節 に 逃 べ た 如く で ある 。 之 は 一 見 基 
だ 便利 な る が 如く し て 党 は 必ず し ゃ 便利 で 無い 。- 由 失 國 宇 
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改良 に 営 つ て 常に 注意 を 要する 事 は 可 及 的 新 字 を 作ら 波 事 
で ある 。 新 字 は 信 程 便利 に 思わ れ て も ゃ も 其 寅 座 く 之 を 行う 事 
が 容易 で な いた め K 資 施 難 に 陥る 。 タイ プ ライ ター 甚 他 の 
利用 より 去 う も 文字 の 敷 は 出来 る 限り 少 事 が 堂 ま し い 。 
故に 提 理 の 如き 比較 的 使用 度 敷 の 少 い 習 の 鋼 め に 多 粗 の 新 
字 を 作る は 策 の 得 た る も の と 移し 難い 。 且 字 形 基 れ 自 身 よ 

う も 足 科 式 拓 斉 字 は 他 の 四 二 八 支 字 に 比 し て 生 複 雑 に 
矢 し 釣 合 上 面白 か ら ぬ 拭 が ある 。 

従来 の 朱 斉 組 字 法 は 極め て 避 々 で あつ て チョ ー の 和 吾 を 表 
は す に テ フ , チャ ツウ, チョ ツウ , テウ 等 の 綴字 が 控 用 せら れ て 
居 る 。 此 等 の 表わし 方 は カナ モジ を 本 來 箇 有 の 昔 の 代 に 績 
苦し て は 如何 C し て も チョ ー と 球 う 本 普 は 出来 た な い の で あ 
る 。 唯 約束 上 チョ ー と 殴 音 し て 居る に 過ぎ な い 。 果 し て 状 
ら ば の 如き 誤り 易 き 複雑 な 級 字 法 を 採用 する 事 は 甚だ 党 
を 得 て 居 な いと 云う 外 無 い 。 従 の 揮 普 組 字 法 の いか に 困 
難 で ある か は 区 の 諸 多 に 依 つ て 知る 事 が 出 拉 よ う 。 


キ フ 及 , 給 
キッ ウ 久 , 休 , っ 


央 


hi 


松 
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ヒ ョ ー の 殖 


リュ ー の 音 


チッ 認 
チュ ー の 苦 人 チュウ 中 。 忠 。 往 
チ 必 、 。: 抽 / 。 恒 


然 ら ば 如何 に し て 拓 埋 を 正しく 且 簡 澤 に 表 わ し 得る か と 
云う に 一 例 を チョ (cho) に 取 つ て 研究 し て 上 兄 よ う 。 チョ は 
chiyo で あつ て , i な る 茸 と y な る 昔 と が 重複 し て 居る 。 政 
に チ と 猫 他 の 一 字 を 連接 し て 表わす 篇 め に は y を 省略 し て 
chiro と する 外 は 無い , 印 ち カナ で 書け ば チ ォ で 表 は さ な け 
ね ば な ら ぬ 。 扶 音 は 前 に も 逃 べ た 通り チ , オ と 三笠 館 (C 誠 
むべ き で は 無く し て 爾 者 は 結合 し て 一 香 節 と な つて 居る の 
で ある 。 即 この 結合 を 示す 旬 め に 記 組 (Aa ムスビ と 呼ぶ 
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を 交 字 の 上 に 附 記し て チオ と 書け ば よい 。 ム ス ど 記 束 は 番 
業 の 譜 に 用 いら れる スラ テー 又は 修 語 の リ ェ イ ゾ ン ( 接 績 記 
避 ) と 同じ 意味 で ある 。 唯 此 場 合 前 に 挫 る 文字 が 濁 音 又 は 
年 濁音 等 で ある 時 に 記 跳 の 重複 を 避 く る 意味 で 第 二 の 文 字 
公 ち す の 上 に ムスビ を 付け て チオ と 書く の で ある 。 

_ 以上 の 例 は チョ 斉 就 て 逃 べ た が 過 て の 拓 昔 は 皆 ア ィ ッ 

エ オ の 頭 に ムスビ 記 式 を 付 し た る も の を 結合 させ て 表わす 
事 交 表 の 如く で ある 。 「 


間 ま 5 キ 及 キオ ギア キッ ウ ギ 
人 に と ツー ビオ ビア 。 ゼ ウ 。 ゼ オ 
シア シ ツ シオ ビア 。 セ ウ ビオ 
ジア 。 ジウ ジオ シア 。 シ ウ シオ 
チア チ チオ デー 性 | : 呈 
叶 プ デ = ニ ウ = オ ンコ 20 ンコ 
ッ プ テア ッ オ 


ギ オ 1, 等 。 


北 
3) 
表 
ざ ) 


チ プ 1 チッ 1 チオ 1 
ビア 」 ビ ウ 1 ビオ 1 po 
之 に より て 拓 益 は すべ て 簡単 明 双 に 完全 に 表わす 事 が 遇 朱 
る の で あぁ る 。 「 
( 五 ) 同 訓 異 字 の 表記 。 
法則 五 。 同 訓 異 字 は "* 記 肝 に て 民 絢 才 る 。 
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我 國語 に は 同 訓 異 字 が 往々 ある が 此 等 は 或 程度 を で アク 
モント 記 貴 を以て 必 別 する 事 が 便利 で ある と 思う 。 

例 . ハツ シ ( 箸 ) ハシ ( 橋 ) ハシ ( 正 ) 
カケ ル ( 鉄 ける ) ヵ ' ケ ル ( 懸 ける ) カ ヶ / ル ( 工 け る ) 
アツ ツィ ( 球 い , 暑い ) アツ イィ ( 厚 い ) 

此 れ は 便 詩 で 定冠詞 の la と 代名詞 の 馬 , 定冠詞 の es と 代 
名 詞 の les と を 尾 別 する と 同様 の 趣向 で あつ て , 此 の 如く 確 
定 的 に 約束 し た 語 は 見 章 が 最初 か ら 約束 通り に 記憶 せ し む な 
る 時 は 使用 上 の 誤り を 防ぐ 事 が 出来 る の で ある 。 放 も は 
一 案 と し て 如 此 恒 別 の 仁 方 も ある と 云う 事 を 學 示 し た に 過 
ぎ な い の で あつ て , 匠 人 の 先 字 等 に は 同 訓 異 字 有 又は 同 番 異 
字 に 全然 この 種 の 属 別 を 控 用 せ ず に 済ん で 居る の で ある か 
ら 必 すし ゃ 必要 と 云う 護 で は 無い 。 図 語 全般 を 通じ て の 此 
種 の 整理 や 標準 洪 定 に 就 て は 系 統 的 iC 調査 し て 定 な べき 事 
は 後 委 述べ ぶる 事 と する 。 

以上 記し た 五 項 の 一 般 法 時 は 著者 の 骨 名 造 法 の 一 斑 を 示 
す も の で ある 。 今 試 に 上 記 優 名 進 法 と 従来 の 企 名 進 に 依 つ 
た 文例 を 左 に 比較 四 表 し て 見 よう 。 

例 一 あの め っ か ち が と っ ぴゃ うし も な いら し っ 

ば い を し で か し た の で わ う ちい の ひ 
と た ち が - よっ て た か っ て ぶん な で っ た 。 


NN ト "ビオ 1 シ モ ナイ 
2 シン デカ メダ タメ デミ の ルル ライ オオ 
拉 タカ ーー テ デ 、、 ンク タタ 。 


例 二 . わり ば し を いっ が か し ょ っ た は し や が 


し デ 


は 


し の 2 う へ を と ほり か か っ た と き か ぜ 
が ぴゅ うば ぴゅ う 。 ふい て し っ 2( 層 を ふっ と 


FL た 。 


ペッ ライ ' 文 。、 シ オタ - ハツ シモ -ー ズ ガ 


昌和 に : 炊 トキ , カ 


II が 。 デビ ウ 1 トビ ウ 1、、 ラ ネネ シゴ ここ 


昔 文 字 又 は 病 普 文 字 等 を 使用 する 。 
( イ ) 英語 の V 音 は 行 優 名 に 濁 替 を 随 け る 。 


va w vu ve'vo no 
(Cg) 英語 の th の 理 は 行人 名 に 傘 滴 音 待 を 哨 け る 。 
tha thi thu the tho 半 2 シン 1 at で > 

(へ ) 英語 の 1 府 は ラ 行 條 名 に 條 滴 茸 符 を 附け る 。 
テ * . サ *-2 い 0 レ *" mn* 


(=) 英語 の # 和 府 は フ に アイ ウェ オ を 附け る 。 


と 


法則 六 . 外 國 普 を 表わす 一 方 便 と し て 従来 用 いて 居 ら ぬ 牌 滴 
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皇后 5 fo フ ア フイ フウ フェニ ラフ オ 
( ホ ) 英語 の t 准 は タ 行 居 名 に 條 濁 普 を 附 する 。 
(ta) t tu (te) (to) ( タ ) チャ RS EE 


(へ ) 猫 逸 語 の ぁ は オ エ に て , せ は ウイ に て 表わす 。 
Casthe ゴ ェ 1 ン Gatinseen ゴ ェ エチ 9 ン デ ゲン 「 
izow ル S ギ テウ キイ 「 

等 は 其 敷 和 偽 の 葬 で ある 。 一 瞳 外 國 昔 は 好 ん で 原 茸 を 優 名 に 

て 表わさ むと する 必要 は 無い の で ある 。 も し 正確 な る 原理 

を 表わさ な と する な ら ば 萬屋 殴 番 記 衣 に 依る 事 が 完全 多 近 

人 道 で ある 。 然 し 近 來 我 國 に て 外 國 語 を カナ に て 示す 際 に 英 

語 の v 及び # だ け を ヴ 及 び フ を 以 て 示し , 例え ば ヴォ クト 

リア , ヴァ ンダ リッ プ , ファ ン , フォ ルム 等 の 綴字 を 用 うる 

が 常 で ある 。 他 の 外 國 府 に 就 て は 一 向 無頓着 で あり な が ら 

時 に Y 及 び # の 音 の み を 殊 更 らし く 注意 する の は 誠に 笑 正 

后 高 の 次 第 で ある と 思う 。 著 者 の 案 は 此 見 地 か ら 出 色 し て 

カナ モジ に 或 約束 だ け す る な ら ぱ ば 或 程度 迄 は Y や # の 例 の 

如く 外 國 語 の 原理 を 示す 記 中 を 作成 得る と 云う 事 を 例示 

し た ic 過ぎ な い 。 ヴ が 何時 の 頃 よ りか 一 般 に 通用 する iC 到 

つた の で ある か ら , 幣 夫 著 者 の 此 種 の 工夫 が 必ず し ゃ 必要 

で 無い と は 断言 出来 た い の で ある 。 


三節 カナ モジ * ぃ タイ プラ イタ ー の 製作 


横 書 頒 名 を 使用 す る 場合 に タイ プラ イタ ー を 製作 する 事 iC 就 
て 半 一 言 を 費 そ う 。 普 通 新式 の タイ プラ ヌイ ター に は back space, 
iock tabulr key。 margn release, shift key 等 を 除い て 皿 二 ー 箇 
の 押 四 が ある 。 面 し て は シフ ト を 押す 事 に 依 つ て 二 重 に 作用 
する が 政 に , 全 骸 に て は 八 十 四 字 を 印 す る 事 が 出水 る 。 逆 に に 英 
女 タ イプ ラ ィ ター を 牙 僅 利用 し て カナ モジ * タ イプ ライ ター に 
改造 する 事 は 容易 な 事 で ある 。 印 ち 英 語 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 文字 を 
取 作 し て 之 に カナ を 充 昔 すれ ば 宜しい 。 アイ ウエ オ は 五 十 字 で 
ある が 此 の 中 イェ ツウ の 三 字 は 重複 し て 居る か ら 之 を 差し 引い て 
ン を 加 ふ る 時 は 旨 計 四十八 字 と な る 。 之 KC 拓 府 に 使用 すべ き ア 
イッ ウェ オ を 加 う る 時 は 全部 に て 五 十 三 字 と な る 。 粗 字 は 過 て ア 
ラビ ャ 敷 字 を 用 い , 江 プ 府 記 嘩 , 企 濁 和 斉 記 虚 ,「 ハ ネフ バシ]」 
其他 必要 な る 記 跳 を 加え て 之 を 排列 すれ ば 宜しい 。 
排列 は 五 十 府 彫 に = 全 つ て も 宜しけれ ば 又 他 の 工夫 を 用 うる も 
宜しい 。 も し 艇 来 彼 書 優 名 が 國 字 と し て 一 般 に 使用 せら る ヽ 場 
谷 頭 字 等 に 大 区 字 を 使用 する 事 に で も 成 れ ば , 其 際 は 更に 押 爺 
の 敷 の 多い タイ プラ イタ ー を 新 製 せ し むる 事 も 半 し た る 困難 で 
は 無い 。 最近 雨 三 年 来 カナ モジ * タ イプ ライ ター の 市 場 に 現 わ 
れ た も の が 皮 に 敷 種 に 達し て 居る 。 未 だ 何れ も 比較 的 高 償 で あ 
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つて 家庭 に 於 て 使用 する に 適し な い 。 著 者 は 可 及 的 廉 償 な も の 
\ 市 場 に 出現 する 事 を 和希 記し , 自ら も 安 償 な ぉ も ぁ の を 製作 せ し む な 
る 和久 め ドイ ィ イツ の 苦 會 年 に 交渉 中 で ある 。 


第 八草 國 字 改良 の 略 施 策 


國 字 の 改良 た る や 中 々 困難 な 問題 で 到底 一 彰一 タ に 行わ る べ 
き で は 無い 。 す べ て 大 な る 問題 の 解決 に は 外 重 な る 計 書 と 周到 
な る 準備 と を 要する 。 本 章 に 於 て は 較 字 改良 費 施 に 計 て の 諸 浴 
備 並 に 和 行 着手 の 順序 等 に 就 て 少し く 研 究 し て 見 た いと て 思 


第 一 算 プロ パガン ダ の 必要 

三 党 は 多数 人 の 集 園 で も る か ら , 何れ の 場所 た る を 論 ぜ 才 , 之 
を 組織 せ る 個人 は 知識 , 財産 , 素 真 , 教育 等 すべ て の 方 面 と 渡 
つて 上 下限 り 無 階段 に 度 が つて 居る 。 徒 て 所 主 有 識 階 級 の 最 
上 な る 者 と 無 識 階級 の 最 下 に 属す る 者 と の 間 に は 思想 上 雲 混 も 
内 な ら ざ る 隔 が 存する 。 同 程度 の 教育 を 受け た 者 で きえ も, 皿 
の 職業 の 者 と この 職業 の 者 と は 思想 上 全然 別 和 師 の 旨 界 に 年 き て 
居る よう な 現象 は 日 常 見 る 所 で ある 。 著者 は 以前 か ら 方 賞 改 良 
ーー 
面 の 風土 征 祭 族 行 に 出かけ る 途上 , 米原 胃 で 汽車 の 乗換 え を 
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て 北 に 向 つ た 。 時 偶々 先帝 の 御大 典 司 偶 の 後 で あつ た の で , 北 
陸 方 面 の 田 合 の 小 了 校 の 生徒 達 が 京都 の 二 條 本 吾 昔 観 の 忠 途 
先生 I に 引 卒 せら れ て 同 車 し て 居る の を 見 た 。 著 者 は 此 等 の 見 音 
に 注意 の 眼 を 注い で 居 た が , 彼 等 の 衣 歳 は 汚れ 顔 は 垢 や 堂 に ま 
みれ て , 宛 然 芝居 の 寺 小 屋 に 出る 腕白 小僧 を 見 る 心地 で あつ た 
先生 は 洋服 に 駒 下 駄 を 券 い て 居 た 事 は 未だ し ゃ , 其 言 語 動作 が 
寿 野 で 田舎 の 若 和 素 そ の 僅 で あり , 都 會 生 活 者 の 眼 に は 誠に 赤面 
する よう な 有人 壌 で あつ た 。 著者 は 此 時 一 人 心 に 思 つ た 。| 難 等 の 
唱 道 し て 居 つ た 所 計 定 會 改良 案 は , 此 種 の 人 達 の 間 に 行わ る ヽ 
に は 更に 百年 の 日 子 を 要する で あろ う 」 と 。 之 は 溝 に 一 挿話 に 過 
ぎ な い ぷ が 要 之 別 箇 の 世界 に 生活 し て 居る 人 達 の 距離 に は 時 と し 
て 租 像 外 の 隔 の ある 事 を 忘れ て は な ら な い 。 著 者 は 今 國 字 改良 
寅 施 と 問題 を 考 う る に 澤 つ て , 又 と の 感 を 懐く の で ある 。 

國 字 と 云う 問題 に 就 て 常 然 考 慮 を 携 う べき 答 の 職業 に 携 わ つ 
て 居る 人 , ヌ は 海外 の 事情 や 日 本 の 世界 的 立場 等 に 就 て 分 の 
知識 を 有する 人 ぇ 等 は 漢字 が いか に 不便 で , 従 て 之 を 厩 し て 新 
國 字 を 制定 する 事 が いか に 緊急 事 で ある か を 理 角 する 事 は 極め 
て 容易 で ある 。 然 し 生 ら 此 種 の 人 は 國民 の 弧 歌 か ら 云 う と 極め 
て 少数 で , 残 鈴 の 多数 の 人 は 調 わ ば 全然 無 識 で あり 無頓着 で あ 
る 。 換言 すれ ば 匿 字 問 題 と は 全く 別 箇 の 世界 に 住ん で 居る と 到 
ら て 宜 い 。 此 種 の 人 達 と し て 眞 に 此 問 題 に 興味 を 感 ぜ し め 本 問 
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順 の 渦中 Ic 引 入れ ん と する は 非常 に 大 な る 努力 を 必要 と する 。 
即ち 國民 的 プロ パガン ダ ( 宜 俺 ) の 必要 は 菱 に 存する 。 

従前 國 字 改良 論 が 北 回 も 唱 道 せ られ つい も ゃ , 送 に 賞 行 の 各 
就 か な か つた の は , 愛す る に 多 数 の 人 達 が 一 部 の 人 士 の 考 う る . 
如く に 団 字 改良 の 必要 を 認め な か つた , 否 天 ろ 知 ら な か つた 事 
原因 する 。 今 より 三 十 年 許 前 筐 山 伯 が 文 相 で あつ た 時 , 一 大 
英世 を 以 て 優 名 條 の 改定 を 鍋 し 策 理 優 名 條 を 績 布 し た 際 に も 隊 
分 反田 が 多 か つ た の は 起 ホ 世 人 が 未だ 國 字 に 肘 す る 充分 の 理解 
が 無 か つ た に 因 る も の で ある 。 と の 優 名 違 改 良 法 が 後 再び 訟 せ 
ら る ぃ 運命 に 到 つ た 時 , 折 柄 菓 山 C 瀧 在 中 で あつ た 宮内 省 御 就 
所 長官 高崎 正 風 男 が , 此 事 を 開い て 喜び の 釣り 中 村 春 二 氏 の 央 
父 に 宛て \ 炊 の 如き 競 を 送 つ た と 云う 事 で ある 。 

優 名 違 玉 定 案 否 決 の 電報 を うけ と り て , 

驚 の も ゃ いよ ろ と び の 英 よ りゃ も うれ し きた より 聞き し け ふ 功 。 

言 時 の 幸 は ふ 図 の 礎 は 省 の まもり て ゆる が ざり けむ 。 

千 高 の わが は ら か ら の と と た ま の た すく る 國 の 薄 わあ る な 。 

心 せよ 動か ぬ 図 の 確 も あり の 穴 よ りく づれ と そ す れ 。 
- 牙 に 一 片 の 企 名 遣 政 正 で さえ ゃ も, 古風 の 人 より 見 れ ば 國家 の 
存亡 に 開 す る 大 事 と も 見 ゆる の で ある 。 況 ん や 后 敷 百年 の 歴 喝 
を 有 し , 且 吾 人 が 日 常 使用 し て 歪 た り に も 便宜 を 得 つい ぃ ある 周 
字 を , 少く と も 改訂 党 座 は 確 に 或 種 の 不便 を 感 べ き 新 賠 字 に 


主 し ee 
ず R 
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獲 更 する 事 に は 多大 の 反 習 障 如 の ある べき 事 は 想像 に 難く な 
い 。 故 に みみ が 偶 行 に は 非常 の 英断 を 要 す べ き は 勿論 で ある が , 徒 
英断 を 振り か ざし て 世 人 の 反 詩 を 買う は 赴 耕 虎 績 河 の 勇 で あ 


、 る 。 和 吾 入 は 耐え 刀 ん で 多 敷 民衆 を 導き 先 二 之 に 図 字 改 良 の 必要 


を 了 燃 せ し む る 事 に 努力 せ ね ば な ら な い 。 起 外 ち 國 学 訪 良 論者 
の 篇 すべ き 第 一 着手 で ある 。 著 者 は 國家 の 前 途 を 思い 官民 一 致 


_ し て 宜 偉 を 総 績 する の 必要 を 痛感 する 。 


索 二 節 國 宇 炊 正 調査 汗 を 起す 事 


政府 に 於 ける 宜 偉 の 手始め と し て 著者 は 國 字 改正 調査 党 の 設 
置 を 推 め る 。 今 更 語 査 含 で も ある まじ と の 議論 も あろ う が , 前 
述 せ る 如く 視 泊 に は 種々 の 暗 級 や 種々 の 職業 の 人 が 居る た め に , 
漢字 の 不便 , 現用 健 名 の 欠 虹 等 は 知 つ た 方 面 で は 刊 り 切 つ た 事 


の ょ うに 思う が , 之 を 往 区 的 に 凡 て の 方 面 の 人 そ に 知ら し むる 


に は 種 え の 方 面 か ら 之 を 説き 明か す の 必 要 が ある 。 基 説明 の 玄 
料 は 諸 竹 の 統計 等 の 集 黄 上 の 便宜 か ら 之 を 政府 主催 の 調 客 會 の 
調査 に 侯 つ が 宜しい 。 
調 桂 す べき 事項 の 主たる も の は 菊 の 如く で あろ う 。 
一 洪 宇 度目 及び 優 名 遣 改定 の 小 了 校 見 童 の 修業 年 限 短縮 に 
及ぼ す 逐 響 。 
義務 教育 年 限 は 恐らく は 一 年 邊 乃 至 二 年 間 短縮 し て ゃ も, 
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従来 と 同一 程度 の 肌 力 は 容易 に 得 ら る ぃ 事 と 思う 。 
二 . 小 事 接 の 較 語 科 負 携 軽 減 の 見 音 爵 力 に 及ぼ す 影 響 。 
従来 國語 の 篇 あめ に 費 し て 大 た 多大 の 力 を 節約 し て 之 
を 他 に 振り 向け る が 認 に , も し 数 育 年 限 を 同一 と すれ 
ば 他 の 有用 届 科 を 修得 する 時 間 が 澤山 に 出 夫 る 。 
. 見 将 の 負 携 軽減 の 骸 格 に 及ぼ す 影 響 。 
現在 我 小 盟 見 交 は 負 拓 過 重 の 篇 め 健 康 骸 格 を 害する 事 
が 基 だ 多く , 従 て 國民 の 宜 格 に 影響 す る 所 が 多大 で あ 


る て と 則 2 う 。 
四 . 渓 字 諾 止 の 國民 負 堆 に 及ぼ す 交 響 。 


( イ ) 我 國 の 如く 近 悦 眼 者 の 多い 國 は 他 に 無い 。 之 は 其 原 
因 が 種 え あろ うぷ が 漢字 稀 り の 小さ な 字 を 詩 む の ゃ 一 原 
因 と 思う 。 支那 人 の 新聞 に し ろ 書 籍 に し ろ 文 字 は 四 引 
以上 の 大 さ の も の を 用 うる 。 漢字 は と の 位 の 大 さ で 無 
く て は 有 眼 の 衛 衝 に 避 い の で は 無 か ろ うか 。 外 國語 を 讃 
む 和 鍋 め に 近 下 に な る と 球 う 事 は , 西洋 人 に 近 客 が 基 だ 
少 い の で ある か ら 信 じ ら れ な V い 。 

(Cg) 日 本 人 の 大 多 敷 は 渓 字 の 困難 の 人 入 め に 手紙 すら 書け 
まず 書物 や 新聞 すら 計 め ず 日 常 ど 用 を 欠い て 居 る 。 較 民 
の 七 割 以 上 が と の 篇 め に 一 生 の 間 如 何 に 精 御 的 苦痛 を 
奴 び つい ある で あろ うか 。 
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五 .・ 図 民 の 能率 に 及ぼ す 影 響 、 

( イ ) 事務 上 や 日 常 生 舌 上 筆 黒 を 用 いて 居る 従来 の し 式 が い 
か に 國民 の 衣 座 を 低下 し つい ある か , 希 所 主文 明 の 利 

” 回 の 利用 開 係 の 能 補 に 及ぼ す 影 響 も 権威 ある 調査 を 必 
要 と する 。 

(sg) 印刷 業者 が 複雑 せる 和 活字 の 師 め に 徒 費 す る 費用 券 力 
不便 , 従 つ て 國民 が 印刷 費 の 稿 め に 雑誌 新 呈 書 籍 等 に 
世界 一 の 高 償 を 支 携 い つい あぁ る 事 費 が ある 。 

(へ ) 日 常 釧 書 の 引用 を 殆ど 困難 な らし むる 事情 に ある 。 

六 . 漢字 度目 の 國民 精 御 に 及ぼ す 虹 響 。 

党 字 は 更に 角 我 國 に 俺 來 以 來 千 五 百年 の 歴史 を 有 し 図 
民生 活 に 容 接 の 開 係 が ある 。 漢 字 と 位 教 俸 教 と は 窒 接 
な 了 開 係 が あり , 忠孝 の 思 思 は 儲 孝 に 源 を 琶 し て 居る 
の で ある か ら , 党 字 旗 止 が 闘 接 に 忠孝 と 云う 如き 思想 
に 影響 する で あろ うと 云う 議論 も る ある 。 一 窯 の 調査 を 
要する 。 

七 . 漢字 磨 止 の 國民 文化 生活 に 及ぼ す 影 響 . 
漢字 度 止 の 結果 は 文化 の 普及 範 園 が 現今 より は 誤 倍 に 
達する で あろ うと 想像 せら る ヽ 。 今 日 新聞 雑誌 の 如き 
之 を 購 誤 し て 居る も の ヽ 割合 は 全 國 を 通じ て 比較 的 に 
低 浴 に ある 。 漢字 度目 の 結果 読み 書き が 谷 易 と な り 針 


144 


出費 は 低 座 と な る , 其 結 果 娘 化 の 普及 並び に 向上 入 
する 所 が 大 で あろ 2 う 。 
八 . 肖 字 度目 伴う 不利 及び 之 を 表 済 すべ き 方法 。 
- 九 ・ 漢字 麻 目 の 連 行 上 の 困難 並 に 之 を 避 く べき 方 法 。 
十 . 國 字 改 定 の 準 価 。 
ー. 國 字 改定 の 化 施 方 法 。 
さて 調 変 含 の 委員 は 官 更 , 質 家 , 教育 者 , 法 筆 家 等 あら ゆ 
る 方 面 の 人 を 網 苺 し た も の で , 公 下 企 重 に 國家 高 年 の 大 計 を 立 
る を 目的 と し て 調 相 に 従事 すべ き で ある 。 政 倫 は 新 の 如く し 
て 得 た 主査 の 結果 は 直之 を 廣 く 世間 に 華 表 する 事 と する 。 模 
威 ある 調査 含 の 報告 は , 國 宇 問題 の 解決 せ ざ る 可 か ぬら ざ る 所 以 
を 和文 會 に 知ら し むる 上 に 於 て 絶好 な る 斉 料 で な け ね ば な らい ぬ 。 
要する に 調 容 覚 の 設置 は 了 字 改良 に 暫 す る 組織 的 深 行 法 の 第 一 
歩 で ある 。 「 


索 三 彼 漠 宇 創 限 
國 字 改良 に 睦 す る 準備 が 殆ど 出来 て 居 ら な い 今 是 , 直 K 漢 字 
を 庶 す る 事 は 事 費 上 不可 能 の 事 と 云わ ね ば な ら ぬ ぬ 。 すべ て 物 に 
営 然 踏む べき 順序 が ある 。 較 字 改良 に 於 て も 移り 幼 り の 順序 
と し て 或 期 聞 は 漢字 の 大 制限 と 漢語 及び 成語 熟語 等 の 整理 を 入 
す 必 要 が ある と 考え る 。 


- f * 
Ei 4 
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明治 三 十 三 年 婦 部 省 は 簿 常 小 陸 校 四 年 間 ic 學 各 す べき 較 語 攻 
科 書 中 の 漢字 敷 を 凍 限 し て 一 千 二 百 字 と し た 。 爾 來 其 数 を 修 り 
災 存 赤 し て 今日 に 至 つて は 箕 常 六 年 聞 に 於 て 國語 科 に て 教 接 す 
る 漢字 敷 は 千 三 百 九 圭一 字 で ある 。 面 し て 地理 歴史 其他 各 笠 数 
科 書 に 現われ 來 字 を 通算 する も , 其 の 縄 数 は 二 千 敷 百 字 に 
過ぎ な V。 今 蓄 に 此 等 の 漢字 表 を 掲 ぐ る 事 を 避 く る が , 此 制 限 
内 の 漢字 に 含ま れ て 居 ら な いも の で 日 常 極め て 普通 に 使用 せら . 
る * 漢字 を 試 に 例示 し て 見 よう 。 
丘 且 堪 生息 予 各 享 亭 売 大 全 佑 個 充 簿 更 競 分 工 冥 
凪 凸凹 刊 芝 閉 上 匿 廿 屯 衣 トト 赴 同 双 叙 只 史 史 音 吟 果 叶 哉 唄 折 
喧 唇 躍 囚 圭 坦 二 型 堆 王 天 奏 笑 供 
妃 誠 奴 妥 始 革 燥 如 衣 婚 媒 辺 六 嬢 訴 
宋 宙 宜 者 窓 寒 叉 恨 蜂 尺 巨 巾 井 底 証 
弄 吊 彩 村 灰 工 随 急 民 知 物 菊 式 三 吉 
拓 長 抄 把 抜 抽 拉 拐 拘 抽 挑 挫 擬 揮 掴 据 撮 区 
革 藤 呈 栖 期 朗 
朴 丁 柱 李 架 移 栓 循 欠 灰 且 昆 
(「 毛 部 」 以 下 は 之 を 昇 す ). 
之 に 依 つ て 見 る に 詩 常 小 束 校 六 年 を 共 え た 者 は 教科 書 中 kc 記 
載せ られ て 大 る 漢字 を 一 宇 残ら すず 記憶 する と し て も 猫 且 上 (c 香 
げた 如き 普 逝 字 を も 語 み 得 た い の で ある 。 況 や 難解 の 成語 や 款 - 
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語 に 於 て を や 。 試 に 下 K 大 正 十 年 五 月 末 日 の 大 阪 朝日 新開 に 掲 
載せ られ た 女 章 を 引用 し て 見 よう 。 

朝日 ゲラ ヒッ ク 六 月 特別 色刷 明 

『 野 も 山 も 滴る や うな 財 に つ ヽ まれ て , 若い 人 の 疾 若 
血潮 が 快く 曜 る 初夏 が 來 ま し た 。 や は ら か な 風 が 其 の 血 
の 洒 つ た 美しい 詩 を 撫で る 時 匂 や か な 生 を 悦 訪 する か の や 
うに , 力強い 活 え と し た 微笑 が うま れ ま す 。 と れ を 天 油 す 
る た め 六 月 五 日 の 第 一 日 曜日 に 華 行 する 「 朝 日 グラ ヒッ ク 
特別 色 奈 昌 は 最近 流行 の 称 を 集め て 稚 な 身 に 幼 ふ た 佳人 
の 「 初 夏 の 粧 ひ 」 を 華 頭 に 住吉 の 田植 祭 の 植 女 が 粉 僅 の 統 
ひ 日 引 せ る や うな の を 配 し , な ほ 苺 加 に 愛 ら し い 少 女 の 次 
を 見 せ , 別 C 全 開 西 百 六 十 航 校 の 女 欧 校 上 級 生 の 手 に よ つ 
て 北野 恒 富 書 伯 の 揮 計 に か いる [美人 と 萬 浦 」 の 書 稿 用 
し く 彩 色 さ れ た 其 の 内 の 優秀 な 作 唱 を 敷 名 の 審 論 員 に よ つ 
て 選 み 出さ れ た も の を 原色 其 の まい て HB オフ セッ ト に よ 
つて 印刷 し ます 。 番 面 全 の 配列 と 基 の 彩色 の 精 妙 は 到底 
他 の 企 及 し 得 ざさ る 立 浜 な も の で す 』 

は 民 楽 を 笛 手 と する 新聞 紙 が 庶 者 iC 朝 日 書 報 の 矯 行 を 除 吾 
する 文章 で ある 。 然 る に 此 文 中 で o 印 を 付 し た も の は 小 學 生 が 
未だ 管 て 聖 宮 し た 事 の 無い 漢字 で あり , 一 を 付 し た 成語 は 小 了 
卒業 程度 の 者 に は 難解 の 句 で ある 。 牙 人 の 統計 依る に 小 届 接 
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乏 業 生 が 証 合 に 出 た 後々 えま で 永久 李 憎 に 留まる 漢字 の 致 は 座 均 
六 七 百 に 過ぎ な いと 球 う 事 で ある か ら , 國民 の 大 多 敷 が 新開 記 
一 や 普通 文 を 讃 み 得 な い の に 寧ろ 飼 む に 足 りな い 。 

一 角 小 聖和 校 に 於 て 漢字 を 制限 し て 数 授 す る に 拘わら すず, 策 証 
會 は 勝手 に ヶ 敷 文 前 字句 を 使用 する の は , 赴 印 ち 義 務 教育 の 
み を 受け た 多 訓 國民 を 徒 ら に 祉 営 の 文化 より 後 ら す よ う 侍 向く 
る よう な も の て で 不 合 理 不 親 切 の 至 り で ある 。 芝 局 者 が 漢字 の 負 
堆 過 重 の 見 将 に 及ぼ す 回 影響 を 願 護 し て 小 聖 校 教 育 に 於 ける 漢 
学 を 太 限 し た の で ある る 以上 は , 何故 政府 は 年 公 に 肘 し て も 出来 
得る だ け 局 一 程度 の 漢字 制限 を 軟 行 する よう に 推 め た い の で あ 
る か 。 も し 定信 に は 漢字 の 使用 は 其 欲 する が まい に 任せ る と 豆 
う 方 針 た な ら ば , 何故 た 小 政 生 IiC 習 し て も 漢字 の 前 限 を 徹 訂 し て 
一 居 多 敷 を 教 々 ん , せめ て は 義務 救 育 終了 者 に 日 常 生 活 に 必要 な 
だ け の 人 備 を 人 久 さ な い の で ある か 。 二 者 何れ を も 探 ら まし て 之 
を 不 合理 不 徹底 な る 現状 に 放任 する の は 甚だ 心得 難い 事 で ある 。 

素 よ り 小 玉 校 の 修業 年 限 は 短い の で ある か ら , と の 短 年 月 開 
に 種々 の 告 識 を 充分 に 教え 込む 事 を 塵 む の は 無理 で ある 。 然 し 
征 ら 折角 の 義務 吾 育 を し て 中 途 件 端 に 終ら し むる は 猫 更 丸 び 
い 事 で ある 。 上 革 の 救済 は 征 合 の 有識者 が 自制 する に 侯 つ と 考え 
る 。 元 來 個人 が 其 所 有する 知識 を 活用 する 事 は 之 を 他人 が 制 誌 
すべ き 加 で は 無し 。 然し 一 歩 進 ん で 考え る 時 は 知識 ある 者 が 徒 
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に 其 博 識 を 溢 用 し て 知識 に 乏 し き 者 を 悩ま し むる は 盆 な き 業 で 
ぁ る 。 凡 て の 公徳 は 多 敷 の 篇 あめ に する 自己 の 科 衝 と 球 う 事 K 外 
な ら な い 。 此 意味 C 於 て 著者 は 世 の 知 識 深雪 者 が 渓 字 制 限 を 日 
常 自生 的 に 控 行 する 事 は 祉 営 C 軒 する 公徳 で ある と 考え る 。 包 
度 の 秦 修 や 遊 昌 は , た と い 其 れ が 個人 の 有り 鈴 れ る 懐 勘定 より 
出す る に し て る 祉 党 の 斗 の 和久 め に 禁 ぜ ら る べき も の で ある 如く , 

或 度 の 漢字 使用 制限 は 営 然 強制 せら れ て 差 支 え 無 いも の で ある 
と 思 民 する 。 政 府営 局 者 は 少く と も 政府 自ら 作成 する 諸 文 書法 
令 等 に 使用 する 文字 は , 之 を 図 定数 笠 午 に 使用 せる 範 園内 ic 制 
限 す る 事 は 政 窒 の 義務 で ある 。 面 し て 政府 は 又 視 會 多 向 つ て も 
同 層 之 が 冥 行 を 訴え 且 推 導 す る は 全 國 北 宇 万 の 可憐 な る 小 避 在 
校生 及び 基 卒 業 生 に 暫 す る 評 務 で ある と 信 赤 る の で ある 。 

か の ドイ ツ 國 に 於 て は 責 洲 理 争 前 に 於 て さえ 國 内 に 於 て 十 四 
金 以 上 の 人 金 製 毅 侯 品 は 其 製 作 を 禁 上 正 し て 居 つ た 。 其 動 機 は 過度 
生か る た た っ で 人 大証 
華 し て 居る と 思う 。 も し 政府 が 卒 先 し て 其 有 散布 する 法令 諸 規 則 

文書 等 に 漢字 の 使用 を 國 定 教科 書 中 に 区 げ た る 範 園 に 制限 する 
事 と し , 自ら 範 を 示し て 之 を 廣 く 民間 に 及ぼ す よ ょ う , 出 る 限 

り の 努力 を 乱す な ら ば , 漢 字 誤 眼 は 凛 に 始め て 効果 を 映 ぐ る の 
域 に 到 る で あろ う 。 

_ 以上 は 現 汰 に 於 ける 漢字 制限 の 効果 を 抄 ぐ べき 方 法 に 就 て 概 
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論 し た の で ある が , 國 字 改良 賢 施 準備 と し て は , 学 敷 の 制限 を 
一 居 低 下 し , 獲 制 限 内 の 文字 と も 日 常 党 字 使用 を 可 及 的 少く 
する 事 が 必要 で ある 。 何 程 の 字 敷 を 以 て 適 営 と する か と 丈 う 事 
は 之 を 聖者 数 育 家 の 慣 重なる 研究 に 供 つ の で ある 。 か くし て 極 
め て 少 敷 の 漢字 を 或 年 月 間 使 用 する 間 に は 成語 や 文 前 等 も 自然 
簡易 明瞭 と 和久 つて , 自然 陶 汰 の 結果 徒 来 の 難解 な 字句 は 其 蹴 
を 湊 す る に 到 る で あろ う , 一 旦 と の 域 に 達する 時 は 即ち 漢字 を 
全 訟 し て カナ モジ を ぇ 専用 する 事 は 容易 と な る 


索 画 節 字 友 び 成語 の 統一 間 C 整 理 

支那 は 古 來 女 字 廊 聞 の 國 で あつ た 。 従 て 漢 避 の 光彩 は 誠に 目 
愛し いも ゃ の が あつ て , 所 調 唐 宋 八 家 の 文 の 如き に 至 つて は 美 文 
の 典範 と 稀 せ られ , 買 に 人 の 心 を 酔わ し むる も の が あつ た 。 美 
敵 の 鼻 重 は 文 の 篇 め の 文 を 生じ , 女 字 は 不 必要 に 其 敷 を 増 し , 新 
製 の 成語 難 語 等 は 績 を と し て 生れ 來 り , 基 の 極 今日 に 到 つ て は 
文 草 の 項 に え ぬ 事 と な つた 。 病 字 を 國 字 と する 共 園 は ズ 古 拉 
那 の 崇 春 者 で あつ た 。 耐 し て 見 よう 見 宮 似 に 支那 と 同様 に 交 
学 を 弄ぶ の 角 過 を 不知 不 議 の 間 に 探り 入れ て 居 た 。 慈 の 如く し 
て 今日 無用 に 塔 加 せら れ た 文字 と 成語 と は 無 敷 に 存在 する 。 吾 
犬 は 先 才 第 一 に 之 が 整理 に 営 ち な けれ ば な ら な し じ 。 

- 婦 に 一 例 と 軸 ぐ べ れ ば イダ ル と 云 グ 語 に 持 し て 用 いる ゞ 廊 字 
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は 次 の 如く K 洋 山 あ る 。 

至 , 到 , 琴 , 款 , 格 , 優 , 造 , 語 , 底 , 偉 , 戻 , 指 , 

稽 。 抵 , 次 , 等 

此 等 は 漢 隔 者 の 況 に 依 れ ば 苦 少 宛 用 法 を 異 に し て 居る そう で 
ある (久保 天 了 基 氏 著 『 訓 り 易 き 渓 字 』 倒 照 )。 然 る に 新 の 如き 訟 議 
は 漢 避 者 の 外 は 之 を 知る 者 は 和 で あろ う 。 常人 は 殊更 好 ん で 此 
種 の 民 分 を 知る の 必要 を 認め な い の で ある 。 の みな ら ず 所 詩 政 
事 と か 成語 と か 到 う も の い 慣 用 も 其 根 本 に 逆 つ て 見 れ ば 殆ど 何 
等 の 根 振 も 無い 場合 が 多い の で ある 。 著名 な る 文章 家 が 基文 章 
中 に 偶 を 某 の 字 を 使用 し て 居 つ た と 云う 吾 が 後 諸 者 に 依 つ て 全 
見 せら れる 時 , 其 字 は 新々 の 場合 に 新 く 用 うべ きも の で ある と 
云う よう 名 法則 親 さ れん て し まう の で あつ て , 使用 し た 党 入 
に 於 て は 果して 其 れ だ け の 用 意 が あつ た か 否 か 誠 る 疑問 と 云わ 
ね ば な ら な い 。 考え て 見 れ ば 寅 に 思 な 事 で 誠に 『 欠 の 頭 を 信心 
する 』 の 感 が ある 。 和 吾 入 は 新 の 如き 文字 の 訟 議 立 て を する 中 に 他 
(に より 多く を 看 び た い 。 イ タル は イタ ル 若 く は 至る で 十分 で あ 
る 。 ア ヽ は 「 鳴 呼 」 も 「 於 戯 ] も 「 嘆 ] も いる まい 。 和 吾 人 が 漢字 の 
整理 を 人 徹 す べ し と 高調 する の は 此 虹 で ある 。 新 の 如き 類例 は 半 
何で も ある が 数 に は 一 ネ み を 逃 ぶる 鯨 白 を 有 し な い 。 

以上 は 宇 訓 に 就 て の 例 で ある が , 同意 の 語 又 は 成語 に 就 て も 
同様 で ある 。 私 (ウタ クシ ) と 云う 代名詞 I に 時 し て 
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衝 , 吾 , 己 , 予 , 余 , 我 , 僕 , 芝 ,. 我 墓 , 我 並 , 予 一 , 
生 入 , 自分 , 畠 者 , 身 共 , 小生 , 小 子 , 自生 , 愚 生 思 老 
細 老 ,。 不 公 , わ も し, おれ, おら, 等 
(アナ ォ タ ) と 球 う 語 に 半 し て は 
| 貴方 , 長 F, 貴兄 。 克 君 :. 貴 台 , 貴女 , 足下 , 
開 下 , 委 兄 , 信 君 , 御 許 , 其 許 , 其 方 , 邊 台 , 大 見, 雅史, 
大 人 , 賢 台 , 賢 兄 , ぉ 前 , 御 王 , 貴人 欄 。 う ぬ , われ , 盟 兄 , 等 
の 如き 多 敷 の 局 義 の 文字 , 成語 が ある 。 苦 の 如き は 四 に 世界 に 
類例 の 無い 事 で , 之 を し ゃ 廊 字 の 遊戯 と 云わ ず し て 何と 云う 。 
漢字 の 人 多 召 に 多 ま れ り と 云う べき で ある 。 有 之 を 西洋 の 例 に 見 
る 英語 で は 上 は 重 帝 より 下 は 庶民 に 至る まで ウタ クシ は ! ア 
ナタ は you で すむ 。 多 逸 語 で も ワタ クシ は 唯一 の ich で , アナ 
タ は Sie 又は du( 夫 婦 購 や 子供 又は 親友 に 向 つ て 用 うる 。 日 本 
語 の オマ ェ K 匹 散 す る ) で 済ま し て 何等 の 不便 も 無い 。 著者 は 
我 國語 に 於 て も 自分 の 事 は ワタ クシ と ボク , 手 の 事 は アナ タ , 
キミ , オマ ェ 位 の 程度 で 整理 を 師 す べき で あろ うと 思う の で あ 
の 「 
以上 に 逃 べ た 虎 は 唯 敷 葬 に 過ぎ な い が , 葉 國 語 に は 整理 を 要 
すべ き 半 多 の 外地 の 存する 事 は 之 を 以 て も 明 で ちる 。 新 の 如く 
現用 の 語 全 般 に 渡 つ て 根本 的 の 鞭 理 を 鋼 し , 難解 の 語句 は 新 に 
新語 と 改訂 する 事 と し , 他 面 に 於 て は 前 條 に 逃 べた 如き 漢 台 の 
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制限 を 仙 し 。 衣 新作 る 字句 は 吊 朱 得る 限り 難 狩 の 洪 学 に 依 
る を 避 く る 時 は , 言語 は 滞 を 追う て 整理 入 一 せら る \K 到 る で 
あろ う 。 

な お 話 句 の 整理 に 就 て 最 重 要 な る 事 は 法律 , 料 懇 , 腎 了 等 に 
使用 する 専 問 語 の 改定 で ある 。 漢字 を 制限 し 進 で 幣 科 み を 全席 
する 乱 め に は , 此 種 必須 の 語 は それ ぞ れ 専 問 家 の 委 員 c 於 て 二 
分 調査 研究 し て 適 営 な る 標準 語 を 定め て 置か ね ば な ら な V。 此 
事 は 各種 の 政 會 等 が 買 行 の 衝 に 営 つ た な ら ば 比較 的 容易 に 買 行 
出来 る で あら う 。 


比 分 標準 績 昔 魚 書 の 刺 定 


= 


漢字 庭 直 行 に 営 り 最 必 要 な る 準備 の 一 は 標準 と な る べき 毅 
書 で ある 。 元 挫 我 國 の 鮮 書 は 以前 は 支那 式 の 宇 割 引 
に よる 漢字 字典 及び 優 名 追 華 府 法 に よる 國 廊 鮮 典 と の 二 種 類 あ 
つた が , 之 は 何れ も 人 航 程 索引 に 不便 で ある 。 
漢字 字典 は 其 局 半 別 等 に 別 つ て , 更に 字 禄 を 辿 つ て 求む る 学 
を 見 出す の で ある が , 学割 の 勘定 に 人 角 程 の 時 間 を 要 し , 且 局 震 
の 検出 さえ 之 を 苦 む 事 が 甚だ 多い 。 例 えば 
乗 ( フ ) 也 ( 乙 ) 払 ( 人 ) 部 ( 二 ) 島 () 。 苗 ( 八 ) 
加 ( カ ) 勉 ( 力 ) 臣 (に) 臣 ( ロ ) 茂 C ロ ) 丸 ( 冬 ) 
款 ( 子 ) 遇 ( 子 ) 上 秒 ( 寸 ) 城 ( 小 ) 衝 ( 小 ) 遼 ( 大 ) 


iil 
操 
4 9 
議 
sy 
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州 (KW) 巨 ( 工 ) 大 ( 己 ) 幹 ( 王 ) 人 悩 (性) 弦 ( 弓 ) 
薫 ( ヨ ) 奈 ( 心 ) 斑 ( 文 ) 書 ( 日 ) 静 (日 ) 外 ( 正 ) 
等 の 文字 は 一 見 し た だ け で は 直 に 括弧 内 の 局 友 に 佐 つ て 索引 す 
べき も の で ある 事 を 知る 事 が 困難 で あつ て , 彼 か 此 か と 再三 話 
書 を 繰り 廻し た 後に 始め て 字 に 打つ か る と ょ と 蓋 う 有 様 で ある 。 其 
手 敷 と 不便 と は 西洋 語 の アシ ファ ベツ ト に よる 緩 宇 式 文字 の 秋 
書 と 同日 の 論 で は 無い の で ある 。 丈 に 此 種 漢字 魚 典 で は 埋 の み 
を 知 つ て も 宇 形 を 知ら な い 女 字 は , 之 を 索引 する 事 が 絶 睦 に 不 
可能 で ある 。 

近 來 病 音 國 漢 鮮 書類 が 多数 に 出版 せら れ , 中 に は ロー マ 字 索 
引 國語 鮮 典 等 も 二 三 弄 行 せら る い に 至 つた の は 確 に 鯉 典 編 甘 上 
の 進歩 で ある が , 之 に 依 つ て は 和義 府 を 知ら な い 文 字 は 之 を 引 

昔 て る 事 が 出来 な い の で ある 。 即 ち 字 形 は 知 つ て 居る が 装 玲 
を 知ら ぬ と 二 う 宇 を 求む る に は , 最初 宇 割引 沸 字 字典 を 用 いて 
音 を 見 出し , 両 る 後 始め て 葬 香 鮮 典 に 佐 ら ね ば な ら た な い 。 数 
K 我 國語 で は 従来 の 宇 判 字 典 と 策 斉 式 鮮 典 と の 二 種 の も の を 用 
。 意 し て 始め て 用 を 達する の で あつ て , 其 不 便 は 驚 べ き も の で あ 
る 。 

著者 が 怒 に 逃 べ ん と する 標準 國語 鮮 典 は , 融 符 鮮 書 た る に 於 
て 従来 と 差 は 無 の が , 其他 の 肝 に 於 て 従来 の も の と 相 逢 する 午 
を 耐 ぐ れ ば 


ー. 義理 的 頒 名 造 に よる 宇 登 近 引 を 附 す る 事 。 
二 . 漢字 に 下 し て は 上 に 加 う る に 過 て 緑 数 索引 を 附 す る 事 。 
三 ・ 宇 普 を 標準 條 名 に て 表わし , 之 に ー ペ 深 字 の 語源 を 附 す 
る 事 。 「 ' 「 
四 . 同一 文字 に 敷 和信 の 異 れ る 意義 が ある 時 は , 之 を 明 明 に 下 
別して 記す 事 。 「 
五 . 各 字 KK 詩 し て , 之 と 結合 し て 成 つて 居る 成語 熟語 等 を 鞍 
する 事 。 「 
六 . 字訓 並 に 大 和 言 [ 華 に 矢 し て は 息 秋 貧 名 造 を 以 ポ し , 
に 一 え 本 挫 の 伴 名 遺 と の 習 照 を 隅 す る 事 。 
- 七 . 標準 語 と 入 に 用 うる 語 , 古語 又は 訟 語 と の 司 別 を 時 記し 
て 置く 事 
知 で ある 。 以上 の 諸 項 の 精 由 は 外 國語 鮭 典 に は 大 各 費 行 せら れ 
る 所 で ある が , 漢字 に 翌 し て も 似 寄り の 考 染 は 足利 武生 
代 氏 に 偽 り て 和 行 せら れ て 居る 。 即 同氏 著 『 御 大 典 記 人 多 ゴ オン 
チョ ー』 (大 正 五 年 九 月 吊 版 ) な る 著 は 印 ち 之 で ある 。 足利 氏 の 
案 と 著者 の 案 と の 相 大 の 主 な る 貼 は 前 記 六 * セ の 二 項 で ある 。 色 
著者 は 前 節 に 逃 べ た る 如く 國語 の 整理 統一 と 組 字 法 の 改定 を 穫 
し , 標準 語 を 作り 和 之 を 費 施 せん と する か 政 に , と の 項 の 條 件 
を 必要 と する 者 で ある 。 ES 
次 に 英語 角 典 と 足利 氏 [「 ゴ オン チョ ー」 中 の 一 節 並 て 著者 の 考 
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案 に よる 走 典 の 骨 博 と を 捕 銚 比較 し て 見 よう 。 
(一 ) チェ ー ム バー 氏 [ 二 十 世 紀 謝 典 」 の 一 節 
Opportune, op-or-tan', adj. present at a proper thme: tmely * 


advy. Opportunely. 


convenient. 


ns. Opportume ness : 
Opportunism, pracuce of regulahng prmoples by favourable 
opportunihies without regard to consstency : Opportunst,。a 
polihcian who waits for events before declaring his opinions : 
Opportunity, an opportune or convenient hrme : agood occasion 
or chance. [Fr., 一 上 上 . opportunus 一 ob, before, portus,。 a 
harbour. ] 

Oppose, o-poz', v.t. to place before or jn the way of: to set 
against : to place as an obstacle : to resist : to check : 


to compete with.、 一 一 vi. to make objechon. 一 一 - n. 


Opposabihty. a 呈 . Opposable, that may bs opposed : 
Opposeless (Shak.), not to be opposed, irresishble. 一 一 n. 
Opposer, one who opposes, 一 一 viL. and vi. Oppos 滞 , to 
negahve., [Fr.、 一 上 し. ob, Fr. poser, to place ] 

( 二 ) 足利 氏 「 ゴ オン チョ ー」 の 一 彼 
ディ ジニー“ ョ クチ デ イ = ヘイ ゴ モ フ 多 レス 
斉 【 解 〕 字 書 ロフ 部 = アリ , 之 = 衣 ヲ 配合 と 選 張 ラ 着 ケ タ 
と ト 。 クチ シネ 


マタ 
ル 人 ノ フロ ヲ 示 シ 〇 カナ シム ⑨ ア ハレ ュ ム 又 ハア ヘス 


モト さき ニュ! 
レミ ヲ 求 ムル 意味 ヲ 有 ス 。 
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ェ 7zg1 と 43 き を アス トリ ッッ 
① 亡 傷 。 衰 惜 。 革 由 人 ノ 死 ラ ィ タム コ ト 。 衰 別 。 
ヲ シム ム 
アイ ボ デイ テク - キ ドド アザ テク 紀 
詞 菓 . 誤 業 喜 怒 亡 業 ナド 云 フ 。 電 る 全 人 が 
シタ ウ クノ シミ ココ ゴロ 三 
カク オオ みみ ヨド 。 和 詳 ヨ 
ヲ グダグダ シテ カナ シム ゴト 。 
ビン シン クン ピン 1 ア UR る 0 
@ 亡 双 一 隣 。 一 願 1 一 語 
し ァ ^ と ょ 。 ネガ フッ ナド ブフ 。 の 


3 リヤ クタ イ ハイ プ ゴ 1 


責 〔 解 〕 字 元 笑 へ 欠 ク ノエ ニ ピュ ノ 隊 槍 ラ 配合 と 。 矢 ノビ ミ 


トド サイ シュ ウ キチ ヤク テン シメ 834 カン プン ケツ ビ ダン デイ 

止 マ ル 最 終 ノ 外 着 式 ラ ホシ , 往々 漢文 メ 結 尾 巴 定 
イ の モン と ジ モ 5 レン ンー 
意 = 用 キラ ル ヽ 文字 = シテ , 康 = ム 小 サ キ 分 子 
オー ニシ ウチ ヘン ラ か 

ヲ 意味 ス 。 之 = 土 届 際 シテ 

ト | ミ ニ 当 ジン アイ ジ ク ゴ 
① 〇 ホコリ, チリ 等 ノ フ 意味 ヲ 有 シ と, 摩 奨 2 熟語 ヲ テ 


( 三 ) 川上 式 和 標準 鋼 典 骸 博 の 學 
ガ ( 謙 )) クル マ = ウマ ラ . ツ ウッ ク テ ネシア IN クシ 
タク ヲ ナス コト ヲ シメ シタ レ ド , オ イマ ハス 
① ノ フリ モノ マタ へ ハム ペ シ プ ア = フル ョ F ト : 
② フ リコ ス スナ ソチ シノ フグ コト ヲ イミ ス 。 
の シア ダ , テン フク 1 フ オン プ 敵 
クル マコ 。 
チ ウ 1 ガ , チ ウ 1 レン = オナ ジ ク テン フク 1 
ノ ゴ タ イ ザイ [チッ 1 放 , トド ば ム ルコ 
ハツ ガ , キジ ン ノ フ イデ タチ [ヘタ 蘭 。 オ ダス 


ライ ガ , キタ ル コト [ライ 來 , キタ ル 〕。 
リオ 1 ガ , リウ 1 ガ , テン クノ! フフ オン フリ 
モノ [リオ 1, リウ 1 郡 。 リウ 1 マタ ハス 


タツ 〕。 


リオ 1 が ガ , タ = ン ノ フ ウェ = イ ヅ ル コ 


ト リオ 1 深 , シ フグ 〕, 
IT 

導 5 スニ コト 。 

ガ メン 。 キア を 。 吉 。 ヨコ ラ = モコ 

Es ダー ラッセ ー コ モト 。 ヨ ラ エー シナ デ 
に マン ジン 但 。 タ エニ シフ ズブ 

ヨク グ ) ヨ きみ パカ ト ョ タ 佐 、 ヨ ウ み 。 ノア ミ J。 

ガリ ウ 1, オノフ ガ オモ 1 ママ ノ フ リウ 1 ギ : 
ジコ リウ 1 = オナ ジ [リウ 1 流 , ナガ ン , 
リウ 1 ギ 〕。 

ンス イイ 吉相 (きま 9P_ 文 Es 
SS パグ ニー ツー ザ よ 用 の あか ル / ゴ エ モ の w 
衣着 ます オン 引 ) と クタ ェ ス オ 水 こ ミダ アル 

グ ガ , 0 才 に 拓 て あみ ハ カッ ツグミ すま 
ウケ タ キズ [ ヶ 怪 , アヤ シキ 〕。 


を が 。 みか 。 せ 、 必 シー ニート て も, 狼 。 カン 1 


8 バン パテ ディザ ス 人 茹 2 補 La 無 , ピロ ロン 
タ ヲ レル (内 ふれ る ), ③④ タテ” 手 才 リ モモ II が I コ ョ ヨリ 弓 
EN ビン ・ プ ント FM (生計 
ノ フ ②⑨= オナ ジ 。 ⑧ ホ ロゼ 贅 ⑨ み REBeB 
に クリ カエ ステ ンプ 共 交 ODMisd 生 
サン スル 。(⑦ の カシ クタ. 2 所 ME IN 
トン の 
(デブ プ " タ ラ レ ル , コロ ガル [ブウ 者, ウチ ツケ ル 〕。 
新 の 如き 槍 鮮 典 は 図 語 慈 理 統一 の 結果 に 依 つ て 作る べき 
も の で , 工 定 教 科 書 の 韓 等 と 同様 に 文部 省 及 は 特別 の 調査 人 
等 で 構 威 を 以 て 作る が 宜しい 。 
要する に 此 種 の 標準 病理 魚 典 が 出来 上 つた 暁 に は , 吾 え は カ 
ナ を 以 て 文字 が 記さ れ て あろ うか が , 又は 耳 か ら 言語 と し て 聞き 
取 ろ う が , 或 は 策 聞 を 知ら な い 党 字 を 見 よう が 直之 を 鮮 書 に 
寿し 合わ せ て 其 意 味 を 知る 事 が 出来 る の で ある 。 又 我 國語 
革 異 字 が 多い の も ゃ も, 之 に より て 紛れ を 防ぐ 事 が 出来 る よう KC 成 
る で あろ う 。 印 ちと の 本 準 鋼 典 は 國 字 改定 の 四 施 に は 息 非 共 無 
く て な ら な いも の で ある 。 序 に 同 殖 異 字 は 英 狼 語 等 に 於 て も 珍 
らし く 無 い の で あつ て , 例え ば 英語 の foot と 球 う 学 は (一 ) 足 , 
( 二 ) 山 な どの 栖 , ( 三 ) 長 さ の 喘 等 語 種 の 異 れる 意味 を 有する の 
で ある が 之 が 含 め に 碁 だ 不都合 を 來 す 事 は 無い の で ある 。 猛 標 
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準 吊 書 に は 本 章 第 三 学 四 雨 秘 に 逃 べた る 如き 整理 の 結果 称 秒 席 
棄 せ ら る べき 漢字 や 成語 等 は 之 を 除き 伴 の 鮮 書 に 譲る が 宜 い 。 
駐 必 要 に 依 つ て 之 を 加 う る も の は 特に 文字 を 小 に し て 標準 語 と 
屋 別 す る 如き 方 法 を 講 ま る が 宜 い 。 


筑 太 節 國 宇 下 長 論者 の 陣 
匿 字 改 良 論者 中 で も それ ぞ れ 多少 見 る 所 が 異 つ て 居 つ て , 同 
じ く カナ 略字 諭 を 唱 う る 者 で も 第 六 衣 に 逃 べ た 如く 細部 に 於 て 
は 内 容 に 分 の 相違 が ある 。 面 し て 各 人 が 其 工 夫 し た 新 字 に 就 
て 各 様 の 宜 偉 や 買 行 の 準 代 に 取 か いつ て 居る 。 之 は 國 宇 改良 問 
願 が 未だ 其 初 期 に 在 る か ら 確 た る 成 案 が 出来 て 居 ら な い 負 めで 
あつ て , 一 面 か ら 云 を ば 止む を 得 な い 事 で ある が , 之 と 同時 に 
著者 は 航 の 如く 諸 方 面 に 於 て 各種 の 努力 が 行わ れつ いあ る の を 
衰 心 より 鹿賀 する も の で ある 。 し 國 宇 改定 の 如き 須 家 永久 の 
大 計 は 到底 一 人 や 二 人 の 力 が 之 を 能 く する も の で 無く , 天下 の 
典 論 が 喚起 けら れ た 時 に 始め て 行わ れる 時 代 の 来る の で ある か 
ら , 大 宮 味 に 於 て ロー マ 字 論者 は ロー マ 字 論 の 立場 に 於 て 國 字 
改良 を 叫ぶ べく , Q 人 名 論者 も 新作 カナ モジ 論者 も , . 模 書 カ ナ 
論者 も , それ ぞ れ 各 方 面 に 於 て 現用 國 字 の 不便 を 絶叫 し, 之 が 
改良 の 必要 を 高調 すべ し で ある 。 要 は 之 に 依 つ て 國 字 改定 の 機 
運 を 作れ ば 食し ぃ 。 
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然し 自ら 國家 を し て 人 懲 慌 字 改定 を 質 現 むし め む と する な ら ぱ ば, 
略字 改良 論者 は 何時 まで ゃ 普 雄 割 控 式 に 各自 の 説 を 固 詩 し て 居 
て は 成 ち ない 。 印 ち 一 人 一 浜 式 の 運動 は 其 賞 眉 の 出所 に 於 て , 其 
所 涯 の 多き 里 に 於 て , 系 駐 其 効果 の 路 に 英 て 到底 最後 の 目的 を 
達する に 適し な い 。 導 に 著 音 は 此 等 カナ 論者 一 一 出來 得る な ら 
ば = ローマ字 論者 も 一 一 共に 一 堂 に 相 會 し て , 各 基 抱く 所 の 改良 
案 に 就 て 研究 の 結果 を 区 表 し , ヌ 之 に 時 す る 呈 憧 な き 助 言 や 批 
評 を 鍋 し , 互 に 長 を 取り 短 を 捨て , 少 異 を 捨て 大 同 に 肝 く 事 と し 
なら ば , 図 字 改 良 問題 の 運動 に 一 自 の 進 境 を 見 る 事 が 出来 る 
で あろ うと 思う 。 素 より 弄 三 回 の 會 合 に 全 つ て 各論 者 の 意 見 の 
一 致 を 見 る 事 は 不可 能 で あろ う が , 回 を 重ね 研究 を 積む に 従 つ 
て 最良 と 案 が 自然 に 出来 て 来 る に 相知 無い 。 新 くし て 成立 し た 
案 は 従来 に 比 し て 大 な る 園 骸 の 力 を 以 て 政府 党 局 を 動か すべ く , 
世間 に 封 し て も 一 大 の 村 威 を 以 て 臨む 事 が 吊 挫 て , 各 行 の 期 を 
造 に 促進 する 事 が 出来 る で あろ う 。 

著者 は 各 泊 の 人 士 が 皆 其 系 譲 を 遍 う し て 此 大 同 運 動 に 到 寂 す 
る 日 の 速 な らん 事 を 項 望 し , 且 之 が 貨 現 の 近 き 乏 来 に 行わ る べ 
き 事 を 信ずる も の で ある 。 此 所 に 到達 する まで は 各 人 が 各 其 最 
長 と 思 慌 する 和 案 に 就 て , 出來 得る 限り 想 を 練り 工夫 を 凝ら し て 
或 程 度 を で 案 と し て の 綱 行 可能 性 を 具備 させ て 置く 用 意 を 必要 
と する 。 彼 の 新聞 雑誌 上 で 澤 に 低 論 に 近い 議論 を 闘わ あ し て 居る 
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野次 馬 的 國 宇 改良 論者 の 名 き は 密 ろ 國 字 女 良 に 喉 を な す も る の で 
あぁ る. 

幣 来 如 上 の 園 航 の 成立 し た 上 は 較 字 改定 の 運動 方 法 と し て は ,. 
新 活 字 の 供給 , 改定 國 字 に 依る 新聞 茜 誌 の 開 行 , 書籍 等 の 出版 , 
タイ プラ イタ ー の 製作 供給 等 の 諸事 業 よ り , 本 書 に 放 ぶ る 知 き 
諸 種 の 調査 計 民 等 を 着 々 買 行 すべ き で ある 。 


索 七 節 諸 克 書 の 歳 謀 部 < 新語 の 作成 

國 字 改定 の 賀 施 に 入る に は 順 庁 と し て 先ず 必要 なる 従 涼 の 諸 
文書 は 規定 以内 の 治 字 を 使用 し た 聞 準 語 で 以 て 書き 直す の 必要 
が ある 。 面 し て 之 に は 振 優 名 を 全部 施し て 置く 。 次 に は 進ん で 
全部 を 片 優 名 横 書 に 筆 謀 する の で ある 。 特に 法律 は 一 日 も ゃ 之 を 
欠く 事 が 出来 な いか ら 陀 め 之 を 番 亮 し て 置く 必要 が ある 。 凡 て 
文書 を 全部 片 偽名 に 書き 直す 場合 に 於 て , 原 娘 の まい を 優 名 に 
て 表わし て も , 茎 逃 の 如き 王 音 式 標準 鮮 典 が 完備 し て 居れ ば , 漢 
字 を 全然 牙 御 しない 人 で も 何等 不都合 は 無い と 信 直 る が , 可 及 
的 之 を 言 婦 一 致 に 統一 する が 宜しい 。 カナ で 「 司 然 らむ や 」 と 
か 「 せ まん ば ある べから 才 」 の 類 の 文 骨 は 不調 和 和 で ある の みな 
ら ず , 文 骨 の 統一 と 云う 踊 よ り 不可 で ある 。 

次 に 一 言 怒 に 注意 すべ き は 新語 の 作成 の 事 で ある 。 時勢 の 進 ] 
運 に 伴 つ て 符 也 鞭 術 共 他 百 般 の 文化 の 上 に 種々 の 新 研 究 が 鹿 *. 
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行わ れ , 之 に 應 じ て 新語 は 絶え を 才 人 後 か ら 後 へ と 引 縛 い て 作成 
せら る ので ある 。 新 の 種 の 新語 の 作成 は 渓 字 訂 目 の 暁 に は 差 
詰め 甚だ 困難 を 感ずる で あろ うと は 誰 し も 感ずる 所 で ある が , 
著者 は 之 を 械 愛 に 過ぎ な いと 信ずる の で ある 。 英 語 の 錠 を 見 る 

, 飛行 機 の 生 明 せら れ た 初期 に 共 て は 之 を フラ イイ ング ・ マ て 

ー ン (8yimng macbine 飛ぶ 機械 ) と 云う て 居 た の で ある が , 今日 
は 之 を aeroplane と 呼ぶ 。 aero は ギリ シャ 語 の aer( 容 人 気 ) か ら 出 て 
居り, plane は 答 面 で も る 。 印 企 面 の 扶 を 持つ た 変 中 を 飛ぶ も の 
ヽ 意味 で ある 。 四葉 飛行 機 は mono-plane と 云い , 復 世 飛 行 機 は 
bi-plane と 云う 。 蓋 し mono は ギリ シャ 語 の moncs (一 つの 意 ) か ら 
來 り , 5- は ラテ ン 語 の bi 又は bis (twics 二 倍 の 意 ) か ら 取 つて 
之 に plne を 付け た も の で ある 。 親 の 如く 座 索 す る と 英語 の 語 
の 多 敷 は ギリ シャ ズ は ラテ ン 語 等 か ら 借用 し て 居る 事 を 知る の 
で ある 。 

醸 て 我 國語 の 場合 を 見 る と , 語源 と な る べき ゃ の に 二 つ の 妥 
素 が ある 。 色 紀 代 以 挫 偉 わ り 來 つた 固有 の 大 和 言 葉 と , 干 刀 百 
年 来 使用 し 来 つた 漢語 と が 之 で ある 。 此 の 開 係 は 丁度 英語 
リ シャ 語 又は ラテ ン 語 に 於 ける 開 係 に 類 し て 居る 。 漢 語 は 本 楽 
借用 語 で あつ た が , 使用 の 久 し き , 送 に 我 國語 の 根 埋 に 誰 い 入 
つて し まつ た 。 政 に 今日 も し 息 國語 か ら 漢字 島 源 の 語 を 除き 天 
ろう と する な ら ば 英語 より ギリ シャ 及び ラテ ラテン語 源 の 太 字 を 取 
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り 夫 ちら むと する と 同じ く , 近世 科 区 に 用 うる 術語 の 表現 は 殆ど 
出 挫 難く な る で あろ う 。 例 えば [ 化 聖 」「 物 理 」「 電 」 [法律 」 
[民法 等 基 語 自身 が 皆 漢字 か ら 來 て 居る の で , 之 を 固有 の 大 和 
言葉 で 表現 する 事 は 殆ど 不可 能 と 云う て 宜 い の で ある 。 印 ち 沸 
字 は 我 國 の 文化 と 夫 れ 程 客 接 な る 同 係 に ある の で ある か ら 漢 字 
根源 の 語 を 麻 す る と 云う 事 は 匠 國 の 近世 文明 を 根底 か ら 立 て 直 
さ ね ば 出来 な い 事 で あつ て 到 情 賀 行 し 得る 所 で 無い 。 漢字 は 夫 
れ 程 に 革 に 我 國 に 同化 し て 居る の で あつ て , 和 吾 々 は 今日 漢語 は 
た と い 肖 字 を 全 訂 する と も 甘 縮 理 だ け に 人 つ て 容易 に 之 を 聞き 
別け 得る の で ある 。 換言 す れ ば 我 國 は 治 字 に 別れ を 告ぐ る と も 
党 字 より 玉 つ た 言語 基 者 は 大 部 分 稀 来 まで 國語 と し て 命 肛 を 有 
すべ き も の で ある 。 新 語 作成 の 根本 原理 は 貨 に 此 鹿 に 存する 。 
新語 を 作ら ん と する 者 は 先ず 之 に 語源 的 説明 を 加え て 世間 に 
装 表 すれ ば 宜しい 。 例え ば 前 例 に 晶 げ た 飛行 機 が 漢字 度 止 後に 
次 明 せ られ た も の と 優 定 す る 。 琴 明 者 は 之 に | 飛ぶ 機械 」 で ある 
が 故に 如 く は 「 飛 陣 ] と 云う よう な 名 を 付け る で あろ う 。 其 は と 
音 は 英字 の [トブ プ 」 で , キ 共 は 漢字 の | キカイ 」 と か [カラ クリ 『」 
と 球 う 語 で ある か ら で あ つて , 丁度 ギリ シャ 語 に 語源 を 求め て 
"aeroplane” と 云う 新 字 を 作 つ た の と 同じ 心 で ある 。 然 し 年 ら 慈 
注意 を 要する 事 は , 最初 説明 を 加え ず に 澤 C「 モ キ 」 と し て 義 
表す る 時 は ヒキ の 昔 に は 匹 , 悲 喜 , 避 足 , 誹 裳 等 多 致 の 同 府 が 
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ある か ら 世 和信 は 之 を 解す る に 苦 む で あろ う 。 此 男 合 に 基 明 者 が 
て ( 飛 ), トブ 。 キ ( 機 )) キカイ 又は と キ ( 飛 機 )) + ト プー キカイ 。 
LE, ト プ : キ , キカイ 〕 等 の 語源 的 説明 を 際 け て 琶 表す れ ば 直 
に 意味 は 明瞭 と な る 。 若 し 宇 斉 に 全 ら ず し て 固有 の 大 和 和 言葉 で 
簡単 表わす 工夫 が あら ば 多 論 其 れ に 依る 方 が 一 大 よい か も 知 
れ な い 。 今 より 十 肖 年 弟 米 國 に 於 て 華 明 せら れ 友 電 奈 絶 区 材料 
の 一 種 に Pakehte と 云う も ゃ の が ある 。 其 績 明 者 の 名 が Bakeland で 
あつ た が 故に 之 に ベー クラ イト と 命名 し た の で ある 。 双 高嶺 博 
omWk た ッ フッ クー ド cz ェ タ 人 
等 も 新語 作 臣 の 例 で あつ て , 此 際 語源 を 説明 する 事 舞 し に ば 其 
語 の 意味 は 不明 で ある 。 

法律 上 の 用 語 等 に 就 て も 同様 で あつ て 艇 來 新語 は 上 逃 の 如き 
方 法 に 佑 つ て 考慮 深く 且 な る べく 紛れ 無き 語 を 作 つ て 行 《 事 と 
する 。 又 時 と し て は 外 國 花 を 其 位 取り 入れ て 行く 事 も 必要 な 募 
合 が あろ う 。 此 の 如き 事 は 渓 字 を 使用 し つい ある 今 是 に 於 て は 
和 逃 だ 不便 の 如く 思わ る いい ので ある が , 炒 來 漢字 が 全 選 せら れ て 」 
生 斉 に 依る 語 が 次 第 に 地 力 を 占 む る よう に な つた 暁 は , 姓 常 
一 般 の 事 と な る べき は 疑い を 入れ な い の で ある 。 敬 際 上 新語 の 
出来 る の は 比較 的 季 な 事 で ある か ら 由 穫 は 差し た る 間 題 で は 無 
ぃ ゅ と 思う 。 

さて 次 拉 の 諸 種 の 文献 の 認 典 も 出来 , また 藩 来 新 字 の 作成 
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就 て も 成 案 を 得 た な たら ば , 吾 人 は 候 々 渓 字 訂 止 の 冥 行 時 代 に 贅 
足し て よい の で ある 。 


索 八 節 寅 行 へ の 閉 手 

(一 ) 國 定 数 科 午 ic 横 書 カナ の 採用 。 

國 字 改定 行 の 手始め と し て , 先 づ 横 書 片 人 名 を 國 定数 科 書 
IE 加 う る 事 は 最 必要 な 事 で ある 。 或 ロー マ 字 論者 は カナ KC 横 書 
き と 縦 書き と を 許す は 見 間 の 負 措 を 重 か ら し むる も の だ と の 説 
を 半 べ て 居る 。 然 し 之 は 昌 議 論 の 鋼 あ の 議論 で も つて , 征 際 
は 従来 の 縦 書式 を 僅 紛 形 改定 し た 著者 , 高 性 , 山下 諸 式 の 横 
書 頒 名 は 一 見 すれ ば 誰 に も 直 に 其 何 字 た る か を 識 し 得る 程度 
の も の で ある か ら , 之 が 入 め に 児童 の 負 挫 を 増す も の と は 考え 
られ な い . 横 書 カナ 全部 を 語 了 し 得る まで に 路 す 涯 は 恐く は 六 
ヶ 耳 き 漢字 の 燥 笛 を 玩 居 する の 募 より も 却 て 必 い で あろ う 。 喝 
童 の 過重 の 負 携 を 軽減 な ん と する の は 吾 人 の 根本 の 動 職 で ある 
が , 徒 に 負 推 軽減 と 云う 刺 の 生 め に 必要 の 事 ま で も 捨て いし ま - 
つて は 何 に も な ら な V い 。 漢字 庭 止 と 云う 大 事業 須 行 の 挙 備 時 代 
過渡 時 代 の 或 期間 , 横 書 カ ナ ェ と 縦 書 カ ナ と を 併せ 避 ぶ 位 の 事 は 
党 然 朱 わ ね ば な ら め ぬ 皿 に 僅 な 冬 牲 だ と 思う 。 著 者 は 試 に 自ら の 
式 K 依 つて 記し た 横 書 カ ナ を 小 政 校 二 年 の 小児 に 証 ま せ て 見 た 
が 何 の 苦 も たく 最 初 か ら すら すら と 衰 む 事 が 軸 来 た 。 


166 
- 小 悪 披 教 科 書 に 加 う べき 横 書 組 字 式 優 名 文 の 分 量 は 深く 研究 
し た 上 を 定 む る が 宜しい 。 け れ ど ゃ 算術 書 等 は 現在 既 横 書 
| 式 を 近 用 し つい ある の で ある か ら , 差 向 り 之 は 外部 角 字 式 カテ 
K 改 せ 々 る が よい 。 面 し て 他 の 教科 書 に は 可 及 的 之 を 挿入 する 分 
量 を 多く する 。 従 座 の 下 人 名 と 片 恨 名 と 横 書 盆 名 と を 各 三 分 の 
ー ず ー 記 す の も 宜 し か ろ う 。 新 くし て 横 書 式 候 名 の 便利 が 認め 
ら る * に 従 つて 清 を 追う て 横 書 女 を 増加 し 縦 書 式 を 減じ て 行く 
事 と する 。 獲 又 高 等 小 如 校 , 中 等 政 校 の 数 科 書 に も 横 書 組 字 式 
貧 名 文 を 諸 所 掲載 する 事 と する よう c 入 す が 宜しい 。 

( 二 ) 新聞 茜 誌 の 小 見 欄 : 横 書 カ ナ の 使用 。 

新聞 雑誌 の 普及 は 近 時 盆 著 し きも の が ある 。 特 に 新聞 移 は 之 
を 盆 民 秒 化 せ ん と する 結果 , 小 見 負 婦 人 欄 等 を 設 くる 傾向 が 多 
い 。 著 者 は 綴字 式 カ ナ 普 及 の 一 手段 と し て 新聞 年 や 雑誌 年 等 が 
小 兄 柏 に 全部 横 書 カ ナ を 探 用 せら る ヽ 事 を 希望 する 。 種 の 事 
は 征 信 の 先 騙 者 を 以 て 任 ず る 新聞 年 の 最高 向 な る 責務 で 舞 く て 
は な ら ぬ 。 日 を 々 の 紙面 の 一 部 に と の 個 を 設 く る の 釣 和 裕 が 無い 新 
聞 紙 は , 先 ま 日曜 附 勿 の 小 見 搬 と か お 伽 話 等 に 之 を 使用 する の 
で ある 。 新聞 経 辻 の 上 か がら 云う て も 此 竹 の 新しき 試み は 視 賞 の 
帝 迎 を 受 く る 事 で あろ うと 思う 。 「 吉 
- 次 C 近 年 基 種 類 敷 十 種 を 吾 う る 幼年 雑誌 少年 雑誌 等 唱 挫 介 
る 限り 横 書 頒 名 を 使用 する 事 と すれ ば , 郊 年 者 は 不知 不 識 の 聞 
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K 緩 字 式 棋 書 優 名 に 慣れ て , 之 が 使用 を 喜ぶ に 至り , 又 之 が 國 
用 的 全 値 は 次 第 に 訟 く 説 め ら る \ に 至る で あろ う 。 

其他 族 種 の 廣 告 文 , 多 人 敷 に 示さ る べき 印刷 物 等 に 出來 得る 
限り 多く 械 書 カナ を 採用 する 事 と し , 更に 進ん で は カナ モジ 新 
開 を 衣 行 する よう KC 成 れ ば 好都合 の 事 で ある 。 

( 三 ) 横 書 カ ナ ぃ 。 タ イプ ライ ター の 使用 。 

横 書 カ ナ は 之 書 き 慣 し る 迄 は 常 分 詩 み 書き に 多少 不便 で あ 
る は 脱 れ な い 。 既 KC 横 書 カ ナ の タイ プラ イタ ー ゃ 市 場 に 出 て 居 
る の で ある か ら , 先ず タイ プラ イタ ー を 探 用 し て 事務 上 (使用 
する が よろ し い 。 郵便 局 で は 電報 の 娘 を カナ チタ イプ ライ ター 
で 印字 し て 居る が , 之 ゃ も 赴 非 横 式 に 和久 し た いも の で ある 。 勿論 
タイ プラ イタ ー を 使用 する も 芝 初 の 間 は 到底 所 期 の 高 能 卒 を 次 
揮 す る 事 は 困難 で あろ う が , 潤 次 其 使 用 に 慣 る い K 従 つて 能率 
の 増進 は 著しい ゃ の が あろ うと 思う 。 

横 書 カ ナ の 章 角 が 人 一 圧 義 達する まで , 差 党 り 日常 の 私 書 電 
等 に タイ プラ イタ ー を 使用 し た な ら ば 便利 で あろ うと 思う 。 我 
國 の 家庭 に た 廣 く 利 用 する 策 め に は 此 種 の タイ プラ イタ ー は 債 格 
の 極め て 低 康 な る を 必要 と する 。 著 者 は 二 三 十 園 位 の 賀 用 的 な 
カナ *・ タ イプ ライ ター を 狼 逸 に 於 て 製作 せ し む る 事 を 交渉 し て 
居る 。 

( 四 ) 加 用 の 開始 。 
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前 逃 の 如く 各 方 面 か ら カ ナ 使 用 の 範 園 を む る と 同時 に , 他 
面 に 於 て は 和 召 々 は 之 を 日 常 生活 に 可 及 的 連 用 する 事 を 忘れ て は 
な ら な い 。 例 えば 日 常 の 手 婚 に 知識 階級 の 者 が 春先 し て カ ナ 
娘 を 使用 する 。 文 士 は 大 著書 に 可 及 的 企 協 な カナ 文 を 用 2 る 。 
克 者 は 其 科 了 牌 的 著書 に 之 を 鷹 用 する と 甘 う よう に する 時 は 義務 
数 育 を 終 を た の み で , 漢字 交 り 文 や 書 電文 骸 等 に 堪能 で 無い 多 
敷 の 國民 も, 日常 大 騰 に , 世間 に 憧 る 事 無 く カ ナ モ ジ を 使用 し 得 
る よう に 成る で あろ う 。 其 結果 は 盆 カ ナ モ ジ の 使用 を 吐 盛 な ら 
し め , 途 に カナ の 世界 の 冥 現 を 拉 ら す の 機 軍 を 作る で あろ 2。 


第 入 章 。 結 論 
_ 國 字 は 一 國 文 化 の 仲介 者 で あつ て , 之 が 適合 は 人 ぇ 個 を の 幸 
記 , 民放 文化 の 進 戻 に 開 す る 重大 な る 問題 で ある の みな ら ず , 
綱 に 國 運 の 隆 興 を 左右 すべ き 大 問題 で ある 。 過去 千 敷 百年 の 間 
使用 し 來 つた 漢字 は 慣用 の 久 し き 衛 め , 途 に 習い 性 と な つて , 
其 不 便 を 惜 ら ざ る 者 が 多く , 又 悟 る 者 も みみ を 改 む る 事 の 困難 な 
舐め に 其 健 に 放任 チ する と 云う 有 様 で ある が , 羽 も アル ュー ル 交 
は = ニュ チ ン 中 毒 者 が 酒 や 砲 草 の 害 を 知ら ず し て 之 を 嗜み , 又は 
知る も 御 い 性 と な つて 之 を 禁ず る 事 の 困難 な 仙 め に 使用 を 病 く 
る の と 同様 で 。 か く て は 永 克 之 を 改 せ る 有 含 が 無い で あろ う 。 
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_ 光 も 吾 人 少年 時 代 よ り 既 に 治 字 (に 慣れ 切 つた 者 に は , 漢字 交 

り の 現用 語 が 邦 て 便利 に 感 ぜ ら る * 事 は 堂 然 で も つて , カナ モ 
ジ 論 者 た る 著者 自身 さ を えも, 自ら 漢字 交 り 文 の 方 が 廷 に 証 み 易 
く 書 き 易 く 思 う の で ある 。 さり 年 ら 本 つて 吾 等 の 同 多 の 中 に 七 
制 張 の 人 達 が 廊 字 の 困難 な 含め に 日 常 の 新聞 雑誌 すら 詩 み 得 才 , 
手紙 も 十分 に 書く 事 が 出來 ず , 其 思 想 を 廣 く 世間 に 績 表す る の 
能力 さえ を 有 し ない 事 を 思う 時 , 耐 も 如 此 不 十分 な 程度 に 於 ける 
國語 の 修得 に さえ を , 我 國民 が 欧米 人 の 費 す 努力 に 幾 倍 す る 精 カ 
を 浪費 し つい ある を 思う 時 , 面 し て 又 之 が 稿 め に 國民 の 能 卒 が 
向上 せ ず , 動 と も すれ ば 臣 米 の 文化 に 取 残 され ん と する を 思う 
時 , 吾 人 は 比較 的 少 敷 者 で ある 党 字 修 得 者 が , 一 時 自ら を 多少 
冬 牲 と し て も , 簡易 な 新 國 宇 に 移り 行く 事 が , 営 然 島 す べき 義 
務 で ある と 考え る の で ある 。 

。 殊 に 國家 の 舟 來 , 吾 等 の 子 々 々 永遠 の 利益 を 考え る 時 は , 彼 
の メー トル 法度 量 衡 が 従来 の 尺 井 貫 に 慣れ た 吾 等 に は , 営 座 の 
- 間 非 常に 不便 で ある 拘わら, 之 が 改正 但 施 を 断行 し た と 同 

ー の 決心 と 用 意 と を 以 て , 漢字 の 度 止 國 字 の 改良 を 断行 する 事 

が 必要 で ある と 考え る 。 大 な る 改革 に 多少 の 犠牲 は 覚 堪 せ ね ば 
5 な v。 ' 
、、 工人 例 を 経済 方 面 K 取 る も , 最近 の 外 電 の 報 す る 所 に 依る と , 米 
國 の 富 は 今や 五 千 億 発 に 達し , 一 人 の 卒 均 所 得 は 年 二 千 ニ 百 弟 


170 


に 及び , 天 國 は 居 な が ら 其 國民 の 上 に 溢 た と まで 去 わ れ で 居る 。 
我 國 の 夫 れ に 比較 し 此 容 壌 も 見 な ら ざ る 相 作 を 思う 時 , 大 独 民 
旋 の 恵まれ ざる 恒夫 , 多 難 な る 前 途 を 打開 する の 道 は 果 し 何 
鹿 に ある で あろ うか 。 較 民 全部 の 肉 串 的 並 に 精 激 的 の 負 状 を 軽 
減 せ し め , 又 其 能 卒 を 増進 せ し む べき 國 字 改良 の 間 題 を そ は , 賞 
に 此 難 問題 を 解決 する 最 重要 な る 了 鍵 の 一 で あり , 災 最 先 各 
行 せ な けれ ば な ら な い 念 務 中 の 急務 で ある と 確信 する も の で あ 
る , 

幸 に 國 字 問題 は 近 來 菩 く 朝野 の 覗 本 を 引き 楽 り , 十 年 前 は 
殆ど 願 る 者 さえ 無 か つ た 横 書 カ ナ が , 今 旦 相 党 世 間 に 理 解せ ら 
れ , カナ モジ カイ の 人 営 員 の 如き も 全 展 に 渡 つて 其 敷 一 万 以上 に 
及び , 新聞 茜 誌 等 に も 屋 國 字 問 題 が 議論 せら れ , 又 廣 番 印 刷 等 
に も た と い 少 部 分 で は あつ て も る 横 書 カ ナ が 買 用 せら れ , 一 
於 て は 小 校 に て 数 抽 す る 漢字 角 の 割 限 も 際 三 回 渡 つ て 行わ 
れ , 全 國 の 有力 な る 大 新聞 は 漢字 使用 の 制限 を 定 行 し , ヌ 文 部 
者 の 國語 調査 合 は 簡易 な 門 話 の 作成 に 努力 する 等 , 逐 炊 吾 人 の 
主張 の 方 向 C 進 みつ ぃ ある の で ある 。 此 機運 は 舟 來 盆 著 し く な 
る の で あろ うと 思う 。 

著者 は 遠から ざる 頻 拉 に 於 て 図 定 教科 書 の 中 に 横 書 カ ナ を 見 
又 ー 旦 中 止 と な つた 鐵 道 触 名 の 左 横 書 片 居 名 採用 の 如き ゃ る 買 現 
する で あろ うと ょ と 信 まる 。 新 く て 困 将 な る 漢字 雇 止 の 問題 も 一 歩 


4 
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一 歩 着 費 に 進み 来 つ て , 或 は 敷 十 年 を 出 で す し て 解決 が 出来 得 


Se 
、 計 者 諸君 よ ょ , 願 く ば 此 邦 家 の 大 問題 , 凝 叉 日 本 民 旋 の 秒 来 を 
左右 すべ き 大 問題 に , 各自 注意 を 挑 つ て 之 が 解決 の 促進 に 蓋 カ 
せら れん 事 を 切 に 希望 する 次 第 で ある 。 

終り に か の = ー マ 字 國 宇 英 基 他 に 就 て は 著者 は 其 賀 施 不 可能 
を 確信 し て 居る が 故に , 之 に 翌 し て 何等 の 希望 を も る 有 し て 居 ら 
な い 事 を 附 言 す る 。 唯 國 字 改良 と 云う 大 理想 に 向 つて 健闘 する 
論者 の 努力 に 上 箇 し て は 大 な る 敬意 を 表し 度 い と 思う 。 


ーー( 素 > 一 
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